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こ の 事 業 は 、 競 輪 の 補 助 金 を受 け て 実 施 した も の で あ る 。7



序

デー タベ ー スは 、わが 国の 情報化 の 進展上 、重要 な役割 を果 たす もの と期 待 され てい る。

今 後、 デ ータベ ー スの普及 に よ り、わ が国 にお いて健 全な高 度情 報化 社 会 の形 成が期 待 され

る。 さ らに海 外 に対 して提供 可能 なデ ー タベ ー スの整 備は 、 国際 的な情 報化 へ の貢 献 お よ び

自由な情 報 流通 の確 保 の観 点か らも必 要 であ る。 しか しな が ら、 現在 わが 国 で流通 して い る

デ ータベ ース の 中で わが国独 自の もの は1/3に す ぎな いの が現 状 であ り、 わが国 デー タベ

ー スサー ビス ひ いて はバ ラ ンスあ る情 報産業 の健 全な発展 を 図 るため に は、 わが国独 自の デ

ー タベ ー スの構 築 お よびデ ー タベ ー ス関連技 術 の研 究 開発 を強 力 に促 進 し、 デー タベ ー ス の

拡 充 を図 る必要 があ る。

この よ うな 要請 に応 え るた め＼(財)デ ー タベ ー ス振興 セ ンター では 日本 自転車振 興 会 か

ら機械 工業 振 興 資金 の交付 を受 け て、デ ー タベ ースの構築 お よ び技術 開発 につ いて 民間 企 業 、

団体 等 に対 して委 託事 業 を実施 してい る。委託事 業の 内容 は 、社 会 的、経 済 的、国 際 的 に重

要 で、 また地 域 およ び産業 の発 展の促 進 に寄与 す ると考 え られ て いるデ ー タベ ー スの構 築 と

デ ータベ ー ス作 成の効 率化 、流通 の促 進 、利用 の円滑化 ・容 易化 な どに 関係 したソ フ トウ ェ

ア技術 ・ハー ドウェア技術 で あ る。

本事 業 の推 進 に 当た って、 当財 団に学 識経験者 の方 々で構 成 され るデ ー タベー ス構 築 ・技

術 開発 促 進委 員 会(委 員長 前 山梨 学院 大学教 授 蓼 沼良一 氏)を 設 置 してい る。

この 「新 規 事業 創 出支援 の ため のデ ータベ ース構築 に向 けた基 礎 調査 」 は平成7年 度 のデ

ー タベ ースの 構 築促進 およ び技 術 開発促 進事業 と して、当財 団 が(株)日 本 イ ンテ リジ ェ ン

ト トラス トに対 して委 託実 施 した課 題 の一つ であ る。 この成 果 が 、デ ー タベ ー スに興 味 を お

持 ちの方 々や 諸 分野 の皆様 方 の お役 に立 てば幸 いであ る。

なお、 平成7年 度 デ ー タベ ー スの構築 促進 お よび技術 開発 促 進事業 で実施 した課 題 は次 表

の とお りで あ る。

平成8年3月

財 団 法 人 デ ー タ ベ ー ス 振 興 セ ン タ ー
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1.新 規 事 業 創 出 の 必 要 性

1.1新 規 事 業 創 出 が 求 め ら れ る 背 景

我 が 国経 済 を取 り巻 く環 境 は 、1昨 今 の 急 激 な 円高 と ア ジ ア 各 国 の 急 成 長 、 ア メ リカ

合 衆 国 製 造 業 の 「復 活 」 な ど に よ り、 ダ イ ナ ミ ックな 国 際 的 競 争 の 時 代 に 突 入 して い

る。

こ の よ うな 状 況 の 下、 我 が 国 の 産 業 は 既 存 産 業 の 成 熟 化 と新 規 産 業 展 開 の 遅 れ 、 製

造 業 の 海 外 展 開 の 加 速 と 産 業 の 空 洞 化 の 懸 念 、 本格 的 な リス トラ ク チ ャ リ ン グの 進 展

に 伴 う雇 用 環 境 の 悪 化 な ど、 長 引 く不 況 か らの 回復 の 足 ど りは 重 い。

ま た産 業 構 造 自体 も よ りグ ロー バ ル 化 ・ボ ー ダ ー レス化 が 進 み 、 企 業 に と っ て は 新

事 業 の 展 開 が 非 常 に 難 し くな って き て い る、,し か し消 費 者 の 嗜好 が よ り多 様 性 を 増 す

に 至 っ て、 新 製 品 の 開発 は リス ク が大 き く、 動 きの遅 い大 企 業 で は 対 応 で き な い。 よ

り専 門 性 に 優 れ た研 究 開 発 型 企 業 を育 て る こ とが、 これ か らの 国 内 産 業 の 発 展 に と っ

て 非 常 に 重 要 な 視 点 と な ろ う。 ま た我 が 国産 業 の 国 際 競 争 力 を 高 め る た め に は 今 後 高

い成 長 が 期 待 され る先 端 技 術 分 野 や地 場 資 源 を 活 用 した産 業 分 野 に お い て 新 規 事 業 の

創 出 を 促 し、 海 外 競 争 力 の 高 い 高 付加 価 値 製 品 を核 に 新 た な 需 要 を 創 造 す る独 創 的 製

品 の 開発 お よ び 新 た な 需 要 を 喚 起 す るニ ュー ビジネ ス の 創 出 を 図 る 必 要 が あ る。

1.1.1新 規 開 業 率 の 低 下

ア メ リ カ 合 衆 国 に お い て 中 小 企 業 は 新 製 品 の 開 発 や 新 規 雇 用 の 創 出 に よ っ て 大 き く

経 済 に 貢 献 して い る と 言 わ れ て い る。 経 済 環 境 の 変 化 に 適 応 し新 た な 事 業 領 域 を 開 拓

し、 雇 用 面 で も 労 働 者 の"セ ー フ テ ィ ・ネ ッ ト"と し て の 役 割 を 果 た し て い る 。 起 業

家 達 の 活 発 な 活 動 水 準 を 新 規 法 人 化 件 数 の 推 移 に よ っ て 捉 え る と 、1970年 代 末 に 約50

万 件 を超 え 、1980年 代 に 入 り83年 か ら急 増 し、86年 の ピ ー ク 時 に は70万 件 に 達 し て い

る 。 そ の 後 や や 減 少 傾 向 に あ る も の の 景 気 後 退 期 に あ た る90、91年 に お い て も年 間63

～65万 件 の 水 準 を 維 持 し て い る。

一 方 我 が 国 の 新 規 開 業 率 は 、 事 業 所 統 計 に よ る と 昭 和41年 以 降56年 ま で の15年 間 は

6%を 超 え て い た が 、 昭 和56年 ～61年 間 で は4.7%、 昭 和61年 ～ 平 成3年 間 で は4.0%と 、

近 年 低 下 傾 向 に あ る 。 こ の 間 、 廃 業 率 は3%前 後 で 推 移 して い る た め 、 事 業 所 数 の 純 増

加 率 は2～4%か ら1%を 割 り 込 む ま で に な っ て い る。 特 に 、 製 造 業 や 小 売 業 に お い て は

近 年 、 開 業 率 が 廃 業 率 を 下 回 り、 事 業 所 数 は 純 減 し て い る 。 一 方 、 サ ー ビ ス 業 で は 開

業 率 は 低 下 して い る も の の 、 廃 業 率 の 上 昇 は 緩 や か な た め 、 事 業 所 純 増 加 率 は1%台 を

維 持 して い る。 た だ し、 事 業 所 統 計 は 企 業 の 本 所 ・本 社 ・本 店 の ほ か 、 支 所 ・支 社 ・支

店 を 含 ん で い る た め 、 新 規 の 企 業 開 設 と い う意 味 で の 開 業 率 は 更 に 低 め に 見 な け れ ば

な ら な い 。 しか も 、 新 設 企 業 の 一 部 は 既 存 企 業 の 新 規 事 業 部 門 や サ ー ビ ス 部 門 を 分 社

化 し た もの で あ る た め 、"起 業 家 に よ る 独 立 開 業"は ず っ と 少 な く な る 。 ち な み に 、

一]



平 成4年 版 中 小 企 業 白書 に よ れ ば 、 平 成2年 ～3年 の 分 社 化 に よ る 開業 率 は47%と 、 独 立

開業 と 同比 率 に な って い る。

社 会 経 済 環 境 の 変 化 に 対 応 して 市 場 に新 製 品、 新 サ ー ビス を 供 給 す る企 業 が 叢 生 し、

企 業 間 競 争 を 通 して企 業 が 生 産 、 雇 用 を拡 大 して い くこ とが 産 業 成 長 と経 済 の 活 性 化

の 源 泉 で あ る とす る な らば、 開 業 率 の 低 下、 特 に 独 立 開 業 の 減 少 は 我 が 国 産 業 経 済 に

と っ て深 刻 な 問 題 と な っ て い る。
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開業率(全 体)

廃業率(全 体)

開業率(製 造業)

廃業率(製 造業)

実質GNP

2

1966/7-1969/61972/7-1975/61978/7-1981/61986/7-1991/6

1969/7-1972/61975/7-1978/61981/7-1986/6

年

(注)1開 業 率 、 廃 業 率 の 産 出 式 は 次 の と お り。

開 業 率(61/7～3/6)=(62年1月!日 ～3年7月1日 ま で の 開 設 事 業 所 数)×12カ 月/54カ 月)

61年7月1日 現 の 、所数

2「 開業率」は、厳密には企業の開業 を示すものではない。①前回調査 と今回調査の間に開業 し、

かつ廃業 した企業は開業事業所に含まれない、②事業所の中には、本店のほか支店 も含むか らであ

る。しかし、事業所統計調査では、企業に相当する単独事業所 と本所が全事業所の8割 強を占めて

お り、この調査に基づ く開業率は、企業の関係の動向を示す もの とみて差 し支えない。

(出所)総 務庁 「事業所統計調査」

図1-1開 業 率 、 廃 業 率 の 推 移
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～ ～
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～ ～ ～ ～
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サ ー ビス 業
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～
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～
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製 造 業

66/7

～

69/6

69/772/975/578/681/7

1～1～1

72/875/578/681/686/6

小 売 業

86/7

～

91/6

66/7

～

69/6

69/772/975/578/681/7

～ ～1～ ～

72/875/578/681/686/6

建 設 業

86/7

～

91/6

66/7

～

69/6

69/772/975/578/681/7

～ ～ ～ ～ ～

72/875/578/681/686/6

86/7

～

91/6

(注)

1

2

開業年次が前回調査から今回調査

二 一時点鑑 ㌶ 議 醸 所数 ・毒*1・・

廃業率=開 業率一純増率

(出所)総 務庁 「事業所統計」
通産省 中期産業経済展望P30

図1-2 事 業 所 統 計 に み る 開 ・廃 業 率 と純 増 率 の 推 移
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1.1.2創 業 環 境 の 変化

新 規 開業 率 の 低 下 か ら、 我 が 国 に お い て は 近 年 、 創 業 環 境 が 悪 化 して い る もの と推

測 され る。

そ こ で、 我 が 国 の 近 年 に お け る 創 業 環 境 の 変 化 を具 体 的 に 見 る と、 下 記 の こ とが 挙

げ られ る。

① 開 業 費 の 上 昇 と 資 金 調 達 難

中 小 企 業 の 開 業 費 は 、 昭 和50年 代 以 降.ヒ 昇 した と 言 わ れ て い る 。 国 民 金 融 公 庫 の 「

新 規 開 業 実 態 調 査 」 に よ れ ば 、1社 あ た りの 平 均 開 業 資 金 は 平 成5年 度 に は 前 年 度 の

1,699万 円 か ら7%± 曽加 し て1,824万 円 と な っ て い る 。57年 度 調 査 に お け る 開 業 資 金920

万 円 の う ち 、 運 転 資 金 は429万 円 で 全 体 の46.6%、 設 備 資 金 は491万 円 で53.4%で あ っ

た が 、 平 成5年 度 調 査 で は 開 業 資 金1,824万 円 の う ち 、 運 転 資 金 は379万 円 で20.8%、

設 備 資 金 は1,445万 円 で79.2%と な り、 設 備 資 金 の 割 合 が 大 幅 に 高 ま っ た 。 運 転 資 金

は 実 額 で 約10年 前 と ほ と ん ど 変 わ っ て い な い が 、 設 備 資 金 はIO年 間 で 約3倍 近 く に=達

して い る 。 こ う した 開 業 費 の 上 昇 は 、 平 成 景 気 の 拡 大 期 に お け る 地 価 や 家 賃 の 上 昇 に

よ る 要 因 が 特 に 大 き く影 響 し た も の と 思 わ れ る 。

こ の よ う に 、 新 規 開 業 に 伴 う 開 業 費 の 上 昇 と 資 金 調 達 難 が 近 年 の 開 業 率 の 低 下 に 結

び 付 い て い る も の と 考 え ら れ る。

2㎜

1500

砕㎜

500

運転資金

設備資金

82年89年91年92年93年

図1-3 開業 資金の 推移

ア メ リカ で は、 リス クの 大 き い 創 業 期 に お い て 多 くの エ ンゼ ル 層 や多 様 な ベ ンチ ャ

ー キ ャ ピ タル の 存在 な ど、 資 本 市 場 に お い て 幅 広 く リス クが 分 散 さ れ る仕 組 み が 確 立

さ れ て い る。 そ の 背 景 に は、 創 業 期 に 比 較 的 近 い 段 階 の 企 業 や収 益 が マ イ ナ ス で あ る

企 業 に もNASDAQ、 ピ ン ク シー トに お い て株 式 公 開 の 道 が 開 か れ て い る株 式 市 場

の 弾 力 性 が あ り、 そ の た め 若 い企 業 が 比 較 的 規 模 の 大 き い資 金 を 集 め る こ と も可 能 で

あ る。
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しか し我 が 国 に お い て は投 資 家 保 護 の 色 彩 が 強 い た め 間 接 金 融 が 中心 で あ り、 直 接

金 融 の シス テ ム が あ ま り発 達 して い な い。 現 在 国 を 中心 に株 式 市 場 の 規 制 緩 和 や デ ィ

ス ク ロー ジ ャー の 徹 底 に よ る 自 己責 任 原 則 に立 っ た直 接 投 資 シ ス テ ム の 見 直 しが 検 討

さ れ て い る が、 当 面 は 引 き続 き 間 接 金 融 中心 に 金 融 機 関 が 新 規 事 業 の 育 成 に 対 して 重

要 な 役 割 を 果 たす もの と考 え られ る,,従 って まず は新 規 事 業 を 取 り巻 く環 境 変 化 、 と

りわ け事 業 リス クの 高 ま りに 対 応 して 物 的 担 保 主 義 を 是 正 す る と と もに 、 リス ク管 理

能 力 や 事 業 審 査 能 力 の 向 上 を 通 じて 新 規 事 業 に対 す る 資 金 供 給 体 制 の一 層 の 確 立 を 図

って い くこ とが 期 待 され て い る。

② 経 営 資 源 の 高 度 化 と情 報 収 集 力 の 必 要 性

昭和50年 代 以 降、 情 報 技 術 革 新 の 目覚 ま しい進 展 が あ り、 半 導 体 を 始 め とす る マ イ

ク ロエ レ ク トロニ ク ス 技 術 を 応 用 した コ ン ビ一 夕 ・通 信 機 器 の 生 産 拡 大 や ソ フ トウエ

ア 開発 需 要 の 増 大 に伴 う情 報 サ ー ビ ス業 の 売 上 高 の 急 成 長 が 見 られ た。 多 くの 既 存 産

業 に お い て も、 マ イ ク ロエ レ ク トロニ クス 技 術 を 応用 した イ ノベ ー シ ョ ン(製 品 や 製

造 工 程 の 革 新)や 情 報 処 理 シ ス テ ム を 活 用 した事 業 プ ロセ ス の 高 度 化 が 進 め られ た。

ま た、 我 が 国 の 産 業 社 会 が 成 熟 化 す る と と もに、 所 得 水 準 の 向 上 に伴 い、 消 費 が 多 様

化 し高 度 化 して い る。 こ う した 生 活 の 豊 か さ や ア メニ テ ィ に 対 す る 欲 求 の 高 ま りは 、

製 品 の 実 用 的 機 能 だ け で な く、 製 品 の デ ザ イ ンや 付 随 サ ー ビス と い っ た 情 報 的 、 ソ フ

ト的機 能 に 対 す るニ ー ズ を生 み 出 して い る。

一 方 、 我 が 国 の 社 会 の 変 化 を 見 る と、 人 口構 造 が 急 速 に高 齢 化 す る と と もに 、 女 性

の 社 会 進 出 も進 ん で い る。 ま た、 個 人 の ラ イ フ ス タイ ル の 重 視 と い っ た 意 識 の 変 化 も

あ り、 こ れ らが 多 様 な サ ー ビス に 対 す る需 要 増 加 とな っ て現 れ て い る。 こ う した 産 業

社 会 の ソ フ ト化 ・サ ー ビ ス化 の 進 展 は、 新 しい 製 品 や サ ー ビス の 供 給 者 で あ る起 業 家

に広 範 な事 業 機 会 を 提 供 す る と と もに、 事 業 成 功 の た め に必 要 と され る 人 、 物 、 金 、

情 報 と い っ た経 営 資 源 の 高 度 化 を 促 して い る。 経 済 の ソ フ ト化 ・サ ー ビス 化 が 進 行 し、

消 費 者 ニ ー ズ が 多 様 化 ・高 度 化 す る な か で、 既 存 企 業 で あれ 、 新 規 開設 企 業 で あ れ 、

経 営 資 源 の 優 位 性 が 保 持 で き な けれ ば、 企 業 間 競 争 に 打 ち勝 つ こ とが で き な い。 新 規

開設 の 企 業 経 営 者 の 意 識 調 査 に よ れ ば、 自社 の 経 営 資 源 や 経 営 者 の 能 力 に 関 して 「技

術 ・ノ ウハ ウ」 、 「商 品 ・業 界 知 識 」 、「情 報 の 収 集 や 分 析 」 と い っ た ソ フ ト的 な もの

を重 視 して い る こ と が 窺 わ れ た。 ま た、 新 規 事 業 展 開 の 障害 につ い て は 、 「新 規 顧 客

・市 場 の情 報 が 不 足 しが ち 」、 「取 引 に必 要 な 人 的交 流 が 不 足 しが ち 」 と い った 、 情

報 面 お よ び 交 流 面 へ の不 安 が 浮 き彫 りに され て い る。
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表1-1 新規 事業 展 開の障害

新規顧客 新分野で 従来の亟 取引に必 事業転換 従来の取 従来の取 従来の取
・市場 の トップ の 魁 要な人的 等に必要 引に比べ 引に比べ 引に比べ その他 無回答

情報が不 方針が不 が使えな 交流が不 な資金が 採算1生が 事業規模 業績が不
足しがち 足しがち い 足しがち1不 足がち 低い が小さい 安定

従 業 員 数
9人以下 51.4 8.6 17.1 4回i400i86 －i86i一 8.6

～29人 49.4 15.7 30.3 24.71 37.1 12.4 6,713.5
　

1.1 9.0

～49人 56.5 2LO 19.4 30.6 21.0 正L3 12.9 19.4 一 9.7

～99人 63.3 21.1 25.7 31.2 25.7 ll.9 10.1 19.3 0.9 8.3

～199人 56.5 14.1 28.3 35.9 12.0 18.5 7.6 15.2 3.3 8.7

～299人 57.1 14.3 35.7 32.1 i7.9 3.6 14.3 17.9 一 10.7

300人 以上 61.8 14.7 14.7 26.5 U.8 ir.8 20.6 20.6 2.9 5.9

成 長 段 階
スタート乃 プ 期 5駄5 19.0 21.4 38.1 7.1 2.4 9.5 2.4 2.4 4.8

急成長期 54.8 2.4 i4.3 31.0 95 ll.9 14.3
一 一 14.3

成長前期 54.2 15.3 25.3 27.4 10.5 7.9 ll.6 L6 1.6 ll.1

成長後期 56.9 18.8 29.4 34.4 15.6 13.1 23.7 L9 1.9 6.9

③ 起 業 家 お よ び 人 材 の 確 保 難

新 規 事 業 の 創 出 に 当 た って は 、 社 会 経 済 環 境 の 変 化 の な か で、 自 らの ア イ デ ア と起

業 家 的創 造 性 を 持 っ て 事 業 機 会 を 見 い 出 して い く起 業 家 そ の もの の 存 在 が 必 要 で あ る。

ま た 、 研 究 開発 を 進 め、 技 術 シー ズ を発 掘 し、 そ れ を 市 場 ニ ー ズ に マ ッチ す る 形 で 製

品化 し、 販 路 の 開拓 と生 産 規 模 の 拡 大 に よ っ て企 業 の 成 長 を 図 る た め に は、 起 業 家 の

周 囲 に 技術 者 、 生 産 ・販 売 な どの ビ ジネ ス 経 験 者 、 金 融 実 務 経験 者 な ど の 人 材 が 集 ま

り、 経 営 チ ー ム が 形 成 さ れ る こ と が 望 ま しい。 さ ら に、 企 業 成 長 の た め の 人 的 経 営 資

源 と して 生 産 工 、 技 能 工 の ほ か 、 ソ フ ト化 ・サ ー ビス 化 対 応 の技 術 職 ・専 門 職(研 究

開 発 、'ソ フ トウ ェア 開 発 担 当)、 販 売 職(営 業 、 サ ー ビス 担 当)、 事 務 職(企 画、 経=

営 管 理 担 当)な ど の豊 富 な 人 材 が 確 保 さ れ な け れ ば な らな い。

企 業 開 設 が 活 発 に 見 られ る ア メ リカ に お い て は、 ① 起 業 家 に 対 す る社 会 的 評 価、 ②

ス ペ シ ャ リス ト重 視 の 職 能 社 会 、 ③ 大 企 業 、 大 学 、 研 究 機 関 か らの ス ピ ン ア ウ ト、 ④

起 業 家 、 従 業 員 へ の イ ンセ ンテ ィ ブ(キ ャ ピ タ ル ゲ イ ン課 税 、 ス トッ ク ・オ プ シ ョ ン

等)な ど、 起 業 家 や 従 業 者 の 確 保 が しや す い 社 会 環 境 が 整 備 され て い る と言 わ れ て い

る。 我 が 国 に お い て も、 起 業 家 の 資 質 を 持 つ 人 材 が 存 在 す る し、Uタ ー ン就 職 、 企 業

内ベ ンチ ャー な ど、 人 材 の 流 動 性 も高 ま る傾 向 に あ る。 しか し、 ア メ リカ の 大 学 に お

け る 創 業 者 教 育 プ ロ グ ラ ムや"メ ン タ ー(賢 明 な顧 問、 良 き 指 導 者 の 意 味 で 大 学 教 授

が そ の 役 割 を果 た す。)"の 存 在 な ど の 果 た す 役 割 を 考 え る と、 我 が 国 の 創 業 者 教 育

体 制 は ま だ ま だ不 十 分 で あ る こ と が 分 か る,,ま た 人 材 供 給 の 面 か らみ て も、 我 が 国 に

お い て は 大 企 業 志 向 が 依 然 と して 強 く、 中 小 企 業 や 社 歴 の 浅 い企 業 の 人 材 確 保 が 難 し

い 点 が 指 摘 され る。 同 時 に学 生 の 理 工 系 離 れ 、 若 年 層 の ホ ワイ トカ ラ ー志 向 に よ る技

能 工 就 業 者 の 減 少 が 影 響 して い る ほ か、 製 品 や サ ー ビス 生 産 に伴 う ソ フ ト的技 能 を 持

つ 人 的 資 源 に 対 す る ニ ー ズ の 高 ま りか ら、 研 究 者 、 ソ フ トウ ェア 技 術 者 、 エ ン ジニ ア 、

デ ザ イ ナ ー、 そ の 他 の 専 門 職 に 対 す る需 給 ギ ャ ップ が 強 ま って お り、 こ う した 起 業 家

や 従 業 者 の 確 保 の 難 し さ もま た新 規 開 業 の 大 きな 障 害 と な って い る。
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1.2我 が 国 に お け る 新 規 事 業 支 援 施 策 の 動 向

1.2.1過 去 の ベ ン チ ャ ー ・ブ ー ム と 昨 今 の一ブ ー ム 再 来t

過 去 、 我 が 国 に お い て は2回 の ベ ン チ ャ ー ・ブ ー ム が あ っ た と い わ れ て い る。

第 一 次 ベ ン チ ャ ー ブ ー ム は 変 動 相 場 制 移 行 に よ る 高 度 経 済 成 長 が 屈 折 し、 輸 出 主 導

型 経 済 か ら の 脱 却 が 叫 ば れ た1970年 代 始 め の こ と で あ る。 我 が 国 初 の 本 格 的 ベ ン チ ャ

ー ・キ ャ ピ タ ル が 多 数 設 立 さ れ た 。 しか し第1次 石 油 シ ョ ッ ク に よ る 不 況 突 入 で ベ ン

チ ャ ー ・ビ ジ ネ ス も ベ ン チ ャ ー ・キ ャ ピ タ ル も 衰 退 し、 ブ ー ム は 去 っ て い っ た 。

第2一 次 ベ ン ヂ ャ ー ・ブ ー ム は1980年 代 前 半 で あ る 。 エ レ ク トロ ニ ク ス 、 バ イ・オ メ デ

ィ カ ル 等 の 知 識 集 約 型 産 業 が 華 開 き 、 消 費 者 ニ ー ズ の 多 様 化 、 低 成 長 に 伴 う構 造 的 な

金 融 緩 和 の 長 期 化 は ベ ン チ ャ ー ・ビ ジ ネ ス 発 展 の 素 地 を 築 い た 。 しか し こ れ も86年 以

降 の 円 高不 況 に よ りベ ン チ ャー企 業 の 倒 産 が 相 次 ぎ、 ブ ー ム は 急 速 に 衰 え て い っ た。

そ して 今 回 の 第3次 ベ ンチ ャー ・ブ ー ム で あ る。 た だ し今 回 の ベ ンチ ャー ・ブ ー ム

を 取 り巻 く環 境 は、 過 去2回 に比 べ る と劣 悪 な 環 境 に あ ろ う。 過 去 で は い ず れ も潤 沢

な 資 金 供 給 源 が 存 在 した の に 対 し、 今 回 は 開 業 資 金 の 高 額 化 に もか か わ らず バ ブ ル 崩

壊 に よ り企 業 金 融 は 閉 塞 状 態 に陥 って い る。 そ こ で 国 に お い て は 、 第2店 頭 市 場 の 開

設 、 株 式 店 頭 公 開基 準 の 緩 和 、 年 金 ・機 関 投 資 家 の 運 用 規 制 の緩 和 な ど の 支 援 施 策 が

検 討 さ れ て き た。 地 方 自治 体 に お い て も、 円 高 に 伴 う生 産 拠 点 の 海 外 シ フ トに よ る 地

域 雇 用 の 減 少 や 長 引 く不 況 に よ る地 域 産 業 の 衰 退 を懸 念 し、 新 た な地 域 の リー デ ィ ン

グ産 業 を 生 み 出 す べ く、 国 と一 体 とな っ た支 援 施 策 が 各 地 で 展 開 さ れ る こ と と な っ た。

表1-2 各 省 庁 の 主 な ベ ン チ ャー 企 業 支 援 関連 施 策(H7.9現 在)

〈通 商 産 業 省 ・中 小 企 業 庁 〉
・都 道 府 県 に よ る ベ ンチ ャー 支 援 財 団 の 設 立

・日本 開発 銀 行 か らの 超 低 利 融 資 制 度 の 創 設

・日本 型 ス トッ クオ プ シ ョ ン制 度 の 導入 検 討

・知 的 所 有 権 を 担 保 と した 融 資 制 度 の 支 援

・ベ ンチ ャー ・ビ ジネ スの 経 営 を支 援 す るベ ン チ ャー プ ラザ の 開 設

・大 学 とベ ンチ ャー ・ビジ ネ ス の 技 術 交 流 会 開 催 と共 同研 究

・遊 休 地 を 活 用 した イ ンキ ュベ ー ト施 設 の 建 設 促 進

・VECや 産 業 基 盤 整 備 基 金 の 債 務 保 証 枠 拡 大

・イ ン タ ー ネ ッ トを 利 用 した ベ ンチ ャー ・ビ ジネ ス支 援

・VCか ら出 資 を受 け入 れ る 際 の 財 務 諸 表 作 成 を支 援

く郵 政 省 〉
・情 報 通 信 ベ ン チ ャー ・ビ ジネ ス の 技 術 開 発 を 助 成

・情 報 通 新 分 野 のVC創 設 検 討

〈労 働 省 〉
・ベ ンチ ャー ・ビ ジネ ス の 資 金 を 一 部 助 成

・新 規 分 野 に 就 職 す る た め の 「就 業 支援 能 力 開 発 事 業 を 」 を創 設

く 自治 省 〉
・自治 体 が 実 施 す る研 究 開発 支 援 、 起 業 化 の 取 り組 み を 推 進
・研 究 者 や 起 業 家 の育 成 支 援

く農 水 省 〉
・バ イオ ・新 素 材 な どの 研 究 開発 促 進 、 新 産 業 育 成

(資 料)日 本 経 済 新 聞(H7.9.18)
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1.2.2自 治 体 系 ベ ンチ ャー 支 援 機 関 の 設 立

企 業 に 密 着 した 支 援 を 行 って い くに は、 や は り各地 域 に お け る 支 援 機 関 の 充 実 が 不

可 欠 で あ ろ う。 地 方 自治 体 に お い て は、 通 産 省 を は じめ 中央 省 庁 の 意 向 を 受 け、 各 地

で新 規 事 業 支 援 施 策 が 講 じられ つ つ あ る,、

地 方 自治 体 に よ る新 規 事 業 支 援 施 策 の 最 近 の 動 向 と して、 公 的 ベ ンチ ャー キ ャ ピタ

ル(VC)の 設 立 、 投 資 が 挙 げ られ る。 今 ま で の 地 方 公 共 団 体 に よ る 資 金 面 の 支 援 措

置 で は 、 補 助 金 、 融 資 が 一 般 的 で あ り、 公 的 資 金 の運 用 に リス ク 負 担 を か け る こ と は

な か っ た。 今 回 の 公 的VC設 立 の 動 き は、 規 制 緩 和 や 地 方 分 権 と い った 社 会 環 境 の 変

化 の 中 で、 地 域 産 業 振 興 の た め に は 地 域 の リー デ ィ ン グ企 業 を ス タ ー トア ップ段 階 か

ら積 極 的 に 支 援 して い こ うと す る 前 向 き な 取 り組 み と して そ の 成 果 が 期 待 され る と こ

ろ で あ る。 この 公 的VCは 、 大 阪 府 のFORECSに 始 ま り幾 つ か 各 自治 体 独 自の ス

キ ー ム に よ る機 関 設 立 事 例 は み られ る もの の、 今 後 続 々 と設 立 され る 予 定 の 多 くは 、

通 商 産 業 省 が 中小 企 業 事 業 団 の 無 利 子 融 資 を 利 用 して 都 道 府 県 の ベ ンチ ャー 企 業 支 援

の た め に 自治 体 の 財 団 設 立 を 支 援 す る 制 度 を 活 用 した もの で あ る。

ベ ン チ ャー 財 団 は 、 国 と県 が 二 対 一 の 比 率 で 出 資 設 立 し、 創 造 的 事 業 を 計 画 す る 中

小 企 業 に 対 して直 接 投 資 ま た は ベ ンチ ャ ー ・キ ャ ピタ ル を通 じた 間 接 投 資 を 行 うほ か、

ベ ンチ ャー ・キ ャ ピタ ル が 引 き受 け た 中 小企 業 の 社 債 に 対 す る債 務 保 証 も行 う,,既 に

各 地 方 自治 体 が 設 立 準 備 を進 め て お り、 今 年 度 中 に 北 海 道 、 山 形 県 、 栃 木 県 、 福 岡 県

な どの10道 県 、 来 年 度 中 に は さ ら に27府 県 で 設 立 され る運 び で あ る,,

国

出 資

'

出 資
'

1中小企業事業∋

中小企業 信用保 険公庫
、
無 利子 融資

'

再保 険 再保険'、

都 道 府 県

'、
融 資

'

1中小撲 信用保端 会 川㍍
債務 保 証

、'

機 関1籠

、
間接 投資

'

直接投資

'

ベ ン チ ャ ー ・

キ ャ ピ タ ル巳 融

融 資
'

株式取 得
'

.ノ.、 ♂

〉

社 債 引 受

[撒 パ ンチ ャー企業 ・1

図1-4 ベ ン チ ャ ー企 業 融 資 制 度 と再 保 険 制 度 の 仕 組 み
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た だ 一 方 で、 民 間 か らは 公 的機 関 に よ る こ の よ うな 直 接 金 融 シ ス テ ム を 取 り入 れ た

支 援 措 置 に 対 して は、 疑 問 の 声 も聞 か れ る。 公 的機 関 で は、 技 術 評 価 に 対 す る シス テ

ム は構 築 で き て も経 営 者 の 資 質 を 見 抜 く力 に欠 け る。 出 資 を 決 定 す る最 終 的 な 判 断 は

経 営 者 自身 を ど う評 価 す るか で あ ろ う。 当該 調 査 で実 施 した ア ン ケ ー ト調 査 に お い て

も、 フ リー ア ンサ ー で 、 あ るベ ンチ ャー企 業 の社 長 さん か ら 「地 域 型 支 援 機 関 の運 営

者 は 絶 対 に 民 間 で あ る必 要 が あ ろ う,,行 政 指 導 と起 業 家 精 神 は基 本 的 に交 わ ら な い 、、

特 に 直 接 相 談 に の る 支 援 ス タ ッフ は 、 行 政 ・銀 行 等 の 派 遣 者 で は 無 理 で あ る、,」 と い

っ た意 見 が 寄 せ られ て い る,,ま た 公 的 機 関の 債 務 保 証 を利 用 す るVCや そ れ に 乗 じて

融 資 を 申 し込 む 銀 行 等 の 民 間 に は、 自 ら も リス クを取 る覚 悟 が 必 要 で あ ろ う、、綿 密 な

資 金 計 画 を 持 た な い企 業 に 官 民 こ ぞ って 資 金 を 提供 す れ ば、 過 去 の ベ ンチ ャー ・ブ ー

ム の 時 の よ うに 過 剰 投 資 で 挫 折 を余 儀 な くされ る企 業 が 続 出す る 懸 念 もあ る、、
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1.3当 該 調 査 の 位 置 づ け

1.3.1資 金 面 以 外 の 支 援 施 策 の 重 要 性

今 後 の 課 題 が 指 摘 さ れ つ つ も、 と りあ えず 公 的機 関 に よ る資 金 支 援 面 に お い て は 、

全 国 規 模 で の ベ ンチ ャ ー 財 団設 立 の 動 き に よ り充 実 され る こ と と な ろ う,,た だ し新 規

事 業 の創 出 を 図 る た め に は、 資 金 面 の 支 援 措 置 だ け で は 不 十 分 で あ る、,起 業 家 を 生 み

出 し、 そ して 育 て て 行 くた め に は 、 先 の 創 業 環 境 の 変 化 の 節 で も述 べ た よ うな 様 々 な

障 害 を 総 合 的 に 支 援 す る こ と、 ま た更 に は 成 長 段 階 ご と に長 期 的 に一 貫 した 施 策 に よ

り支 援 して い くこ と が 重 要 で あ ろ う、、つ ま り起 業 化 の 促 進 の た め に はぐ 創 業 期 の 支 援

の み な らず 、 「シ ー ズ か ら起 業 化 へ 」 、 「生 産 か ら販 売 へ 」 と成 長 段 階、 発 展 段 階 等 、

各 ス テ ー ジを 通 じて の 企 業 成 長 に 対 応 した一 貫 した施 策 展 開 が 必 要 で あ る,、現 状 の 支

援 施 策 は事 業 単 位 と らわ れ す ぎ る て い る 懸 念 が あ る、、

表1-3 今 後期 待 され る新規事 業創 出支援施 策 の展 開

〈 総 合 的 な 支 援 シ ス テ ム の 構 築 〉

・資 金 支 援 の み で な く、 人 材 支 援 、 技 術 開 発 支 援 、 経 営 ・マ ー ケ テ ィ ン グ 支 援

な ど 、 トー タ ル 支 援 シ ス テ ム の 構 築

・起 業 家 意 識 の 高 揚 の た め の 教 育 の 見 直 しか ら 始 ま り、 シ ー ズ の 発 掘 、 ニ ー ズ

の 発 見 と 商 品 化 、 生 産 、 販 売 に 至 る 一 貫 した 支 援 シ ス テ ム の 構 築

・成 長 段 階 を 見 越 し た 長 期 的 、 一 貫 し た 支 援 シ ス テ ム の 構 築

・産 学 官 の 連 携(産 学 官 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築)

・既 存 各 機 関 の 連 携 と 相 互 協 力(関 連 機 関 の ネ ッ トワ ー ク 構 築)

・全 国 規 模 な ら び に 世 界 規 模 で の 情 報 交 換(地 域 間 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築)

「[===』

〈今 後 充 実 が 期 待 さ れ る施 策 ・機 能 〉

・起 業 家 意 識 の 喚 起:

セ ミナ ー の 開 催、 成功 事 例 の 発 表、 市 場 情 報 の 提 供
・シ ー ズ の 発 掘:

相 談 窓 口の 設 置、 起 業 化 手 続 き 等 の 相 談 及 び 代 行 紹 介
・マ ッチ ン グ機 能 の 強 化:

人 材 情 報 の 収 集 な らび に提 供 、 起 業 家 間 の 情 報 交 換 の 場 の 提 供
・メ ンタ ー 、 エ ン ジ ェル の 育 成

大 学 に お け る教 育 課 程 の 見 直 し、 投 資 環 境 の 見直 し、 自己 責 任 原 則 の 徹 底
・イ ンキ ュベ ー タ ー:

起 業 化 時 の コ ス ト低 減、 失 敗 を 減 ら し成 長 を 加 速 させ る機 能 の 充 実
・事 業 計 画 の 実 現 性 の 検 討:

診 断 士 等 の 専 門 家 に よ る相 談 ・ア ドバ イ ス
・市 場 開拓 支 援:

製 品PRや 展 示 会 出 展 へ の 助 成、 マ ー ケ ッ ト情 報 の 提 供
・成功 者 に対 す る 適 正 な 評 価:

表 彰 制 度 の 拡 充 と十 分 な イ ンセ ンテ ィブ の 付 与 、 日本 人 気 質 の 変 革
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1.3.2情 報 而 の 支 援 施 策 の 考 え 方 と 当該 調査 の 位 置 づ け

今 後 求 め られ る支 援 施 策 の 重 点 は 、 情 報 面 で あ る と考 え る。 上 述 の 今 後 充 実 が 期 待

され る各 機 能 に お い て、 情 報 発 信 、 情 報 提 供、 情 報 交 流 の 促 進 に よ り、 多 くの 課 題 に

対 処 して い くこ と が 可 能 で あ る。

最 近 の 新 しい 企 業 は よ りニ ッチ な 分 野 に進 出を 始 め て お り、 産 業 の 融 合 化 、 業 際 化

な ど を 含 め 、 リアル タ イ ム で の 情 報 を 求 め て い る。 特 に 高 付 加 価 値 型 製 品 の 開 発 や 先

端 技 術 の 分 野 に お い て は、 産 学 官 の 情 報 交 流 や異 分 野 企 業 間 の 情 報 交 換 が 欠 か せ な い

もの と な っ て い る。 ま た ベ ンチ ャ ー企 業 へ の 資 金 的支 援 の 必 要 性 か ら、 直 接 金 融 シ ス

テ ム の 発 展 に 向 け て ベ ンチ ャー キ ャ ピタ ル を は じめ とす る資 金 提 供 者 とベ ンチ ャー 起

業 家 との 接 点 の 場 も 求 め られ る。

こ の よ うな ニ ー ズ が あ る と思 わ れ る一 方 、 昨 今 の パ ソ コ ン通 信 の 利 用 者 は数 百 万 人

に達 して い る と い わ れ 、 ア メ リカ に 比 べ 遅 れ て い る と い わ れ る企 業 に お け る情 報 機 器

の 導 入 もWindowsの 普 及 に よ り爆 発 的 に 増 加 して い る,、ま た我 が 国 に お け る デ ー

タベ ー ス市 場 は 急 成 長 を 遂 げ て お り、 イ ンタ ー ネ ッ トを は じめ新 た な 情 報 通 信 網 の 整

備 も進 ん で い る。 こ の よ うな 情 報 通 信 手 段 を 用 い た デ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス の 提 供 な ら

び に 情 報 提 供 活 動 は 、 新 規 事 業 創 出を 支 援 す る た めの 有 効 な 手 段 と な り得 よ う。

た だ し、 この よ う な情 報 交 流 や 情 報 入 手 の 手 段 と して の デ ー タ ベ ー ス 市 場 を 概 観 す

る と、 日本 の デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス産 業 は 急 成 長 を 遂 げ て き て は い る もの の 利 用 料

金 高 額 の 問 題 点 、 地 方 と東 京 の 情 報 格 差 の 拡 が りな ど、 ベ ン チ ャ ー起 業 家 に と っ て 決

して使 い勝 手 の あ る もの とは い い 難 い。 そ こ で最 近 で は 地 場 産 業 活 性 化 に 向 け た 取 り

組 み と
,し て、 地 方 自治 体 や 商 工 団 体 な どに よ る地 場 産 業 の 情 報 化 や デ ー タ ベ ー ス ・サ

ー ビ ス 事 業 の 展 開 が い くつ か 事 例 と して み られ る
、、 そ こ で 当 該 デ ー タ ベ ー ス の 構 築 に

あ た っ て は 、 この よ うな 各 機 関、 地 域 で分 散 ・重 複 して 行 わ れ て い る デ ー タ ベ ー ス を

共 有 化 し、 全 国 規 模 で 情 報 を 提 供 して い くこ とで、 利 用 者 で あ る全 国 の ベ ンチ ャー起

業 家 の 立 場 に立 っ た デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス の 提 供 の 可 能性 を調 査 検 討 す る もの で あ

る。 一
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2.関 連 デ ー タ ベ ー ス の ニ ー ズ 検 討

新 規 事 業 創 出支 援 の た め の デ ー タベ ー ス 構 築 に 向 け、 構 築 の 意 義 な ら び に 利 用 環 境

の整 備 状 況 も含 め、 ニ ー ズ調 査 を 実 施 した。 既往 調 査 も参 考 に 、 当該 デ ー タ ベ ー ス に

求 め られ る 情 報 内容 等 の 把 握 を 試 み る。

2.1デ ー タ ベ ー ス の 利 用 状 況

2.1.1既 存 の デ ー タ ベ ー ス に つ い て

デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス は こ れ ま で 急 成 長 を 遂 げ て き て お り、1993年 ま で の10年 間

で 売 上 高 は967億 円 か ら2,ll5億 円 へ と2.2倍 に も 増 加 し た 。 利 用 で き る 商 用 デ ー タ ベ ー

ス の 数 も 大 幅 に 増 加 し て お り、 通 商 産 業 省 の 「デ ー タ ベ ー ス 台 帳 総 覧(平 成5年 度 版)」

に よ る と そ の 数 は2,980に の ぼ るc、

実

数

3CKX〕

2alX)

10〔x)

〕〔

1966198719ぴ}1〔 掲9199〔 〕1(糊199219～ 口

年 度

膠 一 般 図 社会科学 人文科学 囲 その他

Eヨ自然科学 技術 図 ピン不ス

(資 料)通 産 省 「デ ー タベ ー ス台 帳 総 覧 」

図2-1デ ー タ ベ ー ス の 分 野 別 推 移

デ ー タベ ー ス 利 用 拡 大 の 最 大 の ネ ッ クは 利 用 料 金 とい わ れ て い る。 情 報 提 供 者 側 に

す る と現 在 の 価格 は 適 正 水 準 で あ る と の 認 識 が 大 半 を 占 め る が、 利 用 者 側 に と って は

利 用 料 金 が 高 い とい う回 答 が圧 倒 的 に 多 い、、利 用 状 況 を み て も金 融 機 関 の 占 め る割 合

が非 常 に 高 く、 金 融 、 財 務 、 科 学 技 術 、 特 許 な ど 専 門 家 向 け の 高 額 サ ー ビ スが 主 流 と

な っ て お り、 個 人 向 け の 売 上 は わ ず か2.4%に す ぎ な い。 現 状 で は 個 人 や 創 業 間 もな い

ベ ンチ ャー 企 業 に と って 非 常 に使 い難 い状 況 に あ る と い え る。

ま た 情 報 に も東 京 一 極 集 中の 傾 向 が み られ 、 地 方 と東 京 の 情 報 格 差 は ます ま す 拡 が

りを み せ て い る。 地 方 の 企 業 に と って 低 廉 な 情 報 収 集 の 手 段 を提 供 す る こ とが 、 地 方

産 業 の 活 性 化 に重 要 な 役 割 を 果 た す と考 え られ る。
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2.1.2デ ー タ ベ ー ス の 利 用 状 況

財 団 法 人 デ ー タ ベ ー ス 振 興 セ ン タ ー が 行 っ て い る 「デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス 実 態 調

査(ユ ー ザ 編)」 に よ る と 、 回 答769件(発 送2,764通 、 回 収 率27.8%)の う ち 、 デ ー

タ ベ ー ス の 利 用 者 は 全 体 の67.6%に 達 す る,,企 業 規 模 別 に み る と 中 小 企 業 で は55.2%、

大 企 業 で は7ユ.2%、 公 共 サ ー ビ ス で は67.3%と 、 中 小 企 業 の 利 用 率 が 大 企 業 や 公 共 サ

ー ビ ス よ り低 い 、,ま た 地 域 別 で は 、 首 都 圏 の7LO%に 対 し て そ の 他 の 地 域 は62.7%と

地 方 圏 で の 利 用 率 の 低 さ が 窺 え る 、,

表2-1 デ ー タ ベ ー ス の 利 用 状 況

回 答 件 数(構 成 比) 使 っ て い る 使 っ て い な い

規iL中 小 企 業 134(18.2%) 51.5% 48.5%
1模
12.大 企 業
」

468(63.4%) 71.4% 28.6%

別i3.公 共 サ ー ビ ス 136(18.496) 66.9% 33.1%

地iL首 都 圏 425(57.6%) 67.3% 32.7%
「

域12.そ の 他 313(42.496) 66.5% 33.5%

合 計 738 66.9% 33.1%

(資 料)デ ー タ ベ ー ス 振 興 セ ン タ ー 「デ ー タ ベ ー ス 白 書 」

企 業 規 模 別 年 平 均 利 用 金 額 の 実 績(1993年)を み る と 、 中 小 企 業 は1社 あ た り271万

円 で 、 大 企 業 の4,091万 円 と 比 較 す る と15.1倍 の 格 差 が 生 じ て い る 、、前 年 度 調 査 で は

14.9倍 、 前 々 年 度 調 査 で は9.8倍 で あ っ た こ と か ら み る と 、 中 小 企 業 と 大 企 業 と の 格 差

は 開 く傾 向 に あ る も の と 思 わ れ る。

金 額 ベ ー ス で み た 部 門 別 の 利 用 状 況 は 、 全 休 で は 研 究 開 発 部 門 が22.1%と 最 も 多 く、

調 査 部 門(2L7%)、 特 許 部P『(14.0%)、 営 業 部 門(12.2%)、 企 画 部 門(IL4%)

が そ れ に 続 く。 業 種 別 で は 、 第 二 次 産 業 で は 概 し て 研 究 部 門 や 特 許 部 門 な ど の 技 術 分

野 で の 利 用 が 多 く、 第 三 次 産 業 で は 調 査 部 門 や 営 業 部 門 で の 利 用 が 多 く な っ て い る 。

利 用 上 の 問 題 点 の 指 摘 で は 以 下 の よ う な 結 果 に な っ て い る 。 業 種 別 で み る と 第 二 次

産 業 で 特 に 問 題 意 識 が1旺 盛 で あ る 。 そ の 中 で も 「コ マ ン ドが 不 統 一 」 「ゲ ー トウ ェ イ

機 能 」 に 対 す る 不 満 が か な り多 い 。

2.1.3中 小 企 業 事 業 団 に よ る ニ ー ズ 調 査 結 果

中 小 企 業 事 業 団 で は 、 昭 和57年 よ り 開 始 し たSMIRS(中 小 企 業 情 報 ネ ッ トワ ー

ク シ ス テ ム)を 取 り 巻 く環 境 の 変 化 を 認 識 し、 そ の シ ス テ ム の 現 状 を 見 直 し て 大 幅 な

改 革 に よ る 「次 世 代 情 報 提 供 シ ス テ ム 」 の 開 発 を 行 う た め の 調 査 ・検 討 を 平 成3年 度

よ り 実 施 し て い る 。 そ こ で 調 査 さ れ た 「情 報 ニ ー ズ 調 査 」(中 小 企 業 大 学 校 の 研 修 を

受 け た 中 小 企 業 者 お よ び 中 小 企 業 地 域 情 報 セ ン タ ー の 会 員 企 業7,000社 を 対 象 に 実 施 、

回 収 数3,132件 、 回 収 率45%)に よ る と 、 企 業 が 情 報 を 収 集 す る 場 所 場 面 で は 、 現 状 商

用 デ ー タ ベ ー ス の 利 用 度 は 低 い が 、 将 来 の 利 用 度 は 拡 が る 可 能 性 が あ る と 指 摘 さ れ て

い る 。 今 後 情 報 収 集 源 が 多 種 多 様 化 し て い く 状 況 が 窺 え る 、,
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L役 所(国 、都道府県 、市町村)

2.大 学等学術機関 ・図書館

3.中 小企業地域情報センター(振 興公社)

4.組 合 ・業界団体

5.商工会・商工会議所・中小企業団体中央会

6.中小企業総合指導所

7,公設試験所

8.親 企 業 ・同 業 者 ・'仕入 先 ・販 売 先 … … …

9.金 融機関

10.商 用 デ ー タ ベ ー ス

11,外 部調査機関 ・コンサル タン ト

12.見 本市 ・博覧会

13.研 修

14.無 回 答

oy, 2〔〕,〔}% 40.O%

(出 典)中 小 企 業 事 業 団 「次 世 代 情報 提供 シス テ ム 開発 委員 会 報 告書 」

図2-2 情 報収集 の場 所場面(現 在/将 来)

60,〔 〕Uf6

ま た、 「経 営 戦 略 と して 新 製 品 開 発 、 新 分 野 進 出 ・多 角 化 、 事 業 拡 大 」 に お け る情 報

活 用 の 場 面 に お い て は 、 「業 界 動 向 」 「マ ー ケ テ ィ ン グ 情 報 」 「調 査 研 究 情 報 」 「新

製 品 情 報 」 な ど の ニ ー ズ が 多 い と 報 告 さ れ て い る,,

L統 計情報

2.調 査研 究情報

3.業 界動 向(業 界景況 、等}… … ……

4.業 界動 向(業 界内企業動 向 、等)…

5.マ ーケテ ィング情報(消 費 者動向)

6.マ ー ケテ ィング情報(売 れ 筋 、等)

7.新 製品情報

8.海 外情報(国 別 政治 、等)… …… …

9.海 外情報(海 外投資事 例 、等)… …

10.地域情報

lL施 策情報

12.金融情報

13.企業情報(取 扱 製品企業概 要)… …

14.企業情報(信 用情報)

15.技術情報(最 新 技術 、等)… …… …

16.技術情報(新 素 材 、等)

17.工業所有権情報

16.工業規格情報

19.物流情報

20.賃 金情報

21.人 事厚生情報

22。人材情報

L3.研 修情報

24.不 動産情報

25.情 報所在 源情報

26無 回答

(出 典)前 図 に 同 じ
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図2-3新 分 野 進 出 や 多 角 化 等 の 情 報 活 用 場 面 に お い て 必 要 だ と 思 わ れ る外 部 情 報
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2.2ベ ン チ ャ ー 企 業 を 対 象 と し た ア ン ケ ー ト 調 査

当 該 デ ー タ ベ ー ス の ニ ー ズ 把 握 の た め 、 平 成7年ll月 に ア ン ケ ー ト調 査 を 実 施 した 、,

対 象 は 起 業 家 層(ベ ン チ ャ ー 企 業 の 社 長 、 当 節)な ら び に 起 業 家 予 備 群(関 連 セ ミナ

ー 参 加 者
、 次 節)で あ る 。 以 下 は こ の ア ン ケ ー ト調 査 の 実 施 概 要 な ら び に 結 果 分 析 で

あ る 。 な お 、 当 該 ア ン ケ ー ト調 査 の 実 施 に 当 た っ て は 、 財 団 法 人 ベ ン チ ャ ー エ ン タ ー

プ ラ イ ズ セ ン タ ー の ご 協 力 を 頂 き 、 共 同 で 実 施 し た、,

(1)実 施 要 領

① 対 象 企 業 の 抽 出 と 調 査 方 法'`　

財 団 法 人 ベ ン チ ャ ー エ ン タ ー プ ラ イ ズ セ ン タ ー(VEC)の 賛 助 会 員 の う ち 、

設 立 年 が 昭 和50年 以 降 の 比 較 的 若 い 企 業 、 な ら び にVEC主 催 の イ ベ ン トに 代 表

者 自 ら 参 加 し て お り 当 該 テ ー マ に 比 較 的 関 心 が 高 い と 思 わ れ る 企 業 を 抽 出 し た,,

調 査 方 法 は 郵 送 法 で 実 施 して お り、 代 表 者 宛 に 発 送 し て い る。

② 調 査 時 期

発 送 日:平 成7年1i月16日

回 収 締 切 日 平 成7年12月ll日(返 送 期 日11月 末 日)

③ 回収 状況

発送 数 宛先不 明 回収数 有 効 回答

2391104

※ 督 促 等 は 一 切 行 っ て い な い 。

101

回 ‖又率:43.7%

有 効 回 答 率:42.4%

(2)回 答 企 業 の 属 性

① 業 種分布

・第 二 次 産 業 と 三 次 産 業 に 分 類 す る と
、 二 次 産 業 が57件(68.7%)、 三 次 産

業 が26件(31.3%)で あ る(分 類 不 明 は 除 く)c、

・製 造 業 の 内 、 特 に 加 工 組 立 型 が25件 と 一 番 多 い 。 ハ イ テ ク 産 業(情 報 関 連 及

び そ の 他 ハ イ テ ク 産 業)と の 回 答 も19件 と 多 い 。

表2-2 回答企業の業 種分布

第 二 次 産 業57 建設業4

製 造 業53 一 般 製 造 業34 生活 関連3
基 礎素 材型6

加 工 組 立 型25
ハ イ テ ク 産 業19 情 報 関連14

その他5

第 三 次 産 業26 情 報 関 連 サ ー ビ ス業17

流 通 販 売 業 、 商 業 、 輸 入 販 売 業4

そ の他 サ ー ビス 業5

分 類 不 明18 ニ ッチ業 種2

そ の 他14

無 回答2
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② 地域 分布

・東 京 都 内 の企 業 が 半 数 を 占 め る。 都 外 企 業 で も大 半 は 三 大 都 市 圏 に 所 在 して

お り、 三 大 都 市 圏 以 外 の 企 業 は12件 に す き な い。

表2-3 地 域分布

1三 大 都 市 圏 三 大 都 市 圏 以 外

87 ユ2

東 京都 内51 東 京都51

東 京 都 以 外48 埼玉 県5 北 海 道1島 根 県1

神 奈 川ll 山形 県1福 岡 県4

静 岡県3 長 野 県1熊 本 県1

愛 知 県] 岡 山 県1宮 崎 県1

京都 市4 広 島 県1

大 阪 府11

兵 庫 県1

無 回 答2'

③ 規模 別分布

・中 小 企 業 分 類(製 造 業;資 本 金1億 円 未 満 若 し く は 従 業 員300人 未 満 、 小 売 業 ・

サ ー ビ ス 業;資 本 金1千 万 円 未 満 若 し くは 従 業 員50人 未 満)で は 、88社(87.1

%)が 中 小 企 業 で あ る 。

熟ilミ;i:i:i:1(照1ニミ1ジゾlo～49人
＼巡 滋 沙 グ

図2-4従 業 員 規 模 別 分 布

3千 ～

|千万円未満

千二3千万円

畿iliil

ilダ

図2-5資 本 金 規 模 別 分 布

④ 設立 後年数

・会 社 設 立 後10年 以 下 の 企 業 数 は43社(42 。6%)で あ る 。

1～2年

/つ臨 ∵

/t～10年

図2-6 会社 設立後 年数分布
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(3)ベ ン チ ャ ー 起 業 家 の 特 性

① 業 態 認 識(Q2)

・会 社 の 業 態 に つ い て、 既 存 業 態 か 新 業 態 か 聞 い た と こ ろ 、 新 業 態 と の 回 答 が

41件(46.1%)も あ っ た 。 そ の 中 で は ネ ッ トワ ー ク 活 用 型 が 過 半 を 占 め る 。

・若 い 企 業 ほ ど 新 業 態 と の 回 答 が 多 い 。
・業 種 別 で は 、 サ ー ビ ス 産 業 ・そ の 他 業 種 〉 ハ イ テ ク産 業 〉 建 設 業 ・一 般 製 造 業

の 順 で 新 業 態 と の 回 答 が 多 い 。

・起 業 者(創 業 者)の 経 歴 別 で は 、 自 由 業 〉 企 業 ト ップ 層 〉 企 業 の 研 究 職 〉 企

業 の 技 術 職 〉企 業 の 事 務 職 の 順 で 新 業 態 と の 回 答 が 多 い 。

、〔〕会 社 ス テ ー ジ

1～2年(14
.

3～4年

5～6年

7～10年

10年以上

20 40 {寸) 〔1〕

%
α

[㎜既存業態 囹 新 業 態 口無 回 答1

図2-7会 社 設 立 後 年 数(ス テ ー ジ)別 の業 態 認 識

② 起 業 者(創 業 者)の 経 歴(Q3)

・起 業 者(創 業 者)の 経 歴 は 、 企 業 の 技 術 系 職 種(研 究 職 除 く)か ら の ス ピ ン

ア ウ トが 最 も 多 く、42件(42%)を 占 め る。 以 下 、 企 業 の 事 務 系 職 種 か ら の ス

ピ ン ア ウ ト(19件)企 業 の ト ッ プ マ ネ ジ メ ン ト層 か ら の ス ピ ン ア ウ ト(17

件)と 続 く。 企 業 の 研 究 職 か ら の ス ピ ン ア ウ ト(7件)は 少 な い。

・最 も 多 い 企 業 の 技 術 系 職 種 か ら の ス ピ ン ア ウ ト者 は 、 若 い 企 業 で は そ の シ ェ

ア が 減 少 し て き て い る 。 代 わ っ て 企 業 ト ッ プ 層 、 企 業 事 務 系 職 種 な ど か ら の

ス ピ ン ア ウ ト者 が 増 え て き て い る 、
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図2-8会 社 設 立 後 年 数(ス テ ー ジ)別 の起 業 者(創 業 者)の 経 歴
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③ 起 業 化 の 動 機(Q4)

・多 か っ た 回 答 は 、 「自 分 の 能 力 を 発 揮 し た い(65)」 、 「自 分 の 裁 量 で 仕 事 が

で き る(49)」 、 「事 業 経 営 の 面 白 味 を 味 わ い た い(44)」 な ど で 、 自 己 実 現 型

と 呼 ば れ る 回 答 が 多 か っ た 。

・回 答 数 は 少 な く な る が 、 若 い 企 業 の 起 業 者 ほ ど 、 「社 会 と の 関 わ り合 い を 持

て る 」 や 「自 分 な り の ラ イ フ ス タ イ ル を 実 践 した い 」 な ど 、 生 活 欲 求 型 の 回

答 が 多 い 点 に 特 徴 が あ る,,

(4)起 業 化 に あ た って の 支 援 機 関 の 、果 たす 役 割

f① 起 業 時 の 相 談 の 有 無(Q5)

・起 業 化 に あ た っ て 相 談 した 先 が あ るか ど うか 尋 ね た と こ ろ
、72%の 人 が ど こ

か に 相 談 を し1てい る。

・会 社 設立 後6年 以 下 の 企 業 で、 そ の 割 合 は 特 に 高 い。 支 援 体 制 が 整 いつ つ あ

る こ とが 背 景 に あ るか?(但 し公 的機 関へ の 相 談 件 数 は 少 な い)。
・業 種 ・業 態 別 で は、 サ ー ビ ス産 業 な ど新 業 態 の 企 業 で、 そ の 割 合 が 高 い。
・起 業 者 の 経 歴 別 で は、 企 業 の 技 術 系 職 種 か らの ス ピ ンア ウ ト者 や 学 生 か らの

起 業 者 で相 談 して い な い人 の 割 合 が 高 い 。

∨

27

(26.4X)
相談 していない

会社ステージ0

1～2年

3～4年

5～6年

7～10年

10年 以 上

20 40 60 80
%
oo

㎜ 相三郷 ていない 閤 相談した 口 無 回 答

図2-9起 業 時 の 相 談 の 有 無

② 起 業 時 の 相 談 先(Q5-2)

・起 業 時 に 相 談 し た 人 の 内 、 相 談 先 は 「友 人 ・知 人 、 家 族 ・親 戚 」 が48件(複

数 回 答)と 最 も 多 く、 続 く 「勤 務 先 ・取 引 先 な ど 」 は21件 と 半 減 す る。

・ス ピ ン ア ウ ト組 の 内 、 研 究 職 か ら の 起 業 者 は 、 ス ピ ン ア ウ ト組 に 多 い 勤 務 先

や 取 引 先 へ の 相 談 は 無 く、VEC等 の 公 的 支 援 機 関 、 税 理 士 や コ ン サ ル タ ン

トへ の 相 談 割 合 が 多 い 。

・学 生 か ら の 起 業 者 は 、 過 半 が 先 生 に 相 談 し て い る 。

その他

毒』
先

曽轡 等

融機関

C

士 ・コン秘

図2-10起 業 時 の 相 談 先(複 数 回 答)
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③ 起 業 化 に あ た っ て の 情 報 収 集(Q6)

・回 答 数 か ら 各 情 報 に 対 す る 関 心 の 高 さ を み る と 、 「技 術 に 関 連 す る 情 報 」 「

顧 客 に 関 す る 情 報 」 「資 金 支 援 に 関 す る 情 報 」 な ど で あ る 、、 上 記 以 外 の 情 報

に 関 して も 回 答 数 は 総 じて 多 い 。

・会 社 設 立 後 年 数 別 に 収 集 し た 情 報 を み る と、 大 き な 差 異 は 認 め ら れ な い が 、

関 連 支 援 機 関 に 関 す る 情 報 の 入 手 に つ い て は 、10年 以 上 の 企 業 の.回 答 よ り

そ れ 以 下 の 若 い 企 業 で の 回 答 が 多 い。

・情 報 の 入 手 先 で は 、 「勤 務 先 ・取 引 先(210)」 「家 族 ・知 人 等(193)」 「出 版 物

(167)」 の 順 で あ る(当Qは 複 数 回 答 で あ る)。

・逆 に 、 「VEC等 の 公 的 支 援 機 関(34)」 、 「商 工 会 議 所 ・商 工 会 な ど(14)」 、

「地 元 の 自 治 体 な ど(14)」 の 公 的 支 援 機 関 と 思 わ れ る 先 の 回'答 数 は 少 い 。'

支援機関情報
し
資金支援情報

商品市場情報

顧客情報

取引先情報

販売ルート情報

法律情報

人材情報

技術情報

不動産情報

設備情報

その他営業

その他経営

0 20

回 答 数(複 数回答)

4〔〕6〔 〕&〕 1〔D 120

脇 勤務先・取引先 ■VEC等

口 商工会議所等 圃 金融機関
閤 地元自治体 口VC

圏 経営コンサ)レ税理士 匿|家族 ・知人

晶 先生等

自 研究機関 ・技術者 口 その地

図2-11起 業 化 に あ た って 集 め た 情 報 と そ の入 手 先(複 数 回 答)

④ 新 規 事 業 展 開 の 障 害(Q7)

・新 規 事 業 展 開 の 障 害 に つ い て 尋 ね た と こ ろ
、 「資 金 不 足 」 「情 報 不 足 」 な ど

の 選 択 肢 で の 回 答 が 多 い 、,

・VECの 行 っ て い る ベ ン チ ャ ー ビ ジ ネ ス 動 向 調 査(平 成6
.年 版)に お い て も

「情 報 不 足 」 と の 回 答 が 最 も 多 く、 半 数 以 上 が そ う 答 え て い る 。
・新 規 事 業 展 開 の 障 害 に つ い て 、 そ の 克 服 の た め ど の よ う な 機 関 か ら の 支 援 が

望 ま れ る か 尋 ね た と こ ろ 、 「自 己 努 力 」 が 最 も 多 く、 複 数 回 答 の 内 で あ る が

約3割 を 占 め る 。

・一 方 注 目 す べ き は 、 前 聞 で の 相 談 先 で 公 的 支 援 機 関 な ど の 回 答 が 少 な か っ た

の に 比 べ 、 本 間 で の 支 援 が 望 ま れ る 先 と して は 「公 的 支 援 機 関 」 と の 回 答 が

自 己 努 力 を 除 く と 一 番 多 か っ た こ と で あ る 。
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資金不足

販売力不足

人材不足

技術不足
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ノウハウ不足

情報不足

0

回 答 数(複 数回答)

正00200 300

VC

銀行

膠 自己努力 ■ 商工会議所等 図 録行 田 出版物・その地

口 親企業・出身企業臨 自治体 自VC

団 取引企業 口 公的機関 間 その他民間

公

出版物・その他

己努力

親企業 出勇企

取引企業

図2-12 新 規 事 業 展 開 の 障 害 と そ の 克 服 に あ た っ て 望 ま れ る支 援 先

⑤ 地 域 型 支援 機 関 に 対 す る 期 待(Q8)

・昨 今 高 ま っ て い る 地 方 自治 体 主 体 の 支 援 機 関 設 立 の 動 き に 対 して 尋 ね た と こ

ろ 、 「必 要 で あ る 」 と の 回 答 は64%あ り、Fあ っ た 方 が よ い 」 の28%と 合 わ

せ る と92%に 達 す る。

・こ の 地 域 型 の 支 援 機 関 に 対 す る 期 待 は 、 地 方 圏 の 企 業 で 高 く、 ま た 規 模 の 小

さ い 企 業 で の 割 合 が 高 い 。

・地 域 型 支 援 機 関 に 求 め る 支 援 内 容 で は 、 「資 金 支 援(74)」 が 最 も 多 い 。 以 下

「マ ー ケ テ ィ ン グ(営 業)支 援(47)」 「情 報 支 援(43)」 が 続 く が 、 資 金 支 援

以 外 は そ れ 程 差 異 が 無 く、 総 じ て 回 答 数 は 多 い(28/101件 以 上)。

・東 京 都 内 と 都 外 の 企 業 で 求 め る 支 援 内 容 の 違 い を み る と 、 都 外 企 業 で は 「資

金 支 援 」 「経 営 コ ン サ ル 」 「人 材 ・人 材 育 成 支 援 」 が 多 く、 都 内 企 業 は 「情

報 支 援 」 「技 術 支 援 ・開 発 支 援 」 「交 流 支 援 」 が 多 い 。
・特 に 都 内 企 業(大 都 市 圏 企 業 で も 同 様)ほ ど 交 流 支 援 へ の 期 待 が 大 き い,,

＼/'◇/
)

図2-13
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(5)情 報 に対 す る 関 心

① 支 援 機 関 の 行 っ て い る情 報 発 信 な らび に 情 報 面 の 支 援 活 動 に 対 す る評 価(Q9)

・支 援 機 関 の 情 報 発 信 な ら び に 情 報 面 で の 支 援 活 動 に つ い て 尋 ね た と こ ろ 、

「現 状 で 十 分 」 は20%、 「必 要 な し」 は6%で あ り、74%の 人 が 「も っ と 積

極 的 な 情 報 発 信 ・情 報 支 援 を 」 望 ん で い る、,

・そ の 意 向 は 、 若 干 で は あ る が 地 方 企 業 の 方 が 強 い 。

・ス テ ー ジ 別 で の そ の 差 異 は 特 に 認 め ら れ な い。

必要な し=状 で十分ズ

1{…iiiiiii麟霧
隠 ミ三iiiiiミiiii繋i蕊iiiiiiiii慈iiiiiilili三iiiil罵

i菱三:ξ積i義勇兵糞援ξξξ曼iiii多1

叉iii識 口liiiiiiiiiliiiiiiiiiiiiiil多〉∨

違i違 謬 ㌻

図2-14支 援 機 関 の 行 って い る情 報 発 信 ・情 報 支 援 に 対 す る 評 価

② 望 ま れ る情 報 内容(QlO)

・必 要 と 思 わ れ る 情 報 は 、 「支 援 機 関 の 情 報(62)」 「支 援 施 策 の 情 報(55)」

「業 界 専 門 家 や キ ー パ ー ソ ン と の 相 談 室 の 提 供(41)」 な ど が 多 い 。

・具 体 的 に 記 入 回 答 頂 い た も の を み る と 、 「情 報 を 出 す だ け の 一 方 通 行 で な く

開 発 型 企 業 情 報 を 大 企 業 、 銀 行 等 に 逆 方 向 に 提 供 す る こ と が 重 要 」 「情 報

を 求 め る 側 の 情 報 を 得 る た め の フ ォ ー マ ッ ト」 「ジ ョ イ ン トを 求 め て い る

企 業 と の 出 合 の 場 」 「事 業 パ ー トナ ー と の 出 合 い 」 な ど 、 交 流 を 目 的 と す

る も の が 多 い こ と が 特 徴 で あ る 。

セミナー・イベント情報

支援機関情報

支援施策情報

相談窓口情報

VB企 業情報

成功例等の紹介

成功者との相談室

専門家との相談室

その他
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図2-15支 援 機 関 に お け る情 報 発 信 ・情 報 支 援 で 望 ま れ る 内容

一21一



③ 情 報 発 信 の 為 の 望 ま れ る ツー ル(メ デ ィア)(Q11)

・情 報 を 入 手 す る に 便 利 と 思 わ れ る ツ ー ル(メ デ ィ ア)は 、 「機 関 誌 」 が 最 も

多 く63件 で あ っ た 。 続 く 「パ ソ コ ン通 信(イ ン タ ー ネ ッ トを 含 む)」 も50件

と、 半 数 の 人 が 当 テ ー マ の 情 報 ツ ー ル(メ デ ィ ア)と して 認 め て い る。

・ 「地 元 相 談 窓 口 の 充 実 」 が 最 も 少 な く、21件 で あ る。

・会 社 設 立 後 年 数 別 で み る と 、 機 関 誌 を 望 む 割 合 は 年 数 が 高 く な る 程 多 い 。

パ ソ コ ン通 信 は 各 ス テ ー ジ と も ほ ぼ 同 様 で あ る。 若 い 企 業 で 、 地 元 相 談 窓 口

の 充 実 と の 回 答 が 多 い 。

・地 域 別 で は 特 に 差 異 は 認 め られ な い。 パ ソ コ ン通 信 に 限 っ て は 、 若 干 で は あ

る が 都 内 企 業 の 方 が 割 合 が 多 い 。

・内容 に つ い で ば 、 記 入 回 答 頂 い た 、 「会 員 交 流 」ご 「各 機 関 の 専 門 家 の 個 別

情 報 」 等 に 注 目 す る 必 要 が あ ろ う。

機関誌

新聞雑誌広告

FAXサ ービ ス

パソコン通信

地元相談窓口

その他

0

回 答 数(複 数回答)

204060 ε田

図2-16 情 報 発 信 に 望 ま れ る ツ ー ル(メ デ ィア)

(6)ベ ン チ ャ ー 企 業 の 情 報 化

① オ ンラ イ ン(通 信)情 報 の 利 用 動 向(Q12)

・オ ン ラ イ ン(通 信)情 報 は 、55%の 人 が 利 用 し て お り、 今 後 利 用 し た い(41

%)と 合 わ せ る と96%に 達 す る 。

・会 社 設 立 後 年 数 別 で は 特 に 差 異 は 認 め られ な い 。

・地 域 別 で は 、 東 京 都 内 よ り都 外 企 業 、 三 大 都 市 圏 よ り 都 市 圏 以 外 と 、 明 ら か

に 地 方 企 業 の 方 が 多 い の が 特 徴 で あ る 。 前 聞 の 情 報 発 信 の 望 ま れ る ツ ー ル と

は 意 見 が 異 な る。

・利 用 目 的 は 、 圧 倒 的 に ビ ジ ネ ス ユ ー ス が 多 い 。 様 々 な 業 務 目 的 に 利 用 さ れ て

お り、 突 出 し た 傾 向 は み ら れ な い 。

意向もない

1轟轟
罵 ・二・二・二・二

東京都内

東京以外

三大都市圏

三大都市圏以外

意向もない%

利用している 今後利用したい

図2-17 オ ン ラ イ ン情 報 の 利 用 動 向
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② イ ン タ ー ネ ッ トの 利 用 動 向(Ql2-3)

・イ ン タ ー ネ ッ トの 利 用 者 は35%に 達 す る。 一 般 に 比 べ る と 非 常 に 高 い 結 果 と

思 わ れ る 。 今 後 利 用 した い と の 回 答 も60%あ り、 そ の 意 向 も な い と の 回 答 は

6%に と ど ま る。

・会 社 設 立 後 年 数 別 で は 、 若 干 で は あ る が 、 若 い 企 業 ほ ど 利 用 が=進 ん で い る 。

・地 域 別 で は 、 オ ン ラ イ ン通 信 の 利 用 状 況 同 様 、 地 方 企 業 で の 利 用 が 多 い 。

・業 種 別 で は 、 ハ イ テ ク産 業 で の 利 用 割 合 が 最 も 多 く、 半 数 以 上 を 占 め る。 逆

に 建 設 業 、 一 般 製 造 業 で の 利 用 割 合 は16%に 過 ぎ な い 。

総 計

建設 業 ・製造業(1～6>

ハイテ ク産業(7～9)

杜 λ産 業 ・その 他 日0～14>

意向もない%

利用 している 今後利用 したい

、 こ蔓:…:…二…二…二…二…:…二…二…二…ニミ≦ジ タ
、一 、シ

図2-18 イ ン タ ー ネ ッ トの 利 用 動 向

③ 商 用 デ ー タ ベ ー ス の 利 用 動 向(Ql3)

・商 用 デ ー タ ベ ー ス の 利 用 者 は39%に 達 す る 。 今 後 利 用 した い と の 回 答 も51%

あ り、 そ の 意 向 も な い と の 回 答 は9%に と ど ま る 。

・ス テ ー ジ 別 、 業 種 別 の 傾 向 は 前 聞 の インターわ ト利 用 動 向 と ほ ぼ 同 様 で あ る。

・商 用 デ ー タ ベ ー ス の 利 用 目 的 は 、 以 下 の 順 で あ る(複 数 回 答)。

① 顧 客 や 企 業 の 情 報60件 ④ 特 許 情 報35件

② 商 品 情 報 や 市 場 情 報50件 ⑤ 経 営 情 報24件

③ 技 術 情 報48件 ⑥ 統 計 情 報20件

意向もない

'＼ミ・、∵ ・'・二…1・・… .1,こ、・1・二・Z・らジノ∨ 遷 室 泣'び 〉

図2-19商 用DBの 利 用 動 向
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④ イ ンタ ー ネ ッ トを利 用 した 情 報 発 信 事 業 へ の 関心(Q14)

・既 に 行 っ て い る 企 業 は20%に 達 し、 企 業 規 模 で 比 較 す る と 一 般 よ り非 常 に 高

い 結 果 と 思 わ れ る 。

・今 後 行 い た い と の 回 答 は50%に 達 す る。 今 後 の 動 向 と 検 討 しだ い と の 回 答 は

25%、 意 向 も な い と の 回 答 は4%に 過 ぎ な い 。

・既 に 行 っ て い る 企 業 は 、 ス テ ー ジ 別 で は10年 超 の 企 業 よ り10年 以 下 の 企 業 で

多 く、 ま た 業 種 別 で は ハ イ テ ク 産 業 で 最 も 多 く、 サ ー ビ ス 産 業 や ニ ッ チ 業 種

な ど が 続 く。

・そ の 目 的 は 、 「商 品PR」 が 最 も 多 く57件 、 「顧 客 や 取 引 先 開 拓(52件)」

「人 材 募 集 情 報 、(38件)」 が 続 く。

・ 「資 金 支 援 先 募 集 」 は 最 も 少 な く12件 に と ど ま っ た 。 支 援 機 関 に 望 む 情 報 発

信 で は 、 交 流 目 的 の 意 見 も 強 か っ た こ と か ら み る と、 意 外 で あ る。

意向はない

騰撫
∨ミξ:こ:こ;1:こ:こ:こ:1(50

.5%〉こ二こ二こ;".
＼鞭'

顧客 ・取引先 開拓

商品PR

資金支援先募集

技術・特許情報交換

人材募集情報

その他

)〔

回 答 数(複 数回答)

2040(・K〕 80

9㌘%%%㌘ ・%%

図2-20イ ン タ ー ネ ッ トを 利 用 した 情 報 発 信 事 業 へ の 関 心 と そ の 目的

⑤ 外 国 企 業 と の ネ ッ ト ワ ー ク(情 報 交 流)構 築 へ』の 関 心(Q15)

・83%の 回 答 者 が 必 要 有 り と 思 っ て い る 。 言 葉 の 障 害 を 挙 げ た 回 答 者14%を 含

め る と 、97%が 外 国 企 業 と の ネ ッ トワ ー ク 構 築 を 望 ん で い る こ と に な る 。

必要 とは思うが 必要なし

言葉の障害

タト国 フ)}支持∫↑青報

外国に顧客

取引

図2-21外 国企 業 と の ネ ッ トワ ー ク(情 報 交 流)構 築 の 必 要 性 と そ の 目 的
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2.3主 に 学 生 の セ ミナ ー 出 席 者 を 対 象 に し た ア ン ケ ー ト調 査

(1)実 施 要 領

① 対 象 者 と 調 査 方 法

啓 蒙 活 動 の 一 環 と してVECが 主 催 し て い る 学 生 向 け セ ミ ナ ー で あ る 「ア ン ト

レ プ レ ナ ー セ ミ ナ ー'95」 の 出 席 者 に 直 接 配 布 し、 退 出 時 に 直 接 回 収 し た,,

② 調 査 日及 び 調 査 場 所

調 査 日:平 成7年10月28日(PMI:00～5:00)

調 査 場 所:早 稲 田 大 学 記 念 講 堂

③ 回収 状況

配布 数 回収集 数 回 収 率

340 116 34.1%

(2)回 答 者 の 属 性

① 現 職 業(Q3)

・回 答 総 数ll6件 中 、94人 が 大 学 生 で あ る,、 う ち 院 生 は4人 と 少 な い 、,ま た 理 系

よ り 文 系 が 多 く、84%が 文 系 で あ る。

・残 り28人 の 大 半 は 会 社 員 で あ る 。

② 起 業 化 意 識 の 度 合 い(Q!)

・起 業 化 の 時 期(直 ぐに ～1 ,2年 以 内 に)を 限 定 し た 回 答 は13件 で あ る,、

「近 い 将 来 の 起 業 化 を 目指 し て い る 」 が 一 番 多 く36件 。 上 記 と あ わ せ る と

49件 で 、42%に 達 す る。

Ql

lす くにて も起業Lた い

2.1～2年以内には起業 したい

3.近 い将来の起業化を目指す

4.前 向きに取 り組みたい

5.関JDgEkあるが 、実際は未定

6.と りあえずセ ミナーに参加

7.その他

36

図2-22 起 業 家 意 識 の 度 合 い
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③ 起 業 を 目指 す 業 種(Q2)

・第 二 次 産 業 と 三 次 産 業 に 分 類 す る と 、 二 次 産 業 が21件(22.1%)、 三 次 産 業

が71件(74.7%)と 、 圧 倒 的 に 三 次 産 業 が 多 い(分 類 不 明 は 除 く)、 、

表2-4 起 業 化 を 目指 す 業 種

第 一 次 産 業3 農 林水産3

第 二 次 産 業21 鉱 業0、 建 設 業0

製 造 業21 一 般 製 造 業6

ハ イ テ ク 産 業15 情 報 関連11
バ イ オ 関 連2

そ の 他2

第 三 次 産 業71 情 報 関連 サ ー ビ ス業30

流 通 販 売 業 、 商 業 、 輸 入 販 売 業22

そ の 他 サ ー ビス 業19

分 類 不 明21 ニ ッチ 業 種7

そ の 他1

無 回 答13

④ 起 業 化 を 考 え 始 め た の動 機(Q4)

・多 か っ た 回 答 は 、 「自 分 の 能 力 を 発 揮 し た い 」 「事 業 経 営 の 面 白 味 を 味 わ い

た い 」 「自 分 の 裁 量 で 仕 事 が で き る 」 「自 分 な り の ラ イ フ ス タ イ ル を 実 践 し

た い 」 な ど で 、 ベ ン チ ャ ー 企 業 ア ン ケ ー トの 回 答 と ほ ぼ 一 致 して い る 。

(3)起 業 化 に あ た っ て の 支 援 機 関の 果 た す 役 割

① 起 業化 を 目指 す に あ た っ て の 相 談 の 有 無(Q5)

・起 業 化 を 目指 す に あ た っ て 相 談 し た 先 が あ る か ど う か 尋 ね た と こ ろ 、 相 談 し

た 人 は29%に す ぎ な い 。 起 業 化 意 識 の 度 合 い 別 に み る と 、Q1で1～3と 答 え た

具 体 的 な 計 画 を 持 つ 人 で は 、 そ の 割 合 が41%と 高 く な る 。
・相 談 先 で は 、 圧 倒 的 に 「友 人 ・知 人 、家 族 ・親 戚 」(28件)が 多 い 。 続 い て 「

先 生 」 が8件 あ る が 、 そ れ 以 外 は 全 て3件 以 下 と 少 数 で あ る 。

0

十
1
|

3

1

～

Q

4～7

20 40 6〕 8〔}

%
㎜

相談 していない 相談 した 無回答

図2-23起 業 化 を 目指 す に あ た っ て の 相 談 の 有 無

② 起 業 化 に あ た って の 情 報 収 集(Q7)

・直 ぐ に 起 業 化 に つ な が る よ う な 「人 材 」 「不 動 産 」 「設 備 」 と い っ た 情 報 は

少 な い が 、 「支 援 機 関 」 を は じ め 数 多 くの 情 報 を 各 方 面 か ら 収 集 し て い る こ

と が 窺 え る 。

・情 報 収 集 先 で は 、 「出 版 物 」 が161件(複 数 回 答)と 最 も 多 い 。 続 い て 「家

族 ・知 人(79)」 「そ の 他(59)」 「勤 務 先 ・取 引 先(37)」 「先 生(37)」 な ど 。
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③ 新 規 事 業 展 開 の 障 害(Q8)

・新 規 事 業 展 開 の 障 害 に つ い て 尋 ね た と こ ろ 、 ベ ン チ ャ ー 企 業 ア ン ケ ー トと 全

く 同 じ く 「資 金 不 足l!「 情 報 不 足 」 を1位,2位 に 挙 げ て い る 。'.、
・新 規 事 業 展 開 の 障 害 に つ い て 、 そ の 克 服 の た め ど の よ う な 機 関 か ら の 支 援 が

望 ま れ る か 尋 ね た と こ ろ、 こ れ も ベ ン チ ャ ー 企 業 ア ン ケ ー トと 同 じ く 「自 己

努 力 」 が 最 も 多 く、 続 い て 「公 的 支 援 機 関 」 と な っ て い る。

④ 地 域 型 支 援 機 関 に 対 す る 期 待(Q6)

・昨 今 高 ま っ て い る 地 方 自治 体 主 体 の 支 援 機 関 設 立 の 動 き に 対 し て 尋 ね た と こ

ろ 、 「必 要 で あ る 」 と の 回 答 は66%あ り、 「あ.っ..た方 が よ い 」 の27%,と 合 わ

せ る と92%に 達 す る。 計 らず も が な 、 こ の 割 合 は ベ ン チ ャ ー 企 業 ア ン ケ ー ト

調 査 の 結 果 と 完 全 に 一 致 し て い る、、

・地 ±成型 支 援 機 関 に 求 め る 支 援 内 容 で は 、 「資 金 支 援(80)」 が 最 も 多 いc,以 下

「情 報 支 援(53)」 な ど が 続 く。 文 系 が 多 い せ い か 「技 術 支 援 ・開 発 支 援 」 がi

－番少ないが、弛 いずれも総 じて回答数は多い(2竺LL __」

(5)情 報 に対 す る 関 心

① 支 援 機 関の 行 っ て い る情 報 発 信 な ら び に情 報 面 の 支 援 活 動 に 対 す る 評 価(Q9)

・支 援 機 関 の 情 報 発 信 な ら び に 情 報 面 で の 支 援 活 動 に つ い て 尋 ね た と こ ろ 、

「現 状 で 十 分 」 は9%、 「必 要 な し」 は2%し か な く、89%の 人 が 「も っ と 積

極 的 な 情 報 発 信 ・情 報 支 援 を 」 望 ん で い る,、

② 望 ま れ る情 報 内容(Q10)

・必 要 と 思 わ れ る 情 報 は 、 「セミナー開 催 情 報 や イベ ント案 内 な ど の 情 報(64)」 「支

援 機 関 の 情 報(61)」 「ベ ン チ ャ ー 企 業 情 報(50)」 「業 界 専 門 家 や キ ー パ ー ソ

ン と の 相 談 室 の 提 供(48)」 な ど が 多 い。

・逆 に 一 番 少 な か っ た 回 答 は 、 「成 功 者 と の 相 談 室 の 提 供(24)」 で あ る。

③ 情 報 発 信 の 為 の 望 ま れ る ツ ー ル(メ デ ィ ア.)(Ql1)

'㌻ 杢1驚煕 ㌶2⊇i緊 ㌃∴ ∫㌶ 二蕊1

答 数 を 得 て い る,,

・最 も 少 な い 回 答 肢 は 「地 元 相 談 窓 口 の 充 実(26件)」 で 、 ベ ン チ ャ ー 企 業 ア

ン ケ ー トと 同 じ結 果 と な っ た 。

④ オ ン ラ イ ン(通 信)情 報 の 活 用 動 向(Ql2)

・オ ン ラ イ ン(通 信)情 報 は 、28%の 人 が 活 用 し て お り、 今 後 利 用 し た い(69

%)と 合 わ せ る と96%に 達 す る。

・利 用 目 的 は 、 企 業 ア ン ケ ー トと は 異 な り個 人 ユ ー ス の 方 が 多 い 。

・商 用 デ ー タ ベ ー ス の 利 用 は7件 と 少 な い が 、 多 く の 人 は 今 後 利 用 し た い と 考

え て い る 。
・イ ン タ ー ネ ッ トの 利 用 者 は41%に 達 す る(な ぜ か オ ン ラ イ ン 通 信 の 活 用 者 よ

り 多 い)。 今 後 利 用 した い を 含 め る と99%に 達 す る 。
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2.4企 業 ヒ ア リ ン グ に よ る 個 別 意 見 の 収 集

ア ンケ ー トで は 拾 え き れ な い 項 目に つ い て は、 別 途 地 方 圏 の ベ ン チ ャー 企 業 を 対 象

に、 個 別 ヒア リ ング に よ る意 見 収 集 を 行 っ た、、以 下 は、 そ の 実 施 要 領 な ら び に そ の 際

に 得 られ た意 見 の 中 で 有 益 と思 わ れ る情 報 を 抽 出 した もの で あ る。

(1)実 施 要 領

対 象 企 業:九 州 各 県 の ベ ン チ ャ ー 企 業(]0社)

調 査 期 間:平 成7年12月4日 ～6日

(2)ベ ン チ ャ ー 企 業 進 出(創 業)に 際 して の 一 番 の 問 題 点

・創 業 の 問題 点 と して人 材 確 保 を挙 げ る企 業 が 非 常 に 多 い、,

・資金 調 達 が続 くが 、 銀 行 と の つ き あ い 方 が わ か ら な く苦 労 した と い う意 見 も

あ る。

・次 問 の 望 ま れ る環 境 整 備 で も回 答 が あ るが 、 優 秀 な 人 材 を マ ッチ ン グ させ る

シス テ ムづ く りが 期 待 され て い る。

・新 商 品 の 認 知(開 発 して2年 間 承 認 さ れ な か っ た)… 環 境 保 全 機 器 製 造 業

・人 材 の 確 保 … 技 術 コ ンサ ル 業

・人 材 の 確 保 、 資 金 調 達 … 情 報 サ ー ビ ス 業

・資 金(技 術 者 で あ り 銀 行 と の つ き あ い 方 も わ か ら な く 苦 労 し た)… 新 工 法 開 発 業

・資 金 調 達 、 人 材 の 確 保 … ソ フ ト開 発 業

・営 業 面 … ソ フ ト開 発 業

・人 材 の 確 保 、 資 金 調 達 …OA・CAD機 器 開 発 業

・人 材 の 確 保 … オ フ ィ ス 製 品 ・物 流 シ ス テ ム 機 器 製 造 業

・資 金 調 達 、 技 術 開 発 、 人 材 確 保 … 海 水 濾 過 シ ス テ ム 開 発 業

(3)新 規 事 業 展 開 に お いて 望 ま れ る 環 境 整 備(基 盤 施 設 及 び施 策)

・九 州 に お い て 新 規 事 業(ベ ンチ ャ ー企 業)又 は 異 分 野 事 業 へ の 展 開(創 業)

を行 お う とす る 場 合 、 今 後 どの よ うな環 境 整 備 が 望 ま しい か、 重 要 な基 盤 施

設 と必 要 と思 わ れ る施 策 に つ い て 聞 い て い る。

・情 報 収 集 及 び 情 報 交 換 、 交 流 を 目 的 とす る基 盤 整 備 へ の期 待 が 大 き い。

・特 許 情 報 デ ー タ ベ ー ス を 活 用 で き る 「知 的 所 有 権 セ ン タ ー 」 … 環境保全機器製造 業

・情 報 提 供 、 試 験 ・検 査 等 が 行 え る イ ン キ ュベ ー タ ー

・公 設 試 験 研 究 機 関 の 充 実

・新 技 術 に つ い て の 情 報 提 供(不 要 な 研 究 を 省 く た め)… 以 上 、 技 術 コ ン サ ル 業

・高 度 な 知 識 を 持 つ イ ン ス トラ ク タ ー の 擁 立

・販 売 ル ー トを ど う 開 拓 す る か を 支 援 す る 「情 報 ネ ッ トワ ー ク 」 … 以 上、機器 製造業

(昔 は 企 業 が 仕 事 を 持 た せ 下 請 を 開 業 さ せ た。 現 在 は 安 い 製 品 を 外 国 か ら 買 う の
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一
で 、 開 業 に あ た っ て は 製 造 と 販 売 の 両 方 を 行 う た め 、 販 売 が 保 証 さ れ な い と 開 業

で き な い)

・従 来 販 売 店 を 回 っ て ユ ー ザ ー の 受 託 ソ フ トを 開 発 し て き た が 、層5年 経 っ て そ ろ そ ろ

自 社 ブ ラ ン ドの ソ フ トを 売 り 出 した い が 、 ど の よ う にPRし て い っ た ら よ い か わ

か ら な い 。 メ ー カ ー と ユ ー ザ ー と の 出 合 の 場 の 提 供 や 、 両 者 の つ な ぎ を 行 う仕 組

み づ く り が で き な い か 。 … 以 上 、 ソ フ ト開 発 業

・商 品 知 識 の セ ミ ナ ー の 開 催 … ソ フ ト開 発 業

(パ ッ ケ ー ジ ソ フ トの カ ス タ マ イ ズ を 行 っ て い る が 、 詳 細 な 情 報 が 地 方 で は 入 手

し 難 い 。 展 示 会 と 併 せ た セ ミ ナ ー の 開 催 を 行 政 が 支 援 で き な い か 。)'

・地 価 の 安 い 地 方 ほ ど イ ン タ ー ネ ッ トプ ロ バ イ ダ ー を 誘 致 す る 価 値 が あ る。

・人 材 マ ッチ ン グ 情 報 シ ス テ ム … 以 上 、OA・.CAD機 器 開 発 業

(民 間 の 人 材 紹 介 業 は 、1件 あ た り100万 単 位 の お 金 が か か る。 創 業 期 で は 利 用 で

き な い 。 公 共 職 業 安 定 所 で は 有 能 な 人 材 が 集 め に く い 。 コ ン ピ ュ ー タ 上 で 求 人 者

と 求 職 者 の 条 件 を マ ッ チ ン グ さ せ る よ う な 情 報 シ ス テ ム が で き る と 、 簡 単 に 利 用

で き て よ い の で は な い か 。)

・知 的 所 有 権 セ ン タ ー

(新 技 術 の 開 発 を 行 う 際 、 関 連 す る 技 術 動 向 を チ ェ ッ ク す る 必 要 が あ る 。 従 来 は

弁 理 士 に 依 頼 し て い る が 、 自 ら の 考 え を 伝 え る の に 困 難 を 感 じ る こ と が 多 い 。 オ

ン ラ イ ン で 自 分 で 簡 単 に 調 べ ら れ る よ う な 仕 組 み が で き れ ば よ い 。)

・廃 水 処 理 シ ス テ ム を 整 え た 貸 し工 場

・販 売 ノ ウ ハ ウ を 教 え る施 策 … オ フ ィ ス 製 品 ・物 流 シ ス テ ム 機 器 製 造

(す ぐ最 近 ま で 大 企 業 で 販 売 に 携 わ っ て い て 退 職 し た 人 を 登 録 し、 ア ドパ ー ザ ー

制 度 つ く る 。)

・民 間 交 流 の 支 援

(異 業 種 交 流 プ ラ ザ も あ る が 、 民 間 交 流 も重 要 。 成 功 事 例 をPRし て 後 に 続 く 人

が 出 て く る よ う な マ イ ン ドア ッ プ が 必 要 。)

・高 い 独 創 性 を 活 用 し た 創 造 的 ソ フ トウ ェ ア の 開 発 ・育 成 を 図 る た め 、 一 般 か ら 広

く ア イ・デ ア を 募 集 し、 そ の 中 か ら採 用 し た テ ー マ に つ い て ソ フ トウ ェ ア の 開 発 を

行 う事 業 。

・産 業 界 、 大 学 等 の 研 究 機 関 、 行 政 等 の 連 携 と交 流 面 の 支 援 体 制 整 備 。

… 以 上 、 海 水 濾 過 シ ス テ ム 開 発 業
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一 一
2.5小 括

以 上 の ア ンケ ー ト調 査 結 果 並 び に ヒア リ ン グ結 果 か ら得 られ た 視 点 に つ い て、 以 下

に 概 括 す る。

① 対 象 者 に つ い て み た 場 合

ベ ンチ ャ ー起 業 家 に 対 す る ア ンケ ー ト結 果 に よ る と、 起 業 家 層 の 多 くは 企 業 に 勤 め

る サ ラ リー マ ン層 で あ る。 但 し過 去 の 絶 対 層 は 技 術 職 が 多 か った が、 昨 今 で は 事 務 職

が ニ ッチ 分 野 や 新 業 態 で 起 業 化 を 目指 す 形 態 が 増 加 して お り、 そ の 数 は 逆 転 して い る
L

と思 わ れ る。 こ の 起 業 家 層 は 情 報 収 集 力 に長 け て お り、 情 報 存在 場 所 に も敏 感 で あ る、、

一 方 の 技術 職 で あ るが 、 起 業 時 の 相 談 件 数 は 少 な く、 技 術 力 に集 中 す る あ ま りマ ー ケ

テ ィ ン グ等 周 辺 情 報 の 重 要 性 が あ ま り認 識 され て い な い。 今 後 わ が 国 の リー デ ィ ン グ

産 業 と して の 本 当 の 意 味 で の ベ ンチ ャー 企 業 を 育 て て い くた め に は 、 この 層 の 発 掘 が

重 要 で あ る と思 わ れ る が 、 デ ー タ ベ ー ス 提 供 者 か らみ た 場 合 に は 市 場 性 が 薄 い の が 現

状 で あ る。 しか しベ ンチ ャー企 業 が 成 長 企 業 へ と続 く上 で、 デ ー タベ ー ス を は じめ と

す る 各 種情 報 の 提 供 等 は 大 変 重 要 で あ り、 情 報 の 中立 性 、 網 羅 性 等 か ら、 情 報 面 で も

公 的 な支 援 が 要 請 され る。 こ の 技 術 者 層 は、 情 報 機 器 の 使 用 度 は 高 く、 ま た 創 業 後 の

イ ン タ ーネ ッ トを用 い た 事 業 展 開 な どの 割 合 も高 く、 新 た な ネ ッ トワー ク を利 用 して

の情 報 活 用 が期 待 さ れ る。

これ らス ピ ン ア ウ ト以 外 の 主 婦 、 学 生 等 につ い て は、 その 層 は 日本 で は ま だ 薄 く、

当社 よ りは 今 後 よ り公 的 色 彩 の 強 い機 関 に よ る 支 援 充 実 が 期 待 さ れ る。

一 方、 既 存企 業 の 新 規 事 業 展 開 に 当 た って の情 報 提 供 で は、 企 業 の 情 報 の 収 集 先 が

多 様 化 して き て お り、 今 後 商 用 デ ー タ ベ ー ス や外 部 調 査 機 関 ・コ ンサ ル タ ン トに対 す

る需 要 の伸 び が期 待 で き る。 既 存 企 業 の 新 規 事 業 展 開 の 際 に 求 め られ る 情 報 は、 既 に

広 範 な企 業 取 引 が 存 在 す る た め企 業 情 報 の 需 要 は 少 な く、 業 界 動 向 、 マ ー ケ テ ィ ン グ

情 報 、 調査 研 究 情 報 な ど で あ り、 当社 の 有 す る ノ ウハ ウの 活 用 が 十 分 発 揮 され る可 能

性 が 高 い。

結 論 と して、 商 用 デ ー タ ベ ー ス の ニ ー ズ 層 と して ベ ンチ ャー に 的 を絞 る こ と は、 情

報 提 供 者 に と って 市 場 性 の 高 い テ ー マ と思 わ れ る。

② 情 報 提 供 手 段 に つ い て み た 場 合

ネ ッ トワー ク ビ ジ ネ ス が 注 目 され る 今 日、 イ ンタ ー ネ ッ トは 第 二 の 産 業 革 命 と ま で

い わ れ だ した。 企 業 の 情 報 に 対 す る 関 心 は 日 に 日に 高 ま って お り、 特 に 若 い企 業 の 多

い ベ ンチ ャ ー企 業 の ニ ー ズ は 強 い。 ま た情 報 提 供 の メ デ ィア と して 、 ベ ンチ ャ ー企 業

で は パ ソ コ ン通 信 よ り若 干 機 関誌 と の 声 が 多 か った が 、 起 業 家 予 備 群 に は 圧 倒 的 に パ

ソ コ ン通 信 が 支 持 さ れ た 。 オ ンラ イ ン通 信 の 利 用 は 地 方 の ベ ンチ ャー企 業 に と って特

に有 益 で あ り、 利 用 度 も先 行 して い る。 した が って 全 国 規 模 で の 事 業 展 開 も十 分 な 可

能 性 が見 い 出せ た。
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③ 情 報 内容 につ い て み た 場 合

ア ンケ ー トに お い て は、 特 に 「情 報 」 と い う概 念 の 規 定 を 設 け て い な い。 情 報 とは

人 と 人 の 相 互 作 用 の 中 か ら生 ま れ る もの で あ り、 相 互 解 釈 の サ イ クル の 中 で 形 成 され

て い く。 つ ま り情 報 は 常 に動 的 で あ る と 同 時 に、 必 要 が 定 ま っ た段 階 に お い て は 、 そ

の 結 果 と して数 値 デ ー タ、 文 章 な ど一 定 の 表 現 形 態 を 持 った もの と して 固 定 され る。

一 橋 大 学今 井 教 授/金 子 助 教 授 共 著 に よ る 「ネ ッ トワー ク組 織 論 」 の 中 で は、 こ れ を

「情 報 の動 的側 面 」 と 「情 報 の 静 的側 面 」 と して 捉 え られ て い る。 情 報 は た め 込 む だ

け で は 価 値 は 生 ま れ ず 、 っ な ぎ合 わ せ て 始 め て 価 値 が 生 ま れ る。 企 業 が 不 確 実 性 に 対
』'処しで い ぐだ め

に は、 静 的情 報 を 蓄 積 す る だけ でば な く、 よ り多 様 な 動 的 情報(過 去

の 経 験 の 蓄 積 な ど)を っ な ぎ 合 わ せ て い く必 要 性 が 高 い,,こ の 情 報 の 二 つ の 側 面 を よ

り明 確 に す る た め に、 こ こ で 簡 便 的 に 「動 的情 報 」 を 「ウ ェ ッ トな 情 報 」 、 「静 的 情

報 」 を 「ドラ イ な情 報 」 と して そ の 評 価 を加 え た い、,

ベ ンチ ャー企 業 に 望 ま れ て い る最 大 の 関心 事 は 「交 流 」 で あ る。 ヒア リ ン グ に お い

て も、 ウ ェ ッ トな情 報 を 求 め 情 報 交 換 が 行 え る交 流 環 境 の整 備 が 強 く期 待 され て い る

こ とが 分 か った。

ま た、 ア ンケ ー トに お い て 望 ま れ る情 報 内 容 を 尋 ね た と こ ろ、 「支 援 機 関 情 報 」 、

「支 援 施 策 情 報 」 が 上 位 を 占 め た。 しか し一 方 で、 資 金 調 達 の手 段 を幾 つ か 知 っ た と

こ ろ で 資 金 を 調 達 で き る わ け で もな く、 実 際 に は そ れ が 活 用 可 能 か ど うか 、 担 当 者 と

会 っ て 会 話 を 交 わ して 初 め て そ こ か ら始 ま る。 つ ま り ドラ イ な情 報 は 目 的 に 達 す る ま

で に 辿 る"道 しるべ"で しか な い。 ア ンケ ー トで、 この 二 つ の 次 に 「専 門 家 との 相 談 室 」

が 支 持 され た の は こ の た め で あ る と思 わ れ る。

ドラ イ な情 報 は い く ら集 め て も き りが な く、 む しろ 多 けれ ば 多 い ほ ど不 確 実 性 に 対

処 可 能 と な るが 、 ウ ェ ッ トな 情 報 は 少 な くて もそ れ 自体 に 価 値 が 生 ま れ る。 した が っ

て 当 該 テ ー マ に望 ま れ る 本 当 の 意 味 で の情 報 内容 は、 「交 流 」 を 最 終 目 的 とす る手 段

を 見 つ け る た め の 情 報 で あ り、 人 と人 との ネ ッ トワー ク を 形 成す る こ と が 第 一 で あ ろ

う と思 わ れ る。

,
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3.地 域 に お け る デ ー タ ベ ー ス 化 へ の 取 り組 み

3.1地 方 公 共 団 体 に お け る 地 域 情 報 化 の 動 向

近 年 の 地 方 公 共 団 体 に お け る 地 域 情 報 化 へ の 取 り組 み は 、 地 域 間 の 情 報 格 差 の 是 正 、

地 域 の 活 性 化 等 を 背 景 に 、 最 重 要 課 題 の 一 つ と して 認 識 さ れ て い る。 ま た 自 治 省 に お

い て は 、 「地 方 公 共 団 体 に お け る 地 域 の 情 報 化 の 推 進 に 関 す る 指 針 」 を ま と め ・ 地 方

公 共 団 体 が 実 施 す る 情 報 化 事 業 を 積 極 的 に 支 援 し て い る と こ ろ で あ る 。

そ こ で 自 治 省 が 行 っ た 「地 域 情 報 化 計 画 ・地 域 情 報 化 施 策 状 況 調 査 」(平 成5年4月)

か ら 、 ま ず は 地 方 公 共 団 体 に お け る 取 り 組 み 状 況 の 把 握 を 行 う も の と す る。 こ の 調 査

の 対 象 団 体 は 、 都 道 府 県(47団 体)及 び 特 別 区(23団 体)、 政 令 指 定 都 市(12団 体)、

そ の 他 の 市 町 村(3,224団 体)の 合 計3,306団 体 で あ る 、、

当 調 査 に よ り 把 握 さ れ た 地 域 情 報 通 信 シ ス テ ム の 総 数 は5,260に の ぼ る 。 主 に 利 用 さ

れ て い る メ デ ィ ア(一 つ の シ ス テ ム で 複 数 の メ デ ィ ア を 利 用 して い る も の も あ る た め

合 計 は 一 致 し な い)は 、 消 防 防 災 行 政 無 線(2,176)、 公 衆 回 線(1,202)や 専 用 回 線

(1,158)、 デ ー タ ベ ー ス(917)、 パ ソ コ ン 通 信(538)な ど で あ る 。

表3一 ユ 地 方 公 共 団 体 に お け る 業 務 別 の デ ー タベ ー ス構 築 状 況

分 野 都 道府県 市 区 町 村 合 計

H5現 在H5現 在 H4現 在 対前 年 比 日5現 在 H4現 在 対前年 比

商 工 ・労 働 129
(24.7)

123
(29.4)

104.9 29
(8.4)

25
(8.3)

ll6.0 158
(18.2)

教 育 64
(12.3)

58
(13.9)

110.3 128
(37.1)

ll3
(37.4)

ll3.3 192
(22.1)

農 林水産 業 67
(12.8)

52
(13.9)

128.8 8
(2.3)

8
(2.6)

100.0 75
(8.7)

統 計 54
(10.3)

33
(7.9)

163.6 22

(6。4)

21
(7.0)

104.8 76
(8.8)

環 境 34
(6.5)

23
(5.5)

147.8 9
(2.6)

7
(2.3)

128.6 43
(5.0)

福 祉 24
(4.6)

15
(3.6)

160.0 9
(2.6)

9
(3.0)

100.0 33
(3.8)

保 険 ・医 療 30
(5.7)

14
(3.3)

214.3 18
(5,2)

15
(5.0)

120.0 48
(5.1)

土 木 6
(1.1)

6
(1.4)

100.0 5
(].4)

5
(1.7)

100.0
d日)

都 市計画 7
(1.3)

6
(1.4)

116.7 18
(5.2)

15
(5.0)

120.0 25
(2.9)

行 政全般 8
(1.5)

一 } 5
(1.4)

一 一 13

(1。5)

そ の 他 99
(19.2)

88
(21.2)

112.5 94
(27.4)

84
(27.7)

lll.9 193
(22.2)

合 計 522
(100.0)

418
(100.0)

124.9 345
(100.0)

302
(100.0)

ll4.2 867
(100.0)

(注)L－ つ の デ ー タ ベ ー ス で 複 数 の 分 野 に 区 分 され て い る 場 合 が あ る の で 本 文 中 の 数 字 と合 わ な い。

2.()内 の 数 字 は 構 成 比(%)を 示 す 。

3.「 行 政 全 般 は 」 平 成5年 度 調 査 に お い て 新 た に 加 え られ た 分 野 で あ る 。

4.調 査 時 点 は い ず れ も4月1日 現 在 で あ る 。

(出 典)都 市 問 題 研 究 「地 方 公 共 団 体 に お け る地 域 情 報 化 施 策 の 現 況 と課 題 」
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デ ー タ ベ ー ス に つ い て み て み る と 、 都 道 府 県 が 構 築 し て い る デ ー タ ベ ー ス 数 は404

(平 成5年 現 在)で あ り、 前 年 度(362)と 比 較 して42(ll.6%)増 加 し て い る 。 こ れ

ら の 利 用 状 況 は 、 庁 内 だ け で 利 用 さ れ る も の が163(40.3%)、 庁 外 の 公 共 施 設 等 で も

利 用 可 能 な も の が145(35.9%)、 一一般 公 衆 端 末 か ら も 利 用 可 能 な も の は96(23.8%)

と な っ て い る 。 一 方 市 区 町 村 の 構 築 し て い る デ ー タ ベ ー ス の う ち 一 般 公 衆 端 末 か ら も

利 用 可 能 な も の は61と な っ て い る 。

ま た パ ソ コ ン 通 信 は 、 全 国 で 総 事 業 数227に の ぼ る 。 主 な サ ー ビ ス 内 容 は 、 電 子 掲 示

板 、 情 報 提 供 、 電 子 メ ー ル 、 電 子 会 議 な ど で あ る。 現 状 の と こ ろ 画 像 通 信 は 少 な い 。

以 下 で は 、 地 方 公 共 団 に お け る 先 行 事 例 を 幾 つ か 概 観 す る こ と に よ り、 地 域 情 報 化

の 背 景 に あ る 地 域 産 業 の 活 性 イヒの 狙 い を 探 っ て 行 き た い 。

3.1.1神 戸 市

神 戸 市 で は 、 平 成6年8月 に 「神 戸 国 際 マ ル チ メ デ ィ ア 文 化 都 市(KIMEC)構 想 」

を 打 ち 出 し て い る 。K工MEC(キ メ ッ ク)は 、 「コ ウ ベ ・イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル ・マ

ル チ メ デ ィ ア ・エ ン タ ー テ イ メ ン ト ・シ テ ィ 」 の 頭 文 字 を 取 っ た も、の で あ る 。 も と も

と は 市 民 生 活 の 利 便 性 ・快 適 性 と 神 戸 の 都 市 魅 力 の 飛 躍 的 な 向 上 を 目 指 し て 、,21世

紀 を 先 取 り し た 都 市 戦 略 と し て 打 ち 出 さ れ た も の で あ る が 、 平 成7年1月 の 阪 神 大 震 災

を 期 に 、 復 興 計 画 の 柱 の 一 つ と し て 位 置 づ け ら れ る こ と と な っ た 。 そ の 背 景 に は 、 構

想 の 核 と な っ て い る 映 像 関 連 事 業 が 神 戸 市 の 新 し い産 業 に 育 ち 、 集 客 や 雇 用 の 拡 大 に

役 立 つ と の 期 待 が 込 め ら れ て い る。 地 場 産 業 の 主 力 で あ る 長 田 地 区 の ケ ミ カ ル 製 造 ・

加 工 業 な ど が 、 円 高 に よ る 苦 境 の さ な か に 大 き な 被 害 を 受 け 、 こ れ ら に 代 わ る 新 た な

産 業 の 創 出 が 急 務 と 強 く認 識 さ れ て い る か ら で あ る。

こ う し た 産 業 振 興 の 面 か ら神 戸 市 の 取 り組 み を み た 場 合 、 特 に 注 目す べ き は イ ン タ

ー ネ ッ ト網 を 活 用 し た 情 報 発 信 事 業 で あ る 。 神 戸 市 で は 全 国 自 治 体 に 先 駆 け て 、 平 成

6年10月 か ら ホ ー ム ペ ー ジ を 設 け 復 興 状 況 等 の 情 報 発 信 を 行 っ て い る が 、 こ の 市 の ホ ー

ム ペ ー ジ の 中 に 設 け た ビ ジ ネ ス 用 ネ ッ トを 通 じ て 市 内 企 業 が 格 安 で イ ン タ ー ネ ッ トに

接 続 で き る サ ー ビ ス の 提 供 を 行 っ て い る 。 運 営 を 行 っ て い る の は 神 戸 市 と 神 戸 大 学 、

市 内 の 企 業 で 設 立 さ れ た 「神 戸 マ ル チ メ デ ィ ア ・イ ン タ ー ネ ッ ト協 議 会 」 で あ る。 通

常 は 月 額20万 円 か ら か か る 接 続 回 線 使 用 料 が 、 当 協 議 会 に 入 会 す る こ と に よ り 市 の 援

助 に よ っ て 月 額2万5000円(入 会 時10万 円)で 神 戸 市 ホ ー ム ペ ー ジ 上 の 「神 戸 の 産 業 」

に お い て 情 報 発 信 が 可 能 と な っ て い る。

3.1.2富 山 県

富 山 県、 お よ び 県 内 の 企 業 、 団体 の 出 資 に よ る 第3セ ク タ ー 「富 山 県 総 合 情 報 セ ン

ター 」 が 平 成4年 に 設 立 され て い る。 富 山 県 総 合 情 報 セ ン タ ー は 、 頭 脳 立 地 法(地 域 産

業 の 高 度 化 に 寄 与 す る特 定 事 業 の 集 積 促 進 に 関す る法 律)の 指 定 を 受 け 、 そ の 中核 的

推 進 機 関 と して 設 立 さ れ た第3セ ク タ ー で あ り、 富 山 市 内 に 県 の 情 報 拠 点 と して 情 報
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ビル を 整 備 して い る 。 当 ビル に はNEC、 イ ン テ ッ ク な ど を は じ め と す る 情 報 関 連 分

野 の 企 業 や 機 関 が 集 積 して お り、 平 成7年6月 に は 新 た に 設 立 さ れ た 「マ ル チ メ デ ィ ア

情 報 セ ン タ ー 」 も入 居 して い る 。

マ ル チ メ デ ィ ア 情 報 セ ン タ ー 整 備 の 主 な 目 的 は 、 コ ン ピ ュ ー タ や 通 信 機 器 、 家 電 な

ど の 機 能 を 統 合 し た マ ル チ メ デ ィ ア 産 業 の 育 成 、 地 元 企 業 へ の マ ル チ メ デ ィ ア の 利 用

拡 大 な ど を 図 る こ と で あ る。 企 業 の マ ル チ メ デ ィ ア 導 入 や 応 用 へ の コ ン サ ル テ ィ ン グ

活 動 を 行 う た め の コ ン サ ル 室 や 、 映 像 、 音 声 、 コ ン ピ ュ ー タ グ ラ フ ィ ッ ク ス(CG)

な ど を 駆 使 し マ ル チ メ デ ィ ア ソ フ トを 制 作 す る ソ フ ト制 作 室 、CG制 作 室 な ど を 有 し

て お り、 地 元 企 業 が 自社 製 品 のPRソ フ トを 作 成 した り マ ル チ メ デ ィ ア を 使 っ た サ ー

ビ ス の 高 付 加 価 値 化 を 支 援 す る と と も に 、CD-ROMな ど の ソ フ ト制 作 者 育 成 に よ

る 新 た な マ ル チ メ デ ィ ア 産 業 の 掘 り 起 こ し を 狙 っ て い る 。 同 セ ン タ ー へ の 来 訪 者 数 は

オ ー プ ン以 来 年 内 に 千 人 に 達 す る 見 込 み で あ り、 そ の8割 は 製 造 業 を 中 心 と し た 企 業 の

人 達 と の こ と で あ る。

富 山 県 で は こ の よ う な 情 報 拠 点 の 整 備 が 着 々 と 進 ん で い る もの の 、 今 後 の 課 題 は そ

れ ぞ れ の 機 関 が 並 立 し た シ ス テ ム で 情 報 を 提 供 し て い る 状 況 を い か に ネ ッ トワ ー ク 化

さ せ て い く か で あ る。 そ こ で 地 域 ネ ッ ト ワ ー ク 化 へ の 中 核 組 織 と な る 「富 山 イ ン タ ー

ネ ッ ト協 議 会(TRITON)」 が 設 立 さ れ た 。 イ ン テ ッ ク、 北 陸 電 力 な ど の 地 元 民

間 企 業 と 県 、 県 立 大 学 な ど で 組 織 さ れ て お り、 イ ン タ ー ネ ッ トを 活 用 し て 地 域 の ネ ッ

トワ ー ク 化 、 地 域 内 外 の 情 報 交 流 を 促 進 し、 「ひ と の ネ ッ ト ワ ー ク 」 を 形 成 し て 行 く

な ど 、 学 術 ・研 究 用 途 に 限 ら ず 商 用 も 含 め 幅 広 い 利 用 を 行 っ て い く こ と を 目 的 と し て

い る。 県 で は 今 年 度 予 算 で 機 器 ,整 備 費 用3,400万 円 の 他 、 今 後3年 間 程 度 を 目 処 と し て

年 間 運 営 費850万 円 程 度 を 補 助 し て い く 予 定 で あ る 。TRITONで は 、 イ ン タ ー ネ ッ

トを 通 じて 世 界 へ 地 域 の 情 報 を 発 信 し て い く 試 み が 産 学 官 共 同 で 研 究 が な さ れ て お り、

伝 統 工 芸 品 「高 岡 銅 器 」 を バ ー チ ャ ル リ ア リテ ィ の 手 法 を 利 用 して 情 報 発 信 す る 試 み

な ど 、 地 域 の 中 小 企 業 に と っ て の 市 場 活 性 化 策 と して 注 目 さ れ て い る 。

3.1.3神 奈 川 県

(1)ケ イ ネ ッ ト

株 式 会 社 ケ イ ネ ッ トは 、 神 奈 川 県 お よ び 県 内各 市 町村 、 民 間企 業71社 で 構 成 さ れ る

県 の 第3セ ク タ ー で あ り、 地 域 パ ソ コ ン通 信 サ ー ビス事 業 者 と して 平 成2年10月 に 設 立

され た。 設 立 の 目的 は、 ① 県 民生 活 の 情 報 化 支 援(情 報 化 社 会 の 到 来 を に らみ 県 民 生

活 の 情 報化 を支 援 し、 基 盤 整 備 を 促 進 す る)、 ② 県 内企 業 の 情 報 化 支 援 、 を 二 本 柱 と

して い る。

事 業 内容 の特 徴 と して は 、 県 内 に9カ 所 の ア クセ ス ポ イ ン トを 設 置 す る こ と に よ り県

内 は 全 て 同一 料 金 と して い る 点 に あ る。 ま た 自治 体 主 導 の 情 報 提 供 サニ ビス 事 業 と し

て は 日本 一 の メニ ュー 数 を誇 っ て お り、 行 政 情 報 の ほ か、 浜 銀 総 研 の デ ー タベ ー ス と

ゲ ー トウ ェ イ接 続 す る こ とに よ り、 産 業 情 報 、 経 済 情 報 等 の 情 報 提 供 サ ー ビス を行 っ
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て い る 。 平 成7年 度 に は シ ス テ ム の 再 構 築 の 検 討 を 進 め 、 平 成8年 以 降 は イ ン タ ー ネ ッ

ト接 続 サ ー ビ ス を は じめ る な ど 、 パ ソ コ ン通 信 事 業 者 と し て は い ち 早 く画 像 通 信 を 取

り込 ん で い く予 定 で あ る 。 全 国 に 先 行 した 基 盤 整 備 へ の 取 り 組 み と して 注 目 さ れ て ・い

る が 、 今 後 は 情 報 化 社 会 の 到 来 を 待 ち っ つ 、 地 域 情 報 、 生 活 情 報 の 蓄 積 に 努 め 、 地 域

に 根 付 い た 且 つ グ ロ ー バ ル な ネ ッ トワ ー ク の 構 築 を 目 指 し て い る 。

中 小 企 業 支 援 に つ い て は 、 横 浜 ・神 奈 川 総 合 情 報 セ ン タ ー(通 称 は ア イ リ ス)の 中

小 企 業 地 ±或情 報 セ ン タ ー と ゲ ー トウ ェ イ 接 続 に よ り情 報 交 流 を 行 っ て い る 。 ま た 、 中

小 企 業 向 け に グ ル ー プ ウ ェ ア の シ ス テ ム を 構 築 しサ ー ビ ス 提 供 す る こ と に よ り、 自 前

で は 構 築 しが た い 企 業 で も 初 期 投 資 の 負 担 な く導 入 す る こ と が 可 能 と な っ て い る 。・

「中 小 企 業 の 大 半 は 零 細 企 業 で あ り、 パ ソ コ ン も導 入 さ れ て い な い と こ ろ が 多 い 。 ま

た 資 金 力 が 乏 しい う え 社 内 に 人 材 が い な い こ と も あ り情 報 化 へ の 取 り組 み は 遅 れ が ち

で あ る。 高 齢 者 ほ ど キ ー ボ ー ドに 触 る の に 抵 抗 が あ る が 、 ウ イ ン ドウ ズ 等 に 代 表 さ れ

る よ う に ソ フ ト面 な ら び に ハ ー ド面 で も 扱 い や す くな っ て き て お り、 今 後3年 間 程 度 で

大 き く時 代 が 変 わ っ て い こ う。 地 域 が そ の 波 に 乗 り遅 れ る こ と の な い よ う、 当 社 も セ

ミ ナ ー 開 催 等 を 通 じ て 普 及 活 動 を 熱 心 に 続 け て い く。 」 方 針 で あ る 。

(2)通 信 放 送 機 構 に よ る マ ル チ メ デ ィ ア実 験 ～情 報 交 換 で産 業 創 出 ～

郵 政 省 の 外 郭 団 体 で あ る通 信 放 送 機 構 は 、96年4月 か ら川 崎 市 で3年 間 に わ た るマ ル

チ メ デ ィ ア 通 信 シ ス テ ム の 実 験 を 始 め る予 定 で あ る。95年 度 中 に 市 内 企 業 や 行 政、 教

育 機 関 な ど を 結 ぶ 通 信 網 を 構 築 し、 産 業 デ ー タ ベ ー ス や 企 業 間 の 情 報 伝 達 に利 用 す る

ほ か 、 金 型 と コ ン ピ ュー タ の 技 術 を身 に 着 け た技 術 者 を養 成 す る 「金 型 大 学 」 を 開講

す る な ど、 地 元 産 業 の 空 洞 化 に 対 応 し、 新 産 業 の 創 出や 高 度 化 に つ な げ るの が 狙 い で

あ る。

同 シ ス テ ム の 名 称 は 「通 信 放 送 機 構 か わ さ き リサ ー チ セ ンタ ー(仮 称)」 で あ り、

市 北 部 の 新 百 合 トウ ェ ンテ ィ ワ ン ビル と南 部 の川 崎 市 産 業 振 興 会 館 を 核 に、 研 究 開発

拠 点 の か な が わ サ イ エ ンス パ ー ク(KSP)や 市 立川 崎 総 合 科 学 高 校 、 市 内企 業 な ど

を 含 め た情 報 ネ ッ トワー クを 構 築 す 他 、 イ ンタ ー ネ ッ トを 通 じて ア メ リカ の 情 報 産 業

集 積 地 で あ る シ リコ ンバ レー との 交 流 も図 る考 え で あ る。

リサ ー チ セ ンタ ー で は 、 企 業 間 の 情 報 交 換 を軸 に した技 術 の共 同 開 発 や 技 術 者 の 交

流 、 情 報 ネ ッ トワー クを 介 した 受 発 注 シ ステ ム の検 討 な どに 取 り組 み 、 新 産 業 の 創 出

に つ な げ る事 業 に 取 り組 む。 ま た 金 型 の 技 術 者 を 対象 に した 通 信 教 育 シ ス テ ム 「金 型

イ ン ス テ ィ チ ュ ー ト」 で は、 総 合 科 学 高 校 を拠 点 にCAD(コ ン ピ ュー タ を 使 っ た 設

計)シ ス テ ム と 金 型 技 術 を 融 合 させ 、 企 業 の 海 外 移 転 な どで 空 洞 化 の 波 に さ ら され て

い る基 盤 技 術 の 高 度 化 を 図 っ て い く狙 い が あ る。
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3.2公 的 機 関 に よ る デ ー タ ベ ー ス 構 築 事 例

以 上 の よ う に、 全 国 各 地 で 地 域 情 報 化 へ の 取 り組 み が 高 ま っ て い る。 そ の 背 景 に あ

る 目的 の一 つ と して、 産 業 振 興 が 重 要 な課 題 と して認 識 され て い る こ と が 把 握 で き た。

ま た、 地 域 の 産 業 振 興 の 一 つ の 方 策 と して、 当 該 調 査 の テ ー マ と して取 り上 げ た新 規

事 業 創 出支 援 を 睨 ん だ もの もか い ま 見 る こ と が で き た。 以 下 で は、 その よ うな 目的 を

持 つ 代 表 的 な デ ー タ ベ ー ス 構 築 の 事 例 を 調 査 した 。

3.2.1公 的 支 援 施 策 ・制 度 に 関 す る デ ー タ ベ ー ス

(東 北 地 域 創 造 的 企 業 活 動 推 進 協 議 会 に よ る フ ァ ク シ ミ リ情 報 サ ー ビ ス)

【デ ー タ ベ ー ス の 内 容(予 定 を 含 む)】

① 公 的 支 援 施 策 ・制 度 に 関す る情 報

国 ・県 等 の 支 援 施 策 制 度

金 融 機 関 の 制 度 融 資

② 新 規 事 業 支 援 機 関 に 関 す る 情 報

事 業 資 金(融 資、 投 資 、 補 助 金 交 付 、 債 務 保 証 な ど)

技 術 関係(技 術 情 報 提 供 、 技 術 指 導 、 共 同 ・受 託 研 究 な ど)

経 営 管 理(経 営 診 断 、 経 営 指 導 、 経 営 管 理 、 税 務 相 談 、 法 律 相 談 な ど)

市 場 開拓(販 路 拡 大 、 海 外 取 引 な ど)

人 材 関係(人 材 確 保 、 セ ミナ ー ・研 修 な ど)

特 許 関係(知 的 所 有 権 な ど)

そ の 他(設 備 貸 与 、 オ フ ィス 貸 与 な ど)

③ セ ミナ ー 等 新 規 事 業 支 援 企 画 、 行 事 、 イベ ン ト開 催 に 関 す る 情 報 一

④ ベ ンチ ャー 成 功 事 例 等 に 関 す る 情 報

⑤ 東 北 域 内 の 主 な イ ン キ ュ ベ ー ト施 設 、 工 業 団 地 一 覧 等

【サ ー ビ ス 提 供 形 態 】

①TREEFAX

FAXの オ ン ラ イ ン フ ッ ク を 使 っ て の フ ァ ク シ ミ リ情 報 サ ー ビ ス

上 記 デ ー タ ベ ー ス の 情 報 をFAXで 引 き 出 す こ と が で き る

②TREEレ タ ー

会 員 に 様 々な 情 報 をFAXで 配 布 す る(い わ ゆ る 協 議 会 ニ ュ ー ス)

内容 は 、 通 産 の 新 施 策 の 紹 介 や イ ベ ン ト案 内 な ど

③TREEネ ッ ト

ノeソ コ ン 通 信(BBS)

TREEFAXとTREEレ ターの 内 容 を 兼 ね る ほ か 、

※ 上 記 サ ー ビ ス は 基 本 的 に 会 員 サ ー ビ ス で あ る。 入 会 金 は 無 料,,

ま た 、TREEFAXは フ ァ ク シ ミ リ を 持 つ 人 で あ れ ば 誰 で も 利 用 可 能 。

平 成7年!1月 現 在 、 サ ー ビ ス を 開 始 して い る メ ニ ュ ー は 上 記 の 内 の 一 部 で あ る 。

次 項 以 下 にTREEFAXの 案 内 及 び 一 例(VEC:研 究 開 発 型 企 業 債 務 保 証)を

示 す 。
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牟TREE
FAX

東北ベンチャーランド協議会のファクシミリ情報サービス B。xN・.[〔==コ

メ イ ソ メ ニ ュー 情報制作:95/10/02

情報内容のメインメニュー

情報番号

1001#

1101#

1201#

1301#

1401#

1501#

1601#

1701#

1002#

1003#

1004#

大 項 目

全国の新規事業支援施策

青森県の新規事業支援施策

岩手県の新規事業支援施策

宮城県の新規事業支援施策

秋田県の新規事業支援施策

山形県の新規事業支援施策

福島県の新規事業支援施策

新潟県の新規事業支援施策

相談窓口リスト

セミナ一等イベント案内

ベンチャービジネス成功事例の紹介等

(10月2日 から運用開始)

(10月2日 から運用開始)

(IO月2日 から運用開始)

(10月2日 か ら運用開始)

(10月2日 か ら運用開始)

(IO月2日 から運用開始)

(10月2日 から運用開始)

(IO月2日 から運用開始)

(構築中)

(構築中)

(構築中)

「 一 一 一 一 一 一 ー

I

lTREEFAXへ のアクセスは下記の方法で
1

川.≒ ㌘ 竃 違 謬 隠 隠 ㌻1こ電話をかけ
l

l2.音 声ガイ ドに従って噸 号と#(シ ャープ)を 押 しgy・

l

i3.鷺;;㌶ 蒜籔 ㌫㌶1籔 工慧
;
L_______

※ デ ー タ は 全 て 平 成7年9月15日 現 在 の も の 。

一 一 ■ 一 一"一 ■ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 「

l

I

l

I

l

I

l

I

l

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1
-一 一 一 一 一 一 一 一 一 一_____ ____一__」
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フ ァ ク シ ミ リ情 報 の サ ー ビ ス例(1/2)

東 北 ベ ンチ ャー ラ ン ド協 議会 の ファ クシ ミ リ情 報 サ ー ビス B・・N・・[1亘=コ

施策名VEC 型正 ベ ン チ ャー ビ ジ ネ ス

制度 口 融'口 出 口 補助金 図 債務保証 口 説 口 その他

その他 支援制度

担当窓口(部 署、氏名)VEC 財団法人 ベ ンチャーエ ンタープライズ 業務部

担 当 窓 口(TEL)03'3545'4081 担 当 窓 口(FAX)03・3545・4089

対象事業

対象段 階 ロ シース研究 図 技術開発 口 業化

対象者

対象業種

対象経費
"な ζの研

限度額(万 円)

期間(年)匡================コ 据置期間(年)露匡一
保 証人 原則 として必要(原 則 として代表取締役。第3者 保証人は不要。)

利率(%)

保証料(%)一一
保証率巨=======コ 補助率[========コ申込期日璽⊆一審査期間[一
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フ ァクシ ミリ情報のサー ビス例(2/2)

そ の他 条 件 借入 の20%VEC._証 分 の ・保証人については借入 の

金利 ① 金利(固 定)=長 期 プライムレー ト×1/2+1.125%

② 借入先金融機関の約定金利(変 動or固 定)

① の場合の保証料は2%

②の場合の保証料 は2%以 下

成功報酬 制度有

保証の対象になったプロジェク トが成功 した場合、保証決定時に別途結んだ契約 により、

当初保証金額の5～50%の 範囲でボーナスをいただきます。成功の認定基準、納付金額 な

どは保証時 に話 し合いの上決定 します ので、無理 なご負担 をおかけす ることはあ りませ ん。

提出書類(様式数)[=⊆[三型==================二==================コ

予算額(7年 度)防 円[======コ 実績額(6年 度)11SS,278

予算件数(7年 度)「

実績(企 業名)

1実 績額(5年 度)92.888

特許の取扱い

手続 き

1実績件数(6年 度)[2三=====コ 実績件数(5年 度)[亘=====三 三=一寸

フロー図

1.事 前打診(企 業一金融機 関→VEC)
→2 .本 申請書(企 業一金融機 関→VEC)
→3 .審 査委員会
一4 .VEC保 証付 融資実行

備 考 ・のための

審査のポイン ト ①新規性(差 別化 ・競争力 を持つプロジェク ト、既存の商品 ・サー ビスと
の明確 な比較が必要。)

② 市場性 ・高品性

③企業内容、事業遂行能力

④ その他資金使途の適否など
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【協 議 会 の概 要 】

■ 東 北 地 域 創 造 的 企 業 活 動 推 進 協 議 会(東 北 ベ ン チ ャ ー ラ ン ド協 議 会)事 務 局

住 所:〒980宮 城 県 仙 台 市 大 町2-15-29大 町 電 力 ビル6F

連 絡 先:TELO22-225-8561FAXO22-262-7055

人 員:4名

■ 協 議 会 概 要

・目 的:東 北 地 域 を 新 た な 事 業 活 動 を 次 々 と 輩 出 し、 日本 経 済 を リ ー ドす る

活 力 あ る 地 域 経 済 社 会 と す る こ と を 目 的 と す る。

・設 立 経 緯:

平 成7年2月 発 起 人 総 会:総 会 に 賛 同 す る208団 体 が 発 起 人 と し て 参 加

平 成7年4月 設 立 総 会:協 議 会 の 規 約 承 認 、 活 動 内 容 ・費 用 負 担 に つ い て

検 討 し、 「東 北 地 域 創 造 的 企 業 活 動 推 進 協 議 会 宣 言 」 を 採 択
・事 業 内 容:企 業 家 精 神 高 揚 の た め の 産 業 界 が 一 体 と な っ た 地 域 運 動(ベ ン チ ャ

ー ラ ン ド運 動)の 推 進 、 な ら び に 東 北 地 域 独 自 の 新 規 事 業 創 出 の た め

の 方 策 の 検 討 。

・会 員:本 協 議 会 の 目 的 に 賛 同 す る 法 人 、 団 体 お よ び 個 人 、 会 費 無 料 、

会 員 数997(平 成7年9月 現 在)

【現 状 と課 題 】

東 北 地 域 の製 造 業 は 企 業 誘 致 に よ り活 性 化 して き た。 従 っ て 円 高 や長 引 く経 済 不 況

の 影 響 も受 け や す く、 昨 今 の リス トラ(人 件 費 の 削 減)等 に よ り経 済 の 落 ち込 み が 大

き くな って い る。 そ れ で も新 鋭 工 場 が 多 い た め、 他 地 域(北 陸 、 中部 、 東 海 な ど)に

比 較 す る と多 少 優 位 か と も思 わ れ るが 、 対 海 外 とな る と コス ト面 で は や は り厳 しい 状

況 に あ る。 海 外 部 品 の 輸 入 増 に よ る下 請 へ の 影 響 も懸 念 され て い る。.

そ こで 東 北 経 済 連 合 会 、 東 北 産 業 活 性 化 セ ンタ ー 、 通 産 省 な どが 協 力 して、 平 成5年

か ら製 造 業 に 関 す る検 討 調 査 を 重 ね て き て い る。 大 田 区 を 手 本 とす る 受 け皿1の 設 立 や

地 元 ネ ッ トワー クの 形 成、 さ ら に は 対 ア ジ ア な ど と の 地 域 間 ネ ッ トワー ク に よ る技 術

交 流 な どの 提 案 が な さ れ た。 結 論 的 に は、 今 あ る企 業 を 地 域 の リー デ ィ ン グ カ ンパ ニ

ー に育 て上 げ る こ とが 課 題 とな ろ う。 そ の よ うな 時期 、 新 規 事 業 創 出 の 必 要 性 も求 め

られ は じめ た の で あ る。

そ こ で各 機 関 ・各 部 門 が 個 別 に 取 り組 む よ り、 一 丸 と な って シ ス テ ムづ く りを して

い く方 針 が ま と ま り、 平 成6年 末 か ら通 産 省 、 各 県 の 商 工 会 議 所 、 関 連 機 関 な ど が 協 力

して起 業 化 支 援 団 体(協 議 会)を 設 立 させ る運 び とな っ た。 それ が 東 北 ベ ンチ ャー ラ

ン ド協議 会 で あ る。 活 動 方 針 は、 ① 情 報 支 援 、 ② 普 及 啓 蒙 、 ③ 相 談 活 動 で あ り、 中 小

企 業 が 集 め 難 く情 報 を 提 供 した り、 他 で は あ ま り取 り組 ま れ て い な い こ とを 実 施 して

い く方 針 で あ る。 ベ ンチ ャー 企 業 交 流 会 や 奨 励 金 を つ け た事 業 企 画 募 集 、 情 報 ネ ッ ト

ワー ク の構 築 な どの 事 業 案 も 提 案 され て い る。

現 在 先 行 して 行 って い る事 業 は 、 ①TREEFAX、 ②TREEレ ター 、 ③TREEネ

ッ トと よ ば れ る三 つ の 情 報 施 策 で あ る。

TREEFAXは 、FAXの オ ンラ イ ン フ ック を 使 っ た フ ァク シ ミ リ情 報 提 供 サ ー
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ビ ス で あ り、 情 報 の 内 容 は 、 ① 国 や 県 の 新 規 事 業 支 援 施 策 、 ② 相 談 窓 口 リ ス ト、 ③ セ

ミナ ー 等 イ ベ ン ト案 内 、 ④ ベ ン チ ャ ー ビ ジ ネ ス 成 功 事 例 の 紹 介 で あ る 。 当 初 は ① の 施

策 だ け で あ る が 、1施 策 に つ き2ペ ー ジ 、 全 部 でIOO施 策 程 度 、 メ ニ ュ ー 等 を 含 め る と

150情 報 程 度 に な っ て い る 。 シ ス テ ム の ホ ス トは 、ICR(東 北 イ ン テ リ ジ ェ ン トコ ス

モ ス 学 術 機 構 に お け る イ ン キ ュ ベ ー ト施 設:仙 台)内 に 入 居 し て い る 情 報 関 連 企 業 に

設 置 ・運 営 委 託 に よ り 行 っ て い る 。 課 題 はFAXで 流 す た め に ビ ッ トマ ッ プ デ ー タ に

変 換 す る 必 要 が あ る 点 で あ る。

TREEレ タ ー は 、 会 員 に 様 々 な 情 報 をFAXで 配 布 す る も の で あ る 。 会 議 内 容 や

通 産 の 新 施 策 の 紹 介 、 イ ベ ン ト案 内 な ど 、 協 議 会 の ニ ュ ー ス と し て 配 布 し て い る 。

TREEネ ッ トは 、 会 員 同 士 の パ ソ コ ン通 信 ネ ッ ト ワ ー ク で あ る 。 事 務 局 が 出 来 る

前 か ら マ ッ キ ン トッ シ ュ を 使 っ た ネ ッ ト ワ ー ク 作 りが 始 ま っ て い る が 、Windows

の 普 及 と イ ン タ ー ネ ッ トの 利 用 を 可 能 と す る た め 、 現 在 再 検 討 に 入 っ て い る。

利 用 状 況 は 、 開 始 し て か ら1か 月 半 で320件 の ア ク セ ス が あ る,、 多 い と き で ユ 日20件

程 度 、 通 常 で も10件 程 度 の ア ク セ ス が あ り、 あ る 程 度 の 意 義 が 認 め ら れ つ つ あ る。 そ

こ で 引 き 続 き 第 ニ ス チ ップ と して 、 東 北 地 方 の あ ら ゆ る 相 談 窓 口 を デ ー タ ベ ー ス 化 す

る 準 備 に と り か か っ て い る。 現 在 ど ん な 相 談 を 受 け 付 け て い る と か 、 ど ん な 情 報 を 持

っ て い る か 等 を ア ン ケ ー トを 実 施 して 情 報 を 集 め て い る 状 況 で あ る。 ま た 会 員 情 報 に

つ い て は 、 証 券 会 社 な ど か ら の 紹 介 問 い 合 わ せ が 多 い こ と か ら ニ ー ズ は 強 い と 感 じ ら

れ る。

他 機 関 と の 協 力 体 制 や ネ ッ ト ワ ー ク 構 築 の 意 向 に つ い て は 、 前 向 き に 取 り組 ん で い

る 。 東 北 イ ン テ リ ジ ェ ン トコ ス モ ス を は じめVECと の 交 流 も 図 ら れ て い る 。
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3.2.2大 田 区 企 業 デ ー タ ベ ー ス

(大 田 区 の 第 三 セ ク タ ー;(株)オ ー ネ ッ トの 提 供 す る パ ソ コ ン 通 信 サ ー ビ ス)

【デ ー タ ベ ー ス の 内 容 】

〈企 業 デ ー タ ベ ー ス 〉

大 田 区 役 所 が 調 査 し た 区 内 製 造 業 約7,000社 の プ ロ フ ィ ー ル を 収 録 して い る

〔フ ァ イ ル デ ー タ 〕 収 録 件 数:約7,000社

更 新 頻 度:一 年 に1/3を 更 新(全 件 更 新 に3年)

そ の 他 〈大 田 区 受 発 注 情 報 〉

〈 電 子 掲 示 板 〉

〈 電 子 メ ー ル 〉

〈 大 田 区 情 報 〉

〈CUG:閉 域 ネ ッ トワ ー ク サ ー ビ ス(ClosedUserGroup)〉

※ 以 下 、 基 本 的 に は.ヒ 記 の 「企 業 デ ー タ ベ ー ス 」 に つ い て の み 概 観 す る 。

【サ ー ビ ス 提 供 形 態 】

① オ ー ネ ッ ト特 別 会 員 に よ る 利 用

・パ ソ コ ン通 信 サ ー ビ ス 、 オ ー ネ ッ トに 入 会 し、 パ ソ コ ン 通 信 に よ り デ ー

タ ベ ー ス を 検 索 す る 。

・会 費 は 、 一 般 会 員 は 無 料 、 企 業 デ ー タ ベ ー ス を 利 用 で き る 特 別 会 員 は

1,000円/月 で あ る 。、

② ゲ ー トウ ェ イ
・H7年11月 、G-Searchと ゲ ー ト ウ ェ イ 接 続 。 利 用 料 金 は90円/分 。

ま た こ れ に よ り、NIFTYServeを 経 由 し て の 利 用 も 可 能 と な っ

た 。 利 用 料 金 は 基 本 料 金 の 他 、100円/分 。

③ 検 索 項 目

1.企 業 名2.所 在 地3.業 種

4.会 社 規 模 別(従 業 員 規 模,資 本 金 規 模)

5.業 態(製 品 メ ー カ,部 品 メ ー カ,加 工 業)

6.技 術7.素 材8.設 備

9.求 人10.交 流

次 項 に、NIFTYServeを 経 由 し て 入 手 で き る 【大 田 区 企 業 情 報(製 造 業 編)】

の サ ンプ ル デ ー タ を 示 す 。
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〈 サ ン プ ル デ ー タ 〉

《○ ○ ○ ○ ○ 株 式 会 社 》

【住 所 】 〒143大 田 区 中 央 ⊂)〇 一 〇 ⊂)一 〇 〇

【代 表 者 】 ○ ○ ○ ○ 【電 話FA・X】03-1234-567803-1234-5678

【創 業 年 】1900【 資 本 金 】1000【 業 不重】

【敷 地 面 積 】700【 工 業 敷 地 】900

【所 属 団 体 】 大 森 工 場 協 会/大 田 区 産 業 会 館 出 品 者 協 議 会/(社)計 測 自 動 制 御

学 会

【従 業 員 】25人 ・・ 一 一

(求 む 人 材)大 卒/高 卒/専 門 学 校 卒/中 途 採 用/パ ー ト

(求 む 職 種)作 業 者/開 発 ・設 計/営 業 ・事 務

【仕 入 地 域 】 大 田 区/区 周 辺/首 都 圏

【得 意 地 域 】 区 周 辺/首 都 圏/国 内
、 一

【外 注 地 域 】 大 田 区/区 周 辺

【得 意 先 名 】 シ リ コ ニ ッ ト高 熱 工 業(株)/関 東 冶 金 工 業(株)/京 浜 工 事(株

)/富 士 電 機 製 造(株)/東 海 高 熱 工 業(株)/日 本 カ ー ボ ン(株)/眞 空 理

工(株)/(株)富 士 化 工 機/三 和 電 炉(株)/東 芝(株)/他250社

【事 業 形 態 】 多 品 種 少 量

【タト柱 上ヒ率 】10～30%

【得 意 分 野 】 大 電 流 用 切 替 ス イ ッ チ(60A～2000A)、 大 電 流 用 乾 式 変 圧

器(5000A、50Vク ラ ス)

電 気 炉 用 温 度 、 制 御 、 監 視 装 置 、 搬 送 装 置 、 制 御 、 監 視 配 電 盤

【製 造 技 術 】 板 金/溶 接/プ リ ン ト基 盤/組 立/配 線

【取 扱 素 材 】 炭 素 鋼/銅/ア ル ミニ ウ ム/銀/真 鍮/プ ラ ス チ ッ ク/そ の 他 化 学

製 品/木 ・紙

【規 格 精 度 】 組 立JIS規 格 を 余 裕 を も っ て ク リ ア ー す る ス イ ッ チ 、 乾 式 変 圧

器 の 設 計 製 作,配 線 電 気 炉 に 関 連 す る 温 度 、 搬 送 な ど の 制 御 ・監 視 盤 の 設 計

及 び 製 作,溶 接 銅 バ ー の ロ ー 付 加 工 に よ る 大 形 コ イ ル の 製 作

【主 な 設 備 】 シ ャ ー リ ン グ(1)[ア マ ダ]3.2×2700/ベ ン ダ ー(1)

[ア マ ダ]80ton/コ ー ナ ー シ ャ ー(1)[ア マ ダ コCS220!/ニ ブ

リ ン グ マ シ ン(1)[プ ル マ ッ ク ス コ2.2kw/セ ー バ ー(1)[日 伸]2

2kwス トロ ー ク700

【研 究 開 発 】 有 り

【開 発 分 野 】 大 電 流 用 ス イ ッチ

半 導 体 を 用 い た 制 御 装 置 設 計 ・試 作 、 各 種 計 算 機 の ソ フ トウ エ ア 設 計

(共 同 研 究)(製 品 開 発 ・販 売)(共 同 受 注)(情 報 交 換 ・研 修)

希 望 す る

【希 望 内 容 】 電 子 部 品 、 プ リ ン ト基 板 組 み 立 、 試 験

【自 己PR】 当 社 は 電 気 炉 と そ の 周 辺 の 搬 送 装 置 な ど の 自 動 制 御 を 行 ふ 配 電 盤 を

設 計 ・製 作 して い る 会 社 で す 。 常 に 新 技 術 の 研 究 と 生 産 技 術 の 向 上 に つ と め て

お り、 毎 年 、 数 件 つ つ の 特 許 や 実 用 新 案 を 取 得 して い ま す 。 下 記 の 様 な 自 社 開

発 の 制 御 ユ ニ ッ トを 配 電 盤 に 組 み 込 ん で お り ま す 。(1)変 圧 器 用 タ ッ プ 切 替

ス イ ッ チ(英 、 米 、 佛 、 独 、 伊 、 加 、 日 の 特 許 取 得)(2)サ イ リス タ 式 電 力

調 節 器(USA特 許 取 得 、 日本 出 願 中)(3)5000A/50Vク ラ ス のH

種 乾 式 変 圧 器(二 次 コ イ ルC種 絶 縁)(4)交 流 実 効 値 変 換 器 ・断 線 警 報 器 ・

半 導 体 な ど 電 子 部 品 応 用 の 各 種 制 御 装 置 。
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【会 社 の概 要 】

■ 株 式 会 社 オ ー ネ ッ ト

住 所:〒146東 京 都 大 田 区 下 丸 子3-1-15NTT矢 口 ビ ル

連 絡 先:TELO3-5482-151/FAXO3-5482-1515

■ 会 社 概 要

M:平 成2年8月20El

資 本 金:1億5000万 円

社 貝:8名

■ 設 立 目 的

① 地 域 の 情 報 化 … 情 報 通 信 基 盤 の 整 備 を 促 進 す る

② 中 小 企 業 支 援 … 大 田 区 は 中 小 製 造 業 の 集 積 が 非 常 に 高 い が 、 情 報 化 は 東 京

23区 の 中 で 一 番 遅 れ て い る と い わ れ て い る 。 産 業 空 洞 化 を 防

止 す る た め 地 域 内 な ら び に 地 域 外 と の 情 報 交 流 を 促 進 す る。

【現 状 と 課 題 】

東 京 商 工 会 議 所 大 田 区 支 部 の 中 の 情 報 化 検 討 グ ル ー プ で 提 案 が な さ れ 、 企 業 に 呼 び

か け て 当 構 想 が ス タ ー ト した 。 大 田 区 の 第3セ ク タ ー で あ る が 、 運 営 面 で は 公 の 色 合

い は 弱 い 。

シ ス テ ム の 構 築 に あ た っ て は 外 部 業 者 に 委 託 した ほ か 、 専 門 の 社 員1人 も1年 間 担 当

に あ た っ て い る 。 デ ー タ の 収 集 に は 、 大 田 区 が3年 間 に 渡 っ て 区 内 企 業7,000社 を 対 象

に ア ン ケ ー ト調 査 を 実 施 し た 。 入 力 は 外 注 作 業 で あ る 。 デ ー タ の 入 力 が 終 わ っ て も様

々 な 問 題 点 が 生 じて お り、 以 前 は 大 学 の 先 生 に お 願 い し て い た が 、 毎 年 の こ と に な る

と 大 学 の 先 生 に 顧 問 と し て お 願 い す る 必 要 が あ る と 考 え ら れ て い る 。

利 用 状 況 は 、 平 成6年4月 よ り新 し い シ ス テ ム が 稼 働 し て い る が 、 会 員 数 、 利 用 者 数

と も に 今 の と こ ろ 少 な い 。 現 在 の メ ニ ュ ー が 受 発 注 目 的 に は 合 っ て い な い と の 指 摘 も

あ り、 メ ニ ュ ー に つ い て の 検 討 が 重 ね ら れ て い る 。

そ こ で 平 成7年11月 に は ジ ー ・サ ー チ と ゲ ー トウ ェ イ 接 続 を し、 外 部 か らの 利 用 者 を

確 保 、 地 域 内 中 小 製 造 業 者 の 受 注 拡 大 に っ な げ た い 考 え で あ る 。 デ ー タ ベ ー ス サ ー ビ

ス 会 社 の ジ ー ・サ ー チ が 展 開 す る パ ソ コ ン 通 信 と 接 続 す る こ と で 、 利 用 対 象 者 を 全 国

の 約150万 人 ま で 拡 大 す る こ と が で き る 。

一44一



3.2.3神 奈 川 県 技 術 情 報 デ ー タ ベ ー ス

神 奈 川 県 技 術 情 報 デ ー タ ベ ー ス(DATIK)は 、 神 奈 川 県 産 業 技 術 総 合 研 究 所 が

提 供 す る デ ー タ ベ ー ス で あ る,,

【デ ー タ ベ ー ス の 内 容 】

1.企 業 技 術 情 報 フ ァ イ ル

3.研 究 設 備 ・機 器 フ ァ イ ル

5.図 書 情 報 フ ァ イ ル

7.産 業 技 術 総 合 研 究 所 か ら の お 知 ら せ

2.科 学 技 術 人 材 フ ァ イ ル

4.研 究 情 報 フ ァ イ ル

6.雑 言志情 報 フ ァ イ ル

【サ ー ビ ス 提 供 形 態 】

① ゲ ー トウ ェ イ

・ケ ー ネ ッ トを 経 由 して 利 用 が 可 能 で あ る(通 信 料 の 他 に 情 報 料10円/1分)

② 検 索 項 目
・企 業 技 術 情 報 で あ れ ば 、 情 報 内 容 全 て の カ テ ゴ リー か ら の 検 索 メ ニ ュ ー が 用

意 さ れ て お り、 業 種 分 類 な ど は 細 分 類 ま で 可 能 で あ る 。

(企 業 技 術 情 報 の 検 索 項 目 ト ッ プ メ ニ ュ ー)

ADD

★Al

★A4

A5

★A6

★Al2

★Al3

Al8

★A26

A31

A33

A39

A42

A46

A55

A56

A64

All8

登 録 番 号

業 種 分 類(コ ード)

事 業 所 名(カ ナ)

事 業 所 名(漢 字)

所 在 市 町 村(]一 ド)

資 本 金

全 事 業 所 従 業 員 数

納 入 先 企 業 名

年 間売 上 額

主 要 製 品 名

外 注 先 企 業 名

提 携 中 の 技 術

提 携 希 望 技 術

技 術 開 発 課 題

得 意 技 術

取 扱 材 料

設 備 機 械 名 称

PR欄

神 奈 川 県 産 業 技 術 総 合 研 究 所 は、 平 成7年4月 に 神 奈 川 県 立 工 業 試 験 所 な ど3機 関 が 改

組 した機 関 で あ り、 県 内 の 産 業 技 術 高 度 化 支 援 の た め の 様 々な 施 策 が 提 供 さ れ て い る。

一45一



3.2.4か な が わ テ ク ノ バ ン ク情 報 提 供 シ ス テ ム

か な が わ テ ク ノ バ ン ク情 報 提 供 シ ス テ ムは 、 財 団 法 人 神 奈 川 高 度 技 術 支 援 財 団(K

TF)が 実 施 す る技 術 市 場 サ ー ビス 事 業 の 一 環 と して 提 供 さ れ て い る。

【デ ー タ ベ ー ス の 内 容 】

〈技 術 移 転 情 報 〉

か な が わ テ ク ノ バ ン ク に登 録 され た 技 術 移 転 情 報(公 開分 の み)で あ る

1.特 許 及 び 付 帯 ノ ウハ ウ2.特 許 以 外 の 工 業 所 有 権

3.工 業 系 著 作 権4.研 究 ニ ー ズ ・シー ズ

5.新 製 品 ・試 作 品 ・その 弛

く新 技 術 情 報 〉

新 技 術 事 業 団(JRDC)が 提 供 す る 国 公 立 試 験 研 究 機 関 等 で生 ま れ た 情 報

く技 術 取 引 情 報 〉

(財)日 本 テ ク ノ マ ー ト(JTM)が 提 供 す る技 術 取 引 情 報

く 図書 情 報>

KTFが 所 蔵 す る 図 書 の 内、 閲 覧 ま た は 貸 出 可 能 な 図 書 の 情 報

【サ ー ビ ス 提 供 形 態 】

① テ ク ノ 情 報 プ ラ ザ で の 利 用
・KTFで は 、 施 設 内 に 特 許 情 報 や 技 術 文 献 な ど の デ ー タ ベ ー ス や 専 門 図 書 資

料 を 揃 え た テ ク ノ 情 報 プ ラ ザ を 設 置 して お り、 そ こ で 専 用 端 末 を 利 用 し て の デ
ー タ ベ ー ス 利 用 が 可 能 で あ る 。

(テ ク ノ 情 報 プ ラ ザ で 利 用 可 能 な デ ー タ ベ ー ス)
・CD-ROM特 許 公 報G-Seach

・PATOLS・ か な が わ テ ク ノ バ ン ク

JOIS・ テ ク ノ マ ー ト情 報

・DATIK・KL-NET

② オ ン ラ イ ン 利 用

・か な が わ テ ク ノ 会 に 入 会(入 会 金:36,000円/年)す る こ と に よ り、 オ ン ラ

イ ン で か つ 通 話 料 以 外 無 料 で の 利 用 が 可 能 に な る。

技 術 移転 情 報 は 、 第1次 、 第2次 、 第3次 情 報 の3つ に 区分 され 提 供 され る。

第1次 情 報 は、 題 名、 要 約 等 の 文 字 情 報 で、 接 続 さ れ た端 末 か ら 自 由 に 検 索 す る こ

とが で き る。 検 索 の 方 法 は、 条 件 検 索、 キ ー ワー ド検 索 の い ず れ も可 能 で あ る。

第2次 情 報 は、 特 許 公 報 や 図 面 な ど技 術 移 転 情 報 の 内 容 を 説 明 す る資 料 で、 画 像 情

報 と して 登 録 され 、 端 末 か らの 指 示 に よ り指 定 す るFAXに 出力 す る こ と が で き る。

第3次 情 報 は 、 商 談 条 件 、 権 利 関係 等 の 文 字 情 報 で、 財 団 窓 口 に お い て利 用 目的 を

確 認 の 上 、 提 供 され 得 る。
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3.3支 援 体 制 構 築 の 検 討

3.3.1情 報 提 供 可 能 性 の 検 討

事 例 調 査 で も 明 らか に な った よ うに、 デ ー タベ ー ス 台 帳 総 覧 で す ら把 握 しき れ な い

ほ ど、 全 国 各 地 に お い て 地 域 独 自の 中小 企 業 の た めの 様 々 な 情 報 提 供 サ ー ビス が 実 施

さ れ て い る。 これ らの 情 報 提 供 サ ー ビ ス は、 地 域 産 業 の 活 性 化 も し くは 中 小 企 業 の 高

度 化 を 主 目的 と して お り、 多 くの 情 報 提 供 者 は 地 方 公 共 団体 や そ の 外 部 機 関(財 団 法

人 ま た は 第3セ ク タ ー 等)、 も し くは 公 共 的 色 彩 の強 い 任 意 団体 等 で あ る。 した が っ

て 収 益 事 業 と して行 って い る わ け で は な い が、 情 報 内容 に よ っ て は 会 員 制 を と り、 会

費 等 に よ り実 費 分 を 賄 っ て い る形 態 が 多 い と思 わ れ る。

こ の 様 な 全 国 各 地 で行 わ れ て い る貴 重 な情 報 収 集 、 情 報 提 供 サ ー ビス も、 独 自の シ

ス テ ム、 独 自の ノ ウハ ウ、 独 自の 活 動 に お い て 実 施 さ れ て い る た め 、 い ず れ の 認 知 度

もあ ま り高 くな く、 利 用 状 況 も良 好 と は い い 難 い。 今 後 よ り一 層 の 普 及 啓 蒙 活 動 が 期

待 され る。

ま た、 こ の よ うな 活 動 の 将 来 性 を 概 観 す る と、 公 的機 関 が 故 に新 た な 投 資 が 不 十 分

で あ っ た り、 か つ 機 器 の 高 度 化 に 合 わ せ タイ ミ ング よ く シス テ ム の 改 良 に 踏 み 切 る こ

と が で き な い な ど、 運 用 面 で の 問 題 点 が 指 摘 され よ う、,次 章 以 降 で 新 た な 情 報 イ ン フ

ラ の 動 き や 当 該 デ ー タ ベ ー ス の シ ス テ ム の概 要 に触 れ るが 、 ネ ッ トワー ク 化 の 時 代 へ

の 流 れ は 急 速 に 早 ま って お り、 対 応 の 遅 れ か ら こ の よ う な貴 重 な情 報 や 活 動 に 対 し中

小 企 業 事 業 団 のSMIRSの よ うな 見直 し論 議 が 持 ち 上 が る 懸 念 も あ る。

そ こ で こ の よ うな 時 期 、 サ イ バ ー モ ール や バ ー チ ャル 的 概 念 を導 入 し、 関連 情 報 提

供 者 が ネ ッ トワ ー ク を 組 み、 一 つ の 窓 口を 設 け て情 報 発 信 を 統 合 ・強 化 す る こ と に よ

って、 非 常 に 効 率 的 か つ 利 用 者 側 に と って も メ リッ トが 多 い 事 業 展 開 が 可 能 に な る と

思 わ れ る。

今 回 の 調 査 で は残 念 な が らそ こ ま で 踏 み 込 ん だ 提案 活 動 は で き な か っ た が 、 一 つ の

方 向 と して 「地 域 情 報 デ ー タ ベ ー ス の デ ー タ ベ ー ス」 を 構 築 す る 方 向性 が 見 え て き た。

ど こ に 居 る 人 は 、 ど こ の 機 関 を 利 用 して、 どの よ うな情 報 が 入 手 可 能 か 、 ま た ど の よ

うな 形 態 で そ の サ ー ビス が 得 られ る か、 とい っ た情 報 を 、 一 つ の 窓 口 と して 情 報 提 供

して い くこ とは 意 義 が あ る と思 わ れ る。 ま た 各 機 関 に お い て も、 普 及 啓 蒙 活 動 の 一 環

と して 効 果 を 確 認 す る た め の 目的 に お い て、 情 報 提供 の 同意 は 容 易 に取 り得 る もの と

思 わ れ る。 た だ しこの 場 合 、 主 な 収 入 源 は コマ ー シ ャル 料 と して 各 情 報 提 供 者 に 求 め

る こ と とな ろ うが 、 多 くを望 む こ とは 不 可 能 で あ る、,

3.3.2ネ ッ トワ ー ク化 の 可 能 性 の 検 討

新 規 事 業 創 出 促 進 の た め の デ ー タ ベ ー ス構 築 に 向け て、 将 来 的 に は 各 地 で 取 り組 ま

れ て い る この よ うな デ ー タベ ー ス の 汎 用 性 と標 準 化 の 推 進 、 広 い ゲ ー トウ ェイ 接 続 に

よ る情 報 の 共 有 と利 用 者 が ま た情 報 の 提 供 者 とな るよ うな 双 方 向 の 情 報 交 流 の 場 を 提
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供 す る こ と を 目 指 し て い る 。 そ の 為 に は 既 存 の 地 域 デ ー タ ベ ー ス と の ネ ッ ト ワ ー ク 化 、

っ ま り 協力 関 係 を 積 極 的 に 推 進 して い く必 要 が あ る,,

しか し現 実 的 に は 、 各 機 関 の 持 つ 情 報 の セ キ ュ リテ ィ の 問 題 、 情 報 共 有 の プ ラ イ バ

シ ー の 問 題 、 責 任 所 在 の 問 題 な ど 、 様 々 な 諸 問 題 が 山 積 み と な っ て い る、,し た が っ て

現 状 直 ぐに そ の よ う な 体 制 の 構 築 を 目 指 す こ と に は 無 理 が あ ろ う。

し た が っ て 、 以 下 の よ う な ス テ ッ プ を 踏 ま え 事 業 を 展 開 し て い く方 向 付 け が 考 え ら

れ よ う。

第1ス テ ップ

第2ス テ ップ

第3ス テ ップ

ギ ブ ・ア ン ド ・テ イ ク の 関 係 の 構 築

独 自情 報 の 充 実 と 各 機 関 の 情 報 発 信

ノ ウハ ウの 販 売 と シス テ ム再 構 築 の 提 案 ・営 業 活 動

情 報 発 信 窓 口の 統 一 の メ リ ッ ト認 知 、 効 果 の 確 認

標 準 化 に 向 け て、 各 機 関 へ の シ ス テ ム 再 構 築 の 働 き か け

ゲ ー トウ ェ イ接 続 、 情 報 の 共 有

3.4今 後 の 課 題 と 対 応 策 の 検 討

統 合 機 関 と して の 意 義 を 発 揮 す る た め に は 、 全 国 各 地 を 網 羅 す る 必 要 が あ り、 少 な

くと も地 方 自治 体 の理 解 の 下 、 今 後 続 々 と設 立 され る ベ ンチ ャー 支 援 財 団 と の 連 携 を

図 る 必 要 が あ る。

しか しそ う した 場 合 に 、 情 報 提 供 者 と して は 公 的色 彩 が 強 くな りが ち で あ り、 民 間

企 業 と して の 収 益 性 を どの よ う に 確 保 す るか が 問 題 と な る。 す くな く と も利 益 重 視 の

事 業 展 開 は 難 し く、 ノ ウハ ウの 蓄 積 お よ び そ こで 得 られ た 情 報 と周 辺 サ ー ビ ス の マ ッ

チ ン グ に お い て 収入 を確 保 して い く方 向 が 考 え られ る。 ま た、 非 収 益 性 の 事 業 部 分 を

VECの よ うな 公 的 事 業 主 体 との 共 同事 業 形 態 とす る こ と、 も し くは委 託 事 業 と して

行 う こ と も検 討 して い く必 要 が あ る。

ま た 先行 投 資 面 で は 、 通 産 省 の ネ ッ トワー ク2!補 助 事 業 な どの 活 用 を 図 り、 少 し

で も 負 担 を 軽 減 す る 方 策 を 図 るべ き で あ る。

以 下 に ネ ッ トワー ク21事 業 の 平 成7年 度 事 業 募 集 案 内 を 示 す 。

情 報 シ ス テ ム 活 用 型 新 規 事 業 創 造 育 成 事 業 _～____～_._,_
一 「ネ ッ ト ワ ー ク ビ ジ ネ ス21」 事 業 一

通 商 産 業 省 情 報 処 理 シ ス テ ム 開 発 課

(1)補 助 の 対 象 と な る 事 業 の 要 件

下 記 の3つ の 形 態 に 属 す る 事 業 で あ っ て 、 国 際 的 ・国 内 的 に み て 何 ら か の 新

規 性 を 有 す る 事 業 を 対 象 とす る 。 な お 実 際 に 事 業 に 供 さ れ る 実 証 事 業 等 を 対 象

と し、 研 究 や 技 術 開 発 の た め の 試 験 等 は 対 象 外 と す る 。
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① 直 接 的 情 報 シ ス テ ム 活 用 事 業

ネ ッ トワー クを 用 い て、 商 品 や情 報 の 製 造 ・調 達 ・販 売 等 の 一 連 の 企 業 活

動 を 行 う新 た な 形 態 の 事 業 。

② 間接 的 情 報 シ ス テ ム 活 用 事 業

ネ ッ トワー クを 活 用 して、 既 存 の 事 業 や顧 客 に 新 た な付 加 価 値 や サ ー ビス

を提 供 し、 新 た な 市 場 を 開 拓 す る 事 業、,

③ 情 報 シ ス テ ム 活 用 事 業 支 援 事 業

ネ ッ トワー クの 維 持 管 理 ・保 守 笥 の 代 行 事業 や 、 ① 及 び ② の 事 業 を 遂 行 す

る た め に 必 要 な 人 材教 育 ・専 用 機 材 提 供 等 の 間 接 的 な 支 援 を 行 う事 業 。

(2)事 業 主 体

民 間 法 人 で あ っ て、 国 ・地 方 公 共 団体 以 外 の事 業 者 を 対 象 と す る。

(3)補 助 率 、 補 助 金 額

① 補 助率 ・上 記(Dの ① 及 び ② の 事 業:50%

・上 記(1)の ③ の 事 業:100%

② 補 助 金 額

補 助 金 額 は 申請 内容 を審 査 の 上 これ を 決 定 し、 あ らか じめ 制 約 を 設 け な い。
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4.新 た な 情 報 イ ン フ ラ の 利 用 と 動 向 把 握

4.1新 た な 情 報 イ ン フ ラ の 整 備 拡 大

昨 今 の通 信 技 術 の飛 躍 的発 展 に よ り、 よ り高 速 で快 適 な 通 信 環 境 を 低 廉 に利 用 す る

こ と が 可 能 と な りつ つ あ る。 もち ろん 今 後 の 更 な る発 展 の た め に は 、 特 に 我 が 国 で は

規 制 緩 和 の 推 進 と通 信 費 用 の 低 額 化 が 不 可 欠 で あ る。

我 が 国 で は、 電 気 通 信 産 業 は 生 活 必 需 の サ ー ビス を 膨 大 な 固 定 資 産 に よ り不 断 に 提

供 す る必要 性 が あ る こ と か ら、 公 益 事 業 性 に 基 づ い て 法 的 独 占を 認 め る と と も に、 そ

の 代 わ り料 金 や サ ー ビ ス が 長 期 に わ た っ て規 制 され て き た。 と こ ろ が 電話 以 外 に もデ

ー タ通 信 や フ ァ ク シ ミ リな どの 電 話 以 外 へ の 需 要 の 多 様 化 と光 フ ァ イバ ー や 衛 星 通 信

な ど の 技術 革 新 に よ っ て新 規 参 入 が 容 易 に な り、 自然 独 占性 の論 理 が 大 幅 に後 退 し た

こ と か ら、 独 占の 弊 害 を 除去 し、 民 間 の 活力 に よ る市 場 の 活 性 化 を 図 る た め、 競 争 導

入 ・自 由化 や規 制 緩 和 ・撤 廃 、 公 経 営 を 民 営 化 す る な どの 政 策 の 転 換 が 進 め られ つ つ

あ る。

一 方 で、 我 が 国 の 通 信 料 金 は ま だ諸 外 国 に比 べ 非 常 に 高 く、 情 報 通 新 分 野 の 発 展 を

阻 害 して い る と い わ れ て い る。 マ ル チ メ デ ィ ア 関 連 の 普 及 率 を ア メ リカ と 比 較 す る と

半 分 以 下 と い う の が 実 情 で あ る。

表4-1 マ ル チ メデ ィア 関 連 普 及 率 の 日米 比 較(94年 末 推 定)

米 国 日 本

CATV加 入 世 帯 数 61.8%(5,752万 世 帯) 24。3%(834万 世 帯)

光 フ ァ イ バ ー 化 率 1.6% 2.0%

パ ソ コ ン(企 業 、 教 育 研 究 機 関) 67.3%(3,300万 台) 31.5%(850万 台)

パ ソ コ ン(一 般 家 庭) 30.5%(2,650万 台) 13.2%(550万 台)

LANに よ る企 業 内 通 信 可 能 比 率 70.0% 2!.0%

携 帯 ・自動 車 電 話 5.8%(1,420万 台) 1.5%(185万 台)

(資 料)東 洋 経 済 新 報 社 、 読 売 新 聞 等 よ り作 成

し か し最 近 の マ ル チ メ デ ィ ア ブ ー ム に は 目 を 見 張 る も の が あ る 。 最 大 の き っ か け は 、

米 ゴ ア 上 院 議 員(現 副 大 統 領)が 提 唱 し た 情 報 ス ー パ ー ハ イ ウ ェ イ 構 想 で あ ろ う。 我

が 国 に お い て は 、1994年5月 に 電 気 通 信 審 議 会 に よ り人 口 が ピ ー ク と な る2010年 を 目 標

に 光 フ ァ イ バ ー 網 を 段 階 的 に 敷 設 す る 答 申 が な さ れ た 。

表4-2 電 気 通 信 答 申 に よ る光 フ ァイ バ ー整 備 段 階

整備段階 期 間 対 象 エ リ ア 人 口 カ バ ー 率

第!段 階

第2段 階

第3段 階

2000年 ま で

2005年 ま で

2010年 ま で

大 都 市 圏 と都 道 府 県庁 所 在 地

人 口10万 人 以 上 の 都 市

全 国 的 に 整 備

20%

60%

100%
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4.2デ ー タ ベ ー ス の 提 供 方 法 と 市 場 分 析

財 団 法 人 デ ー タ ベ ー ス 振 興 セ ン タ ー の 行 っ た ア ン ケ ー ト調査 で 、 国 産 デ ー タ ベ ー ス

の 提 供 方 法 を 売 上 高 比 率 で み る と 、 オ ン ラ イ ン に よ る も の が60.2%と 最 も 多 く、 続 い

て 磁 気 テ ー プ(MT)が12.7%、CD-ROMが8.5%と な っ て い る 。

図4-1

0

国 産

海 外

提 供 方 法 別 の デ ー タベ ー ス 売 上 高 比 率
%

204L)CSC〕 とSC.)1(.t)

(資 料)デ ータベ ース白書

ま た 、 今 後 期 待 さ れ る サ ー ビ ス 形 態 で は 、CD-ROM(CD-1、 電 子 ブ ッ ク 等 を 含

む)が73.9%(複 数 回 答 可)と 最 も多 い 。 以 下 、 パ ソ コ ン 通 信 が67.2%、 オ ン ラ イ ン

が32.8%、 個 人 用 携 帯 端 末 が26.1%と 続 い て い る、,

一 方 で 、 情 報 の 流 通 ・伝 達 メ デ ィ ア も 急 速 に 拡 大 し て い る 。 例 え ばCD-ROMド

ラ イ ブ が 内 蔵 さ れ て い な い パ ソ コ ン は 既 に 売 り 難 くな っ て い る そ う で あ る 。CD-R
ノ　

OMド ラ イ ブ の 全 世 界 の 生 産 予 測 は 、95年 初 め に は2,500万 台 と い わ れ て い た が 、 現 在

で は3,000万 台 と の 予 測 が 主 流 で あ る 。 さ ら に は3,300万 台 以 上 と の 推 計 も み ら れ る 。

こ の う ち 日本 の 市 場 は 約1割 弱 で あ る 。CD-ROMソ フ ト利 用 可 能 な 日 本 の ユ ー ザ ー

を 推 計 す る と 、94年 ま で のCD-ROMド ラ イ ブ 累 積 台 数 が200万 台 前 後 、 そ れ が95年

に は300万 台 弱 が 増 え る こ と と な り、 累 計500万 台 前 後 がCD-ROM対 応 と な る。 つ

ま り こ の1年 間 で ユ ー ザ ー 数 は2.5倍 に 膨 れ 上 が る こ と に な る 。

万台

4㎜

(予想)
3000万台

3㎜

2〔灼0

1000

200万

9293Y・195

(資 料)日 経BP社 「日経 マ ル チ メ デ ィ ア 」

図4-2全 世 界 のCD-ROMド ラ イ ブ の 生 産 台 数

ネ ッ トワ ー ク 系 メ デ ィ ア で は 、 パ ソ コ ン通 信 加 入 者 数 の 増 加 と、 イ ン タ ー ネ ッ トの

急 速 な 普 及 が 注 目 さ れ る 。

日 本 で パ ソ コ ン 通 信 が 始 ま っ た の は1985年 の こ と で あ る 。 電 気 通 信 事 業 法 の 施 行 と

郵 政 省 の 通 信 自 由 化 政 策 の 一 環 と し て 、 コ ン ピ ュ ー タ 間 の 通 信 規 格 が 標 準 化 さ れ た こ
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と が き っ か け と な り、 大 手 の パ ソ コ ン通 信 事 業 者 が 登 場 した 。 現 在 、 日 本 の パ ソ コ ン

通 信 利 用 者 は 約370万 人 と い わ れ て い る 。 そ の 中 でNIFTY-ServeとPC-VAN

の 二 つ の サ ー ビ ス は 会 員 数 が と も に 川0万 人 を 超 え て お り(重 複 利 用 者 も 相 当 数 い る と

思 わ れ る)、 最 大 の ネ ッ トワ ー ク を 誇 っ て い る。

図4-3
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－PC-VAN・..・.NIFTV-Sξ 曽ve-一 ー アzキーネグト ー ・AS・■▲字タト+pe(耳〕le

(資 料)(財)ニ ュ ー メ デ ィ ア 開 発 協 会 調 べ

ま た 、 パ ソ コ ン 通 信 事 業 者 の 提 供 す る

PCネ ッ ト ワ ー ク と は 別 に 、 新 た な 情 報

通 信 網 、 イ ン タ ー ネ ッ トが 注 目 を 集 め て

い る 。 パ ソ コ ン 通 信 は 加 入 者 の み が 利 用

可 能 な 閉 ざ さ れ た ネ ッ トワ ー ク で あ る の

に 対 し、 イ ン タ ー ネ ッ トは 世 界 規 模 の 誰

もが 利 用 可 能 な 開 放 さ れ た ネ ッ ト ワ ー ク

と し て 爆 発 的 に 普 及 を 続 け て い る 。

NIFTY-Serveと イ ン タ ー ネ

ッ トの 間 で や り取 り さ れ た 電 子 メ ー ル は

95年2月 に は100万 通 を 突 破 し て お り、 こ

の1年 間 で5倍 に 膨 れ 上 が っ て い る。 こ の

数 を み る と 、 パ ソ コ ン 通 信 事 業 者 も イ ン

タ ー ネ ッ トを 意 識 せ ず に 今 後 の 展 開 は 不(出 典)日 経BP社 「日経 マルチメディア」

可 能 と の 見 方 が 主 流 で あ る。 イ ン タ ー ネ 図4-4イ ンターネッ}経 由 の 電 子 メール数
(NIFTY-Serve)

ッ トは 、 現 時 点 で は 最 も 理 想 に 近 い ネ ッ

トワ ー ク で あ り、 今 後 の ネ ッ トワ ー ク は 何 ら か の 形 で イ ン タ ー ネ ッ トと の 関 連 を 図 っ

て い くこ と と な ろ う。
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4.3イ ン タ ー ネ ッ トの 普 及

4.3.1イ ン タ ー ネ ッ ト(Internet)の 拡 大 と そ の 市 場 性

米 ソ 冷 戦 下 の1969年 に 米 国 国 防 総 省(DOD)の 高 等 研 究 計 画 局(ARPA:Adva

ncedResearchProjectsAgency、 後Defenseを 頭 に つ け て1)ARPAと 改 名)は 、 有

事 の 際 に 放 送 や 電 話 な ど に 代 わ る 通 信 網 と し て 、 全 米 中 の 主 要 機 関 や 研 究 所 な ど に あ

る コ ン ピ ュ ー タ ー を 結 ぶ ネ ッ トワ ー ク(ARPAnet)を 構 築 し た 。

・ARPAnetは 、 そ の 後80年 代 半 ば に 軍 事 用 のMILNETと 研 究 用 に 分 離 さ れ 、

発 展 的 に 解 消 し て 今 日 に 至 っ て い る 。 研 究 機 関 に お け る ス ー パ ー コ ン ピ ュ ー タ の 共 同

利 用 を 図 る た め 、 全 米 科 学 財 団(NSF:Nationa!ScienceFoundation)はDARP

Anetを 発 展 さ せ た 独 自 の ネ ッ トワ ー クNSFnetを 稼 働 さ せ た 。 通 信 速 度 が 格

段 に 向 上 し た こ と に よ り利 用 者 は 拡 大 し、 基 幹(バ ッ ク ボ ー ン)回 線 に は 中 継 器 を 介

し て 全 米 中 の 大 学 や 研 究 機 関 の 小 さ な コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ トが 次 々 に 繋 が っ て い っ た 。

た だ し こ のNSFnetは 、 目 的 を 学 術 ・教 有 用 に 限 る と さ れ た 原 則(AUP:Acce

ptableUsePoricy)の た め 、 そ の 後 長 い 間 大 学 や 研 究 所 に 在 籍 す る ユ ー ザ ー し か 利 用

で き な か っ た 。 商 用 プ ロバ イ ダ ー に 参 入 が 許 さ れ 、 商 用 利 用 が 始 ま っ て ユ ー ザ ー 数 が

急 増 し だ し た の は90年 代 に 入 っ て か ら で あ る 。

い ま や イ ン タ ー ネ ッ トで だ れ も が 世 界 に

向 け て 情 報 発 信 で き る 時 代 に な っ た と い わ

れ て い る。 ネ ッ トワ ー ク 上 で 情 報 発 信 の 場

と な る ホ ー ム ペ ー ジ の 数 は 雨 後 の タ ケ ノ コ

の よ う に 増 え て お り、 イ ン タ ー ネ ッ トに 接

続 し て い る ネ ッ トワ ー ク 数 と ホ ス ト数 は 、

そ れ ぞ れ 毎 月10%以 上 増 加 し て い る と い わ

れ て い る。 接 続 を 仲 介 す る プ ロバ イ ダ ー も

2年 程 前 に 初 め て 登 場 し て 以 来 、 現 在 で は

150社 を 越 え て い る 。

5〔肋

4〔℃0

3㎜

2㎜

1㎜

〔1

92/612E[3/6

一 ー ー ー ー ー 一

一

129M/612～X5/612

(資 料)日 経産業新聞

図4-5日 本 に お け る ドメ イ ン 名 数

1995年2月 現 在 の イ ン タ ー ネ ッ トを 取 り 巻 く環 境 は 以 下 に 示 す と お り で あ る 。

・イ ン タ ー ネ ッ トに 接 続 さ れ て い る ネ ッ トワ ー ク 数35 ,000以 上

・イ ン タ ー ネ ッ トに 接 続 さ れ て い る ホ ス ト数485万 以 上

・イ ン タ ー ネ ッ トの 利 用 者 数4 ,000万 人 ～5,000万 人

・電 子 メ ー ル が 届 く国 数154ヶ 国

・IP接 続 が で き る 数86ヶ 国

(出 典)産 業 情 報 化 推 進 セ ン タ ー 「イ ン タ ー ネ ッ ト の 商 用 利 用 に 向 け て 」

こ こ に 示 し た イ ン タ ー ネ ッ トの 利 用 者 数 は 、 あ くま で も イ ン タ ー ネ ッ トに 接 続 さ れ

て い る ホ ス ト数 を も と に し た 推 定 値 で あ る。 国 内 の イ ン タ ー ネ ッ ト利 用 者 数 も 推 定 の

一53一



域 を 脱 しな い が 、40～60万 人 と も い わ れ て い る。 しか し、 ど こ か の パ ソ コ ン通 信 に 加

入 す れ ば イ ン タ ー ネ ッ トを 利 用 で き る こ と に な っ た こ と を 考 慮 に い れ る と 、300万 人 以

上 の 利 用 者 が い る こ と に な る。 ま た 、95年ll月 に 発 売 に な っ たWindows95の

販 売 を 期 に 、 パ ソ コ ン の 購 入 者 層 が 相 当 拡 大 して い る も の と 思 わ れ 、 我 が 国 の 年 間 の

パ ソ コ ン販 売 台 数 が500万 台 に 達 す る 見 込 み で あ る こ と か ら も、 そ の 数 は 今 後 も 更 に 拡

大 し よ う。 国 際 大 学 グ ロ ー バ ル ・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン セ ン タ ー(GしOCOM)所 長

の 公 文 俊 平 氏 に よ る と、 「95年 に は 、 世 界 で2億 人 を 超 え る と 予 測 さ れ る と の 情 報 も

見 受 け ら れ た 。 、

/

4.3.2イ ンタ ー ネ ッ トの商 用 利 用

日本 に お け るイ ンタ ー ネ ッ トを 用 い た ビ ジネ ス は 、 現 在 、 カ タ ログ 情 報 に よ る通 信

販 売 、 あ る い は 求 人 広 告 や 企 業 宣 伝 等 の 発 信 が 代 表 的 な 例 で あ る。 ま た 最 近 で は、 サ

イバ ー モー ル と 呼 ば れ る よ ケな 関 連 情 報 を集 積 させ 利 用 向上 を 図 る 試 み もな され て い

る。 関連企 業 を 集 積 させ る こ とに よ り、 利 用 者 の 利 便 性 を 図 り、 利 用 者 数 の 拡 大 を 狙

った もの で あ る。

イ ンタ ー ネ ッ トの 商 用 利 用 に お け る料 金 徴 収 の 問 題 も、 電 子 暗号 化 技 術 等 の 高 度 化

に よ り解 決 され つ つ あ る。

4.3.3イ ン タ ー ネ ッ トの 今 後 の 課 題

こ れ ほ ど ま で に 急 速 に 拡 大 し て い る イ ン タ ー ネ ッ ト で は あ る が 、 そ の 普 及 に 際 し て

は 現 在 も な お 様 々 な 疑 問 が 投 げ か け ら れ て い る 、、技 術 開 発 や ソ フ トの 高 度 化 に よ り そ

の 一 部 は 解 決 さ れ つ つ あ る が 、 最 大 の 課 題 で あ る セ キ ュ リテ ィ ー に 関 し て は 、 ま だ 完

全 で は な い こ と を 認 識 しな け れ ば な ら な い 。

● イ ン タ ー ネ ッ トの 課 題

・セ キ ュ リテ ィ 対 策

・オ ン ラ イ ン 電 子 決 済 の 実 現 性

・新 ア ド レス 方 式 の 移 行

・法 、 制 度 上 の 課 題

・そ の 他
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4.4イ ン タ ー ネ ッ ト を 用 い た デ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス の 可 能 性

‖乍 今 、 誰 も が 使 え るWWW(Wor!d-WjdeWeb)検 索 ソ フ ト(ブ.ラ ウ ザ)を 多 様 な 情 、

報 検 索 シ ス テ ム の 窓 口 と し て 、 つ ま り デ ー タ ベ ー ス の 検 索 の た め の ユ ー ザ ー ・ イ ン タ

フ ェ ー ス と し て 利 用 す る こ と が 注 目 を 集 め て い る,,こ の 用 途 へ 向 け て 、 デ ー タ ベ ー ス

管 理 シ ス テ ム(DBMS)とWWWを 連 携 さ せ る 新 ジ ャ ンル の 製 品 群 が 続 々 と 登 場 し

て き て い る(下 表)。 デ ー タ 参 照 だ け で あ れ ば 、 現 状 の ク ラ イ ア ン ト ・サ ー バ ー(C

/S)シ ス テ ム の よ う な トラ ンザ ク シ ョ ン 処 理 の 必 要 は 生 じず 、WWWを 負 荷 が 軽 い

デ ー タ ベ ー ス 参 照 ツ ー ル と して 利 用 す'る 意 義 は 大 き い 。..つま り世 界 規 模 で 拡 大 し て い,、

る イ ン タ ー ネ ッ ト上 で 、WWWブ ラ ウ ザ を ク ラ イ ア ン トに す る こ と に よ り、 膨 大 な 規

模 の ユ ー ザ ー を 対 象 と す る こ と が 可 能 で あ る 。

表4-3 WWWとDBMSな ど の連 携 製 品/サ ー ビス の 例

製 品 名 開発/販売 価 格 概 要

RDBMSとWWWと の連携

WebBUILDER 米VPE/菱 洋エレクトロ75万 円から CGIプ ログラム開発ツール、RDBMSと のインターフェースと、簡易

フォーム作成(HTML生 成)機 能を備える。稼働環境はUNIX

VGUIDE/WWW

イ汐一フェース用ソフトウェア(仮 称)

NTT/NTTソ フ トウェア 開発中

(一部提供も)

TPモ ニター機能を内蔵する開発ツールVGUIDEとwWWを 連携 、

各種RDBMSへ のイ ンターフェースを備える。

セッション管理機能を提供)稼 働環境はUNIX

OracleWebAgent米Oracle

(仮 称)

開発 中VWWVか らCGIを 介 してOI'acleと 連携。ス トアー ド・プ ロシー ジャ

(96年 春予定)に よるプログラムを呼 び出す 。

OracleWebServer米Oracle

(仮 称)

開発 中OracleとWWWをCGIよ り密 に連 携 させ るサーバ ー ・ソフ ト。

(96年 春予定)米Spyglass社 か らソース ・コー ドを購 入して開発

統 合デー タベ ース

Webサ ーバ ー ・システ ム

米Sybase 開発中 SQLServer10とWVWを 連携するAPIを95年 度末に提供予定

米Sybaseと 米SiliconGraphicsが 共同で開発す る

RDBMSとWWWを 連携させる構築支援サービス

MediaWAVEデ ー タベ ース ソニ ー

接続 ツーノレキッ ト

磁 WWWサ ーバー構築サービス 「MediaWAVEの 一部 として、WWW

とSybaseを 連携させるツールキ ットを用意する。

マルチメディアライブラリ

構築支援サービス

日本ディジタルクイップメン ト140円 より IVNVI"VからCG正 を介 してOracle上 のデータベースを検索するための

サンプル・アプ リケーションと教育サービスを提供、UNIXとrlirx±=〕wsM

RDBMsmue,i6,Ltw"ッ ケージ

NetscapeMerchantSystens

ほか

米fetscape(tmlicati⊂lls日 本 語版 をhetscapeG:亘 迦erceSelverやRDBMS(INFOeVIXを{吏 用)を1勤 皇させた

開発中 翔 ぐッケー ジ。96年 前半 に 日本国内 で製 品化予定

00DBと の連携

InterServ NTTデ ータ通信 25〔[万円UniSQLどi嫉 可能なWWWサ ーバー ソフト。単体でも動作する。

(UniSQLは別途)UniSQLを 経 由して他のRDBMSと も連携可能

ozWeb 仏02TechJx)lcgy,/58万 円(02本 体02とWWWサ ーバ ーとσ)ゲー トウェイ機 能を提供 するツールb

ゲ ッツブラザーズ は別途:435万 超)()2を 経由 して他のRDBMSと 連携可能

文書データベースとの漣携

InterNi)tes胃ebPublisher 米b:ttusbevelc・pverit/75万 円(N=btesL1:ltusN(1tesに 格納 した文 書データベ ースを定 期的にHTML文

ロ一夕ス サーバ ーは別途)書 に変換する。稼働興 尭はWind・)WsNT

(出典)日 経BP社 「日経オープンアーキテクチャーC951U号)」

WWWはC/Sシ ス テ ム で は あ る が 、 そ の も の は ア プ リケ ー シ ョ ン ・ロ ジ ッ ク を 実

現 す る 機 能 を 備 え て い な い 。WWWで 対 話 型 処 理 を 実 現 す る た め に は 、 通 常 はHTM

Lの フ ォ ー ム 機 能 を 利 用 した 画 面 か ら の 要 求 を 受 け 、WWWサ ー バ ー がCGI(Comm

onGatewayInterface)を 利 用 して 外 部 プ ロ グ ラ ム を 呼 び 出 す 形 を 採 っ て い る 。
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し か しCGIは 、 標 準 入 出 力 や 環 境 変 数 を 利 用 し て 文 字 列 を プ ロ グ ラ ム に 引 き 渡 す

だ け で あ り、 画 面 作 成 を 含 む あ ら ゆ る 処 理 は 文 字 処 理 プ ロ グ ラ ム と して 実 現 し な け れ

ば な ら な い た め 、 イ ン タ ー フ ェ ー ス 機 能 と して 優 れ て い る と い い 難 い 、,し か し一 方 で 、

WWW関 連 の 開 発 作 業 に お け る 一 番 の 問 題 点 は 、 デ ー タ ベ ー ス ・ア プ リ ケ ー シ ョ ン 開

発 用 の ビ ジ ュ ア ル 開 発 ツ ー ル を 画 面 作 成 に 利 用 で き ず 、 既 存 ツ ー ル の メ リ ッ トを 生 か

せ な い こ と に あ る 。CGIプ ロ グ ラ ム の 開 発 に 、 文 字 列 処 理 用 と し て 強 力 な 機 能 を 備

え るPerl言 語 を 適 用 す る 例 が 多 い の は こ の た め で あ る 。

そ こ で 登 場 し た が 、 前 表 に 挙 げ たWWWとDBMSの 連 携 を 目 的 と す る ソ フ トで あ

る 。 こ れ 以 外 に も 多 く の 市 販 ソ フ トが 続 々 と 登 場 し て い る よ う で あ る 。

(参 考)WebBUILDERに つ い て

WebBUILDERは 米 国VPE社 の 製 品 で あ り、 イ ン タ ー ネ ッ トWWW上 で の

複 雑 な デ ー タ ベ ー ス ア プ リケ ー シ ョ ン 開 発 を 支 援 す る も の で あ る 。 こ の 開 発 環 境 で は

イ ベ ン ト ド リ ブ ン な ル ー ル 言 語 の コ ンパ イ ラ 、 主 要RDBMSのSQLサ ポ ー ト、 環

境 設 定 機 能 の 提 供 を 可 能 と し て い る。 さ ら にVPEaccessモ ジ ュ ー ル は デ ー タ

ベ ー ス の 定 義 か ら ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 自 動 生 成 し、 ア プ リケ ー シ ョ ン 開 発 の 初 期 立 ち

上 げ に か か る 時 間 を 劇 的 に 削 減 し て い る。WebBUILDER自 体 はUNIXベ ー

ス の 製 品 で あ る が 、WebBUILDERに よ り作 成 さ れ た ア プ リケ ー シ ョ ン は 、 パ

ソ コ ン、 マ ッキ ン ト ッ シ ュ な ど のWWWブ ラ ウザ(NetScape、M〔:)saic

な ど)か ら の 利 用 が 可 能 で あ る。

Mosaic

Oracle

リモ ー ト/ロ ー カル

SQLデ ー タ ベ ー ス

サ ーバ

アプ リケ ー シ ョン ・サ ーバ

VPE規 則 イベ ン トVPEHTML

ドリブ ン・ル ール ←→ プ レゼ ンテー シ ョン

エ ンジ ン モ ジュール

(ユーザ ー毎 に起動)(リ クエス ト毎 に起動)

インターネ・〆

→
CGI

‡ t
DBMS(連 携)ル ール 開発 フォーム開発

スキ ーマ ツール ツール

W西VVU→ ナーノ〈

(HTTPD)

図4-6

＼ HTML

開発 ツ ール

WebBUILDERの 役 割
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4.5新 た な 取 り組 み 事 例

4.5.1国 内 事 例

(1)通 産 省 の イ ン タ ー ネ ッ トを 利 用 し た ベ ン チ ャ ー 支 援 施 策

通 産 省 は イ ン タ ー ネ ッ トを 使 っ て 、 国 内 ソ フ トウ ェ ア 分 野 の ベ ン チ ャ ー 企 業 の 経 営

情 報 や 製 品 ・技 術 情 報 を 、 全 世 界 に 広 く提 供 して い く 支 援 施 策 を 打 ち 出 し て い る。 自

社 情 報 を 発 信 す る チ ャ ン ネ ル を 持 た な い ソ フ トウ ェ ア の ベ ン チ ャ ー 企 業 に 対 し て 、 自

己 を ア ピー ル す る 場 を 提 供 し、 開 発 資 金 を 提 供 す る 金 融 機 関 、 ベ ン チ ャ ー キ ャ ピ タ リ

ス トや 技 術 導 入 を 希 望 す る 企 業 、 ベ ン チ ャ ー に 就 職 を 希 望 す る 個 人 な ど と の 接 続 点 を

つ く る の が 目 的 で あ る 。 情 報 処 理 振 興 事 業 協 会(IPA)が シ ス テ ム に 登 録 を 希 望 す
、

る ベ ン チ ャ ー を 募 集 し、96年4月 か ら運 用 を 開 始 す る 予 定 で あ る 。 登 録 企 業 に 対 す る キ

ャ ピ タ リ ス トと の 仲 介 斡 旋 サ ー ビ ス も 検 討 して お り、 思 い 切 っ た ソ フ トベ ン チ ャ ー 育

成 策 と し て 注 目 さ れ る 。

同 省 が ソ フ トベ ン チ ャ ー 企 業 情 報 を 提 供 す る の は 、 ベ ン チ ャ ー 企 業 に と っ て 開 発 資

金 を 供 給 す る キ ャ ピ タ リ ス トの 存 在 や 優 秀 な 人 材 の 確 保 が 必 要 な た め と 判 断 した か ら

で あ ろ う。 そ こ で 資 金 調 達 や 自 社 技 術 、 商 品 の 営 業 活 動 、 他 社 と の 提 携 、 求 人 活 動 な

ど を 支 援 す る 情 報 イ ン フ ラ を 構 築 し、 企 業 や 個 人 、 金 融 ・投 資 顧 問 、 コ ン サ ル タ ン ト

会 社 な ど と 出 会 う機 会 の 場 を 提 供 して い く。

シ ス テ ム は 、 慶 大 湘 南 キ ャ ンパ ス 内 に あ るIPA情 報 基 盤 セ ン タ ー の デ ー タ ベ ー ス

サ ー バ に ソ フ トベ ン チ ャ ー 企 業 情 報 を 蓄 積 し、 イ ン タ ー ネ ッ トWwWサ ー バ ー を 通 じ

て 提 供 す る 。4月 に 第 一・弾 と し て 登 録 企 業 を50～200社 程 度 に 限 定 し て ス タ ー トさ せ 、

96年 度 中 に 登 録 企 業 を 拡 大 し、 動 画 ・音 声 の サ ポ ー トや 海 外 に も ビ ジ ネ ス を 求 め ら れ

る よ う英 語 バ ー ジ ョ ン も用 意 す る 予 定 で あ る。

こ れ に よ り検 索 利 用 者 に と っ て は 、 優 れ た 技 術 を 持 っ た 将 来 性 の あ る 企 業 を 発 掘 し

た り、 ビ ジ ネ ス パ ー トナ ー や 出 資 先 を 求 め る 際 の 参 考 に で き 、 自 己 の 技 術 を 発 揮 で き

る ベ ン チ ャ ー 企 業 を 探 す 際 の 就 職 情 報 に も な る。 ま た 、IPAの ホ ー ム ペ ー ジ と リ ン

ク す る こ と で 、 ソ フ ト開 発 の 外 注 先 を 探 す 際 に 、 求 め る 技 術 や 余 力 の 状 況 を 知 る こ と

も 可 能 で あ る と 考 え ら れ て い る。

(2)イ ン タ ー ネ ッ トで 法 律 相 談 な ど 起 業 家 支 援

シ ス テ ム 開 発 の 株 式 会 社 ホ ッ トラ イ ン イ ンチ グ レ一 夕 社 は 、 イ ン タ ー ネ ッ トを 使 っ

た 起 業 家 支 援 事 業 を 行 っ て い る。

イ ン タ ー ネ ッ ト上 に 「人 財 交 流 村 」 と 題 す る ホ ー ム ペ ー ジ を 立 ち 上 げ 、 法 律 や マ ー

ケ テ ィ ン グ な ど の 専 門 家 に よ る 相 談 窓 口 を 開 設 し て い る。 イ ン タ ー ネ ッ トの 双 方 向 性

に 着 目 した サ ー ビ ス で あ り、 今 後 は 事 業 提 携 先 の 検 索 な ど も 可 能 に して い く予 定 で あ

る。 「人 財 交 流 村 」 に は 法 律 事 務 所 、 公 認 会 計 士 ・税 理 士 事 務 所 、 デ ザ イ ン 事 務 所 な

ど25社 ・事 務 所 が ア ドバ イ ザ ー と して 相 談 窓 口 を 開 い て お り、 会 社 設 立 や 商 品 を 開 発 、

販 売 す る 際 の 悩 み を 電 子 メ ー ル で 送 る と 、 電 話 や 電 子 メ ー ル で 適 切 な 助 言 を 受 け ら れ
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る シ ス テ ム で あ る。 ち ょ っ と し た 法 律 問 題 の 解 決 方 法 が 分 か らす に 会 社 設 立 を 断 念 す

る ケ ー ス が 多 い と思 わ れ る こ と か ら 、 だ れ で も気 楽 に 質 問 で き る 場 を 新 設 した も の で

あ る 。 、

相 談 料 は 窓 口 を 開 設 し た 企 業 ・事 務 所 が 独 自 に 設 定 す る が 、 実 際 に は ほ と ん ど が 無

料 で 相 談 に 乗 っ て い る 。 ホ ッ トラ イ ン イ ンチ グ レ 一 夕 も 当 面 は 人 脈 作 り や 創 業 支 援 ノ

ウ ハ ウ の 蓄 積 を 目 的 と す る た め 、 企 業 ・事 務 所 は 無 料 で 相 談 窓 口 を 開 く こ と が で き る 。

ま た 、 ホ ッ トラ イ ン イ ン チ グ レ 一 夕 の 本 社 内 に 「メ デ ィ ア カ フ ェ 」 と 呼 ぶ ス ペ ー ス

を 用 意 し て い る。 ア ドバ イ ザ ー や 様 々 な 分 野 の 起 業 家 予 備 群 が 集 ま っ て 異 業 種 交 流 を

深 め る こ と を 目 的 と し て い る 。 ネ ッ ト ワ ー ク 上 で 会 話 す る だ け で な く、 直 接 顔 を 合 わ

せ る こ と で 新 しい ビ ジ ネ ス の 芽 が 生 ま れ る と み て い る た め で あ る 。 こ れ も 関 西 で は 初

め て の こ と で 、 毎 週 第3土 曜 日 に は 自 由 に 出 入 り が で き 、 「こ こ を 拠 点 に して 世 界 中

の 話 題 の 交 換 を して 欲 し い 」 と の こ と で あ る,,

〈 ア ド レ ス>http://www.hotline.co.jp/

以 下 に 、 そ の ホ ー ム ペ ー ジ の 概 要 を 紹 介 す る 。

人 財交 流 村 とは
この 人 財 交 流 村 は 旅 人 の 皆 さ ん が お持 ちの ビ ジ ネ ス の 種 を 植 え る こ とが で

き、 水 を 与 え、 肥 料 を 与 え る こ と に よ り芽 を 出 し、 最 終 的 に 大 木 ま で 育 て

る こ とを 支 援 しま す。 ビ ジネ ス 展 開 に つ い て ご 興 味 、 お 悩 み の お 持 ちの 方

は お 茶 で も飲 み な が らご 自 由 に 民 家へ お立 ち寄 り下 さい。

き っ と よ い話 が 聞 け る こ と で し ょ う,。

この 村 は ア クセ ス して い る旅 行 者 の 皆 さ ん が 何 らか の ビ ジ ネ ス につ い て の ヒ

ン トを 得 た り、 相 談 した りす る事 の で き る 仮 想 村 で す。
一 つ の ビ ジ ネ ス を 始 め る に 当 た っ て も、 色 々 な 方 に お 世 話 に な る こ と と思 い

ま す 。 登 記 ・著 作 権 の 問 題 、 シ ス テ ム 開発 、 デ ザ イ ン、 営業 な ど色 々 な 問題

に直 面 します 。 そ の 一 つ の 中 に こ の 村 が 入 る こ と に よ り、 よ り飛 躍 的 ・効 率

的 に ビ ジネ ス を 進 め て い け る お 手 伝 い を で き れ ば と思 い ま す。

現 状、 参 加 村 民 は 弁 護 士 、 公 認 会 計 士 、 税 理 士 、 デ ザ イ ナ ー 、 シス テ ム イ ン

テ グ レー タ、 印刷 会 社 な ど信 頼 の お け る 方 々の 参 加 に よ って 成 り立 っ て お り

ま す。 現 実 社 会 に お い て は な か な か お 付 き合 い の な い方 の へ の 訪 問 も気 軽 に

行 う こ とが で き る と 思 い ます 。 一 度 何 か 考 え られ て い る こ と を 訪 ね られ れ ば
い か が で し ょ うか?

人 材 交 流 村 の ホ ー ム ペ ー ジ に は 、 各 種 の イ ベ ン トや セ ミナ ー 情 報 を 発 信 し て い る 他 、

「願 い の 泉 」 、 「知 恵 地 蔵 」 、 「悟 り の 滝 」 と 銘 う ち 、 様 々 な 相 談 を 受 け 付 け て い る 。

さ ら に 「出 会 い の ほ こ ら 」 で は 、 提 携 先 を 登 録 し た り検 索 し た り で き る こ と で 交 流 活

動 を 援 助 し た り、 人 材 募 集 な ど の 情 報 を 提 供 し て い る 。

口 願 い の 泉(総 合 相 談 窓 口)

口 知 恵地 蔵(分 野 別 相 談 窓 口)

口 悟 りの 滝(ヒ ン ト会 得 所)

口 出 会 い の ほ こ ら(提 携 先 登 録 ・検 索)
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ま た 、 人 財 交 流 村 へ 参 加 し て い る 企 業 ・団 体 は 以 下 の 通 り で あ る 。 一 部 の 企 業 は 別

途 独 自 に ホ ー ム ペ ー ジ を 開 設 、 そ こ に は リ ン ク が 張 ら れ て い る 。 ま た 、 人 財 交 流 村 の

ホ ー ム ペ ー ジ 上 で は バ ー チ ャル シ ョ ッ ピ ン グ も行 わ れ て い る な ど 、 多 彩 な 取 り 組 み が

な さ れ て い る。

シ ス テ ム ・ソ フ トハ ウ ス

法 律 事 務 所

放 送

テ レ ビ 番 組 ・ビ デ オ パ ッ ケ ー ジ制 作

出 版 ・印 刷 ・広 告

デ ザ イ ン

公 認 会 計 士 ・税 理 士 事 務 所

銘 菓 ・お 菓 子 ・特 産 物

移 動 体 通 信

フ ラ ワ ー ギ フ ト店

・情 報 通 信 学 会

・ソ フ トプ ラ ザ21大 阪 協 同 組 合

(3)イ ン タ ー ネ ッ トを 利 用 したIRサ ー ビ ス

パ ソ コ ン 通 信 網 の イ ン タ ー ネ ッ トを 利 用 し て 、 海 外 な ど の 投 資 家 向 け に 日 本 企 業 の

情 報 を 通 信 す る 双 方 向 型IR(イ ンベ ス タ ー ・ リ レ ー シ ョ ン ズ=投 資 家 向 け 広 報)サ

ー ビ ス が 好 評 を 博 し て い る。 野 村 総 合 研 究 所 と 野 村IR、 大 和 証 券 が95年7月 か ら 開 始

して い る が 、8月 の ア ク セ ス 回 数 は 大 和 証 券 が2万 件 を 超 え て お り、 野 村 グ ル ー プ で も

ま だ 集 計 は して い な い が1万 件 を 超 え る の は 確 実 で 、 と も に ス タ ー トの 月 に 比 べ 倍 以 上

に な っ て い る 。 欧 米 に 比 べIR活 動 が 日本 で は 遅 れ て い る と の 指 摘 も あ る が 、 イ ン タ

ー ネ ッ トを 利 用 し たIRを 含 め た 企 業 情 報 の 提 供 が 日 本 で も 根 付 き 始 め て い る 。

野 村 証 券 が7月 下 旬 か ら本 格 的 に 始 め た の は 「イ ン タ ー ネ ッ トIRサ ー ビ ス 」 で あ る 。

野 村IRと 野 村 総 合 研 究 所 が6月 か ら 数 社 の 参 加 を 募 り 、 特 に 新 規 公 開 の 成 長 企 業 に 的

を 絞 ら て 試 験 的 に 実 施 し て き た。 海 外 投 資 家 向 け を 狙 い と して お り、 使 用 す る 言 語 は

英 語 だ け に 限 ら れ て い る。 現 在 の 参 加 企 業 は10社 で あ る 。 参 加 料 は 内 容 に よ り1社 あ

た り24万 円 か ら200万 円 と す る 予 定 だ が 、 年 内 は1社50万 円 と して い る 。

大 和 証 券 も イ ン タ ー ネ ッ トを 利 用 し た 企 業 情 報 提 供 シ ス テ ム 「コ ー ポ レ ー ト ・イ ン

フ ォ メ ー シ ョ ン ・バ ン ク 」 を7月 下 旬 か ら始 め た 。 参 加 料 金 は1社 あ た り70万 円 で 、 現

在41社 が 参 加 し て い る 。 使 用 で き る 言 語 は 日 本 語 と英 語 が 用 意 さ れ て い る 。

野 村 、 大 和 、 と も に 参 加 企 業 の 会 社 概 要 、 社 長 メ ッ セ ー ジ 、 財 務 デ ー タ 、IR情 報 、

ト ピ ッ ク ス な ど の 情 報 を 提 供 して い る 。 両 者 と も に 今 年 中 な い しは 今 年 度 中 に 「百 社
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の 参 加 」 を 見 込 ん で い る。

(4)イ ン タ ー ネ ッ トを 利 用 し た 店 頭 企 業 情 報 サ ー ビ ス

テ レ ビ コ マ ー シ ャ ル を 企 画 制 作 す る 太 陽 企 画 は 、 イ ン タ ー ネ ッ トで 全 店 頭 企 業 の 情

報 な ど 投 資 家 向 け の 情 報 提 供 を96年1月 よ り 開 始 し た。 情 報 内 容 は 、 企 業 概 要 、 株filli、

決 算 、 業 績 修 正 、 製 品 紹 介 、 社 長 イ ン タ ー ビ ュ ー な ど の 他 に 、 証 券 ・金 融 ・経 済 の 用 語

解 説 や 外 国 銀 行 退 職 者 な ど の 人 材 を 活 用 した 独 自 取 材 に よ る ニ ュ ー ス 、 証 券 各 社 が 発

表 す る リポ ー トの 注 目店 頭 銘 柄 を 掲 載 す る な ど 、 今 後 の メ ニ ュ ー 充 実 に つ い て も 前 向

き に 取 り組 む 計 画 で あ る。 さ ら に 、 オ プ シ ョ ン契 約 に よ り、 企 業 か ら 投 資 家 へ の メ ッ

セ ー ジ や 財 務 デ ー タ 、 新 規 事 業 、 新 製 品 な ど の 紹 介 ペ ー ジ も作 る 予 定 で あ る。 契 約 料

は 約100万 円 で 、 百 社 ほ ど の 契 約 を 見 込 ん で い る,,

<ア ド レス>http://www.ti-serve.co。jp

`

(5)イ ン タ ー ネ ッ トで ベ ン チ ャ ー ビ ジ ネ ス 情 報 を 提 供

日興 証 券 は イ ン タ ー ネ ッ トを 通 じて ベ ンチ ャ ー ビ ジ ネ ス 情 報 提 供 を 始 め た。 自 前 で

ホ ー ム ペ ー ジ を 開 く こ と が 難 しい 中 堅 ・中 小 企 業 に 代 わ っ て 、 新 製 品 ・技 術 の 情 報 な ど

を イ ン タ ー ネ ッ トで 情 報 発 信 す る こ と で 、 事 業 の 拡 大 を 目指 す も の で あ る、、 今 ま で 月

間 経 営 情 報 誌(発 行 部 数4万 部)で 情 報 発 信 を し て き た が 、 今 後 は 誰 で も が イ ン タ ー ネ

ッ トを 通 じて 見 る こ と が 可 能 と な る,,

<ア ド レ ス>http:www.nikko.co.jp

(6)中 小 企 業 向 け 制 度 融 資 の 検 索 サ ー ビ ス

こ れ は イ ン タ ー ネ ッ トを 利 用 し た サ ー ビ ス 形 態 で は な く、 従 来 のCD-ROMを 利

用 した デ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス と ネ ッ トワ ー ク を 利 用 し た サ ー ビ ス を 組 み 合 わ せ た 事 例

で あ る、,

パ ソ コ ン ソ フ ト開 発 の 株 式 会 社 コ ス ミ ッ ク ビ ジ ョ ン 社 は 、 中 小 企 業 を 対 象 と し た 制

度 融 資 な ど の 検 索 サ ー ビ ス を 行 っ て い る。 同 社 は 制 度 融 資 を 検 索 す るCD-ROM

(コ ン パ ク トデ ィ ス ク を 利 用 し た 読 み 出 し専 用 メ モ リ ー)ソ フ ト 「融CD」(商 品 名)

を 開 発 した が 、 価 格 が15万 円 と 高 い う え 、 制 度 の 内 容 が 毎 年 変 わ る た め ソ フ トの 内 容

も そ の 都 度 更 新 し な け れ ば な らず 、 一 般 に は 普 及 しな か っ た 。 そ こ で ソ フ トを 販 売 す

る よ り も 検 索 サ ー ビ ス の 方 が 収 益 が 上 が る と 判 断 し、 今 回 フ ァ ッ ク ス に よ る 問 い 合 わ

せ で 情 報 を 提 供 す る 試 み を 始 め た 、,会 社 概 要 と 資 金 用 途 を フ ァ ク ス で 送 れ ば 、 同 社 が

開 発 し た 制 度 融 資 検 索 ソ フ トで 検 索 し、 該 当 す る 制 度 を 送 り 返 す 仕 組 み で あ る。

検 索 に 必 要 な 項 目 は 、 本 社 が あ る 都 道 府 県 名 、 業 種 、 設 立 後 の 年 数 、 企 業 形 態 、 資

金 の 用 途 の5つ 。 こ れ ら を 記 入 し た 文 書 を フ ァ ッ ク ス で 送 れ ば 、 該 当 す る 制 度 の 一 覧

表 が フ ァ ッ ク ス で 送 ら れ て く る。 料 金 は 一 覧 表 に 掲 載 さ れ て い る 制 度 数1つ に つ き 千

円 。 融 資 限 度 額 、 返 済 期 間 、 利 率 、 申 請 手 続 き 場 所 な ど 各 制 度 の 具 体 的 な 内 容 を 知 り

た い 場 合 は 別 料 金(1制 度 に つ き3千 円)が 必 要 と な る 。 こ れ に よ り 初 年 度 売 上5千 万 円

を 見 込 ん で い る。
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制 度 融 資 は 通 常 よ り有 利 は 条 件 で 借 り る こ と が で き る が 、 数 が 全 国 で2千 件 前 後 と 膨

大 な た め 、 企 業 が 該 当 す る 制 度 を 見 つ け る こ と は 難 し い 、,今 後 、 企 業 が 制 度 を 利 用 す

る件 数 の 増 加 が 予 想 さ れ る た め 、 同 社 は 会 計 士 事 務 所 な ど を 取 扱 代 理 店 と し、 サ ー ビ

ス を 拡 大 す る 方 針 で あ る,、 代 理 店 に は ソ フ トと 各 種 の 営 業 ツ ー ル ー 式 を 百 万 円 で 販 売

し、 融CDの 使 用 方 法 を 教 え る、、 販 売 し た 融CI:)の 内 容 は 毎 年1万Fqで 更 新 す る。 今 後

は 各 地 で 公 開 セ ミ ナ ー を 開 き 、96年12月 末 ま で に 代 理 店 数 を2千 に す る こ と を 目 標 と し

て い る。

4.5.2米 国 事 例

(1)VINECyberSpace

米 国 のTheVentureInformati〔)nNetworkforEntrepreneurs(VINE)は 、 起

業 化 を 支 援 す る 民 間 の イ ン キ ュ ベ ー タ ー 機 関 で あ る,,イ ン タ ー ネ ッ ト上 に"VINE

CyberSpace"と い う ホ ー ム ペ ー ジ を 開 設 し 、 米 国 を 中 心 に 起 業 家 や 起 業

家 を 支 援 す る 企 業 に 対 し て 様 々 な 情 報 提 供 サ ー ビ ス を 行 っ て お り 、 バ ー チ ャ ル ・ イ ン

キ ュ ベ ー タ ー と 呼 ば れ る 事 業 を 展 開 し て い る 。

<ア ド レ ス>http://WWW.theVine.COm/

【VINEの 基 本 コ ン セ プ ト 】

・ グ ロ ー バ ル レ ベ ル で の ベ ン チ ャ ー 関 連 の 各 種 イ ベ ン ト に 関 す る 情 報 提 供

・起 業 家 と ベ ン チ ャ ー キ ャ ピ タ ル 、 コ ン サ ル タ ン ト 等 の 間 の 情 報 交 流 の 促 進

・ ユ ー ザ ー 独 自 の ビ ジ ネ ス の ネ ッ ト ワ ー ク の 拡 大

・ 自 社 の 宣 伝 と 情 報 収 集 を 同 時 に 実 現

・ 公 平 性(特 定 の ユ ー ザ ー が 有 利 ・ 不 利 に な る よ う な こ と は な い)

・ 手 数 料 な し(ユ ー ザ ー 間 の 契 約 の 締 結 に 際 し て 手 数 料 を 徴 収 し な い)

・ 公 的 ベ ン チ ャ ー 支 援 施 策 の 最 新 動 向 の 情 報 提 供

・ 豊 富 な ケ ー ス ス タ デ ィ ー 情 報 の 提 供

【主 な メ ニ ュ ー 】

VINEに は 次 の9つ の 分 野 別 メ ニ ュ ー が あ り 、 ニ ー ズ に 応 じ て 効 率 的 な 情 報 提 供 を

実 施 し て い る 。

・GlobaユCommunityCalendar(起 業 に 関 係 し た 会 議 、 セミナー、 研 修 の スケジ ゴ ル情 報)

・Resources(起 業 関 連 デ ー タ ベ ー ス 等 に 係 る 情 報)

・EntrepreneurMa]](起 業 家 の ビ ジ ネ ス プ ラ ン)

・CapjtalMa⊥/(利 用 可 能 な キ ャ ピ タ ル 情 報)

・C!assifieds(専 門 職 の 人 に 関 す る 登 録 情 報)

・MarketAccess(市 場 へ の 参 入 、 開 拓 に 係 る 支 援 サ ー ビ ス 情 報)

・ServiceProviderMall(起 業 家 の サホ。一トチームで あ る サーヒ"スフ。ロバ イタ"一情 報)

・NavigationalSupPort

・VentureQuest(ペ ンチャーキャヒ.タル等 、投 資 家 が 求 め て い る 情 報 、特 に 成 功 事 例 の 紹 介 等)
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VINE

GLOBALCOMMUNITYCALENDER

RESOURCES

ENTREPRENUERMALL

MARCKETACCESS

CAPITALMALI/

SERVICEPROVIDERSMALI/

VENTUREQUEST

CLASSIFIEDS

能機スーべターデー

ビ ジ ネ ス シ ー ズ ・ニ ー ズ 情 報 提 供 機 能

〕 学 習 ・交 流 機 能

〕 人 材 、 各 種 サ ー ビ ス 紹 介 機 能

【各 メ ニ ュ ー の 内 容 に つ い て 】

(1)GlobalCommunityCa!endar

・起 業 に 関 係 した 会 議 、 セ ミ ナ ー 、 研 修 の ス ケ ジ ュ ー ル(日 程 ・時 間 ・場 所)に 関

す る 情 報 提 供)

(2)Resources

・デ ー タ ベ ー ス 等 を 通 じ て 起 業 家 、 投 資 家 、 サ ー ビ ス プ ロ バ イ ダ ー に 対 して 起 業 に

関 す る 情 報 を 提 供

(3)Entrepreneurhall(起 業 家 の ビ ジ ネ ス フ。ラ ン、 技 術 情 報 の モ ー ル)

・こ の サ ー ビ ス は 主 に 投 資 家 向 け に ビ ジ ネ ス の シ ー ズ と な る 情 報 を 提 供 す る こ と を

目 的 と し て お り、VINEの サ ー ビ ス の 中 核 を な す 、、 メ ニ ュ ー の 特 色 は 次 の と お り。

● 新 規 技 術 情 報 ●起 業 家 の ヒ ジ ネ ス プ ラ ン ● ビ ジネ ス チ ャ ンス

・さ ら に 、EntrepreneurMa!lの 中 に は 「カ テ ゴ リー セ レ ク シ ョ ン 」 サ ー ビ ス が あ り、

産 業 分 野 別 に 起 業 に 関 す る 情 報 が デ ー タ ベ ー ス 化 さ れ て い る 。 各 社 の 情 報 は 三 段 階

に 分 け て 紹 介 さ れ る 。 第 一 段 階 で は 新 規 技 術 や サ ー ビ ス の 概 要 、 第 二 段 階 で は 事 業

化 に 必 要 と な る 資 本 の 額 や 現 状 の 経 営 陣 等 の 内 容 、 第 三 段 階 で は そ の 会 社 の もつ 技

術 や サ ー ビ ス の 潜 在 的 市 場 規 模 や 市 場 参 入 上 の 課 題 、 三 ～ 五 年 後 の 収 益 見 込 み 等 に

つ い て の 情 報 を 提 供 し、 エ ン ジ ェ ル や 投 資 家 に 売 り 込 む 。

・次 に 示 す 例 は 「Consumer」 の カ テ ゴ リー に ア ク セ ス し た 場 合 で か つ 三 段 階 の 情 報

の う ち 第 一 段 階 で 掲 示 さ れ て い る 企 業 の 技 術 情 報 の 概 要 で あ る 。

(例)

Category:Consumer

MAG-LEVTransportationCorporation(ofごLasVegas,Nevada)←(会 社 名)

MagneticLeviationSuper-SpeedTrain(300-400mph)System-LasVegastoLosAngels.

←(技 術 の 内 容 。 こ の ケ ー ス で はll寺速 約500kmで 走 る リニ ア モ ー タ ー 列 車 に 関 す る 情 報)

MagneticLeviationtechnology・(以 下 技 術 の 宣 伝)

・テ ス トで 技 術 の 制 度 の 高 さ は 実 証 済 み

・確 か な 安 全 性

・静 か な 走 行 性

・省 エ ネ 型

StrategicAlliances・(提 携 企 業 の 名 称 紹 介)

・A社

・B社
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Mag-LevTransportatjonCorporation(()fLasVegas,Nevada)

Contact:」ohnYeomansXXX-XXX-XXXX(連 絡 先)

(4)MarketAccess

・マ ー ケ ッ トア ク セ ス の 名 の 示 す と お りい わ ば 「製 品 の 商 品 化 」 を サ ポ ー トす る 情

報 提 供 機 能 で あ る 。 こ の メ ニ ュ ー 内 で は 個 人 、 企 業 、 コ ン サ ル タ ン ト、 政 府 系 機 関 、

学 界 な ど 様 々 な ア ドバ タ イ ザ ー が 情 報 を 提 供 し て い る 。

(5)Venture,Quest

・ こ の サ ー ビ ス の 特 色 は 事 例 紹 介 に よ る 学 習 ・交 流 機 能 で あ る。 主 にVINEの ユ ー ザ

ー が 選 ん だ 優 良 な 取 引 の 事 例 情 報 を 提 供 す る 。 ま た 、 こ こ で は 投 資 家 は ス ワ ッ プ や

株 取 引 が で き る ほ か 、 後 に 続 く他 の 投 資 家 に 対 して 取 引 案 件 を も ち か け る と い っ た

情 報 の や り 取 り が 可 能 で あ る 、,

(6)CapitalMa11

・こ の サ ー ビ ス の 特 色 は 投 資 家 や エ ン ジ ェ ル 等 に よ る 起 業 支 援 の ノ ウ ハ ウ に 関 す る

情 報 を 提 供 す る こ と で あ る 。 具 体 的 に は 投 資 家 等 の 投 資 に 至 る ま で の ノ ウ ハ ウ や 事

業 化 の 種 を 見 抜 く上 で の ノ ウ ハ ウ な ど の 情 報 提 供 を 通 じ て 自社 を ア ピ ー ル す る。

・こ の サ ー ビ ス に お け る 投 資 家 は 「ベ ン チ ャ ー キ ャ ピ タ ル 」 「エ ン ジ ェ ル 」 「Bank

andNon-profits」 「企 業 提 携 」 「政 府 系 金 融 機 関 」 に 区 分 さ れ て お り、 ユ ー ザ ー

は ニ ー ズ に 応 じて 投 資 家 を 選 別 で き る 。 次 に 示 す の は 「ベ ン チ ャ ー キ ャ ピ タ ル 」 に

関 す る 情 報 内 容 の 一 例 で あ る。

(例)

PrincetonCaitalFinanceComani

・当 社 は ビ ジ ネ ス の 経 験 の 浅 か っ た り、 資 金 面 の 支 援 の 必 要 な 起 業 家 の 方 へ

の 事 業 化 チ ャ ン ス の 拡 大 を お 手 伝 い し ま す 。

・当 社 は 民 間 の ベ ン チ ャ ー キ ャ ピ タ ル と し て 、 公 的 機 関 等 の 担 保 付 信 用 を 付

与 す る こ と が で き る 信 頼 の お け る 会 社 。

Contact:(連 絡 先)

(7)C!assifieds

・ こ の サ ー ビ ス は 人 材 、 技 術 、 経 営 の ア ウ ト ソ ー シ ン グ 、 提 携 先 、 流 通 チ ャ ネ ル 等

の ニ ー ズ に 係 る 情 報 を 提 供 す る も の で あ る 、,

(8)ServiceProviderMa!1(起 業 家 の サ ポ ー ト チ ー ム で あ るServiceProvider情 報)

・ こ の サ ー ビ ス は 主 と し て 次 の よ う な サ ー ビ ス プ ロ バ イ ダ ー 情 報 を 提 供 す る 。

・情 報 提 供

(起 業 に 係 る 市 場 、 金 融 、 テ㌧ タへ㌧ ス、 出 版 物 、 政 府 機 関 、 セミナー等 イベ ント)

・大 学 研 究 室

・イ ン キ ュ ベ ー タ ー

・起 業 コ ン サ ル タ ン ト ・ア ドバ イ ザ ー

・調 査 マ ン(市 場 調 査 、 起 業 可 能 性 調 査 等)
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・ユ ー ザ ー がVINEに 情 報 を 掲 示 す る に あ た っ て は 、 以 下 の よ う な 情 報 を|NPじTす る よ

う 要 請 し て い る 、,

「余 剰 資 本 」

「有 望 な 事 業 」

「有 望 な 製 品 」

「有 望 な サ ー ビ ス 」

・そ の 他VINE上 で 提 供 し た い 情 報

・ま た 、VINEは 公 式 な 報 道 機 能 も っ て い る 。VINEの 情 報 は 以 下 の よ う な カ テ ゴ リー

で 一 般 向 け に 公 表 さ れ て い る 。

・企 業 宣 伝 情 報

・照 会 者 情 報

・新 規 情 報

・更 新 情 報

・ス ポ ンサ ー(保 証 人)情 報
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5.当 該 デ ー タ ベ ー ス に 求 め ら れ る 姿

5.1当 該 デ ー タ ベ ー ス に 望 ま れ る 情 報 内 容

前 章 ま で の ニ ー ズ 調 査 や事 例 調 査 を 踏 ま え、 ま た 当 該 調 査 の 実 施 に 当 た って 組 織 し

た 検 討 委 員 会 の 委 員 の 皆 様 か らい た だ い た様 々 な意 見 を ま と め、 当 該 デ ー タ ベ ー ス に

望 ま れ る情 報 内容 に つ い て以 下 に 外 観 す る、、

① 情 報 価 値 を 高 め る こ と

事 例 調 査 を 実 施 した東 北 ベ ンチ ャー ラ ン ド協 議 会 の"TREEFAX"「 公 的 支

援 施 策 ・制 度 に 関 す る情 報 デ ー タ ベ ー ス」 や、 民 間企 業 に よ る"融CD"「 全 国 制 度

融 資 の デ ー タベ ー ス 」 な ど につ い て は、 そ の検 索結 果 だ け で は検 索 さ れ た 制 度 を 利 用

す る か ど うか の 判 断 基 準 が 明 確 に され な い 点 が 指 摘 さ れ よ う、,当 該 デ ー タ ベ ー ス に は 、

そ の 制 度 を 提 供 して い る機 関 の デ ー タベ ー ス との連 携 を 図 り、 さ らに は"人"と"実

績"と"評 価"の デ ー タ を 盛 り込 み た い と考 え る。

人 と は、 そ の 制 度 が 実 際 に利 用 可 能 か ど うか、 ま た よ り詳 し く知 り た い と思 った と

き に 窓 口 とな る 人 、 どの 制 度 を 利 用 す べ きか の 選 択 を ア ドバ イ ス して くれ る 人 な ど で

あ る。 行 政 機 関 の 縦 割 り組 織 の 弊 害 は指 摘 され て い る と お りで あ り、 目的 の 窓 口に 達

す る ま で に 時 間 と費 用 が か か って しま う問題 点 が指 摘 され る。 特 に 地 方 の 企 業 が 中央

機 関 の 制 度 を 利 用 しよ うと した 場 合 に は、 問題 が 生 じる可 能 性 が 高 い 。 ま た 実 績 に つ

い て は 、 客 観 的 な デ ー タ と して 盛 り込 む こ とが 可 能 で あ ろ う。 評 価 に つ い て は 、 利 用

実 績 の あ る企 業 の コ メ ン トを 収 集 し、 総 合 的 に 評 価 しな くて は な らな い 難 しさ は あ る

が 、 情 報 価 値 と して は 重 要 で あ る。 これ らの 情 報 を 盛 り込 む こ と で 、 利 用 者 が 必 要 な

機 関 に た ど り着 くま で の 機 会 費 用 を 大 幅 に 削 減 す る こ とが 可 能 で あ る。

② 画 像 情 報 の 導 入

事 例 調 査 を 実 施 した オ ー ネ ッ トの 「大 田区企 業 デ ー タベ ー ス 」 や 、 神 奈 川 高 度 技 術

支 援 財 団 の"DATIK"「 企 業 技 術 情 報 デ ー タベ ー ス」 は、 ゲ ー トウ ェ イ 接 続 に よ

り広 く一 般 の 利 用 が 可 能 とな っ て い る点 は 評 価 され る。 た だ しテ キ ス トベ ー ス で あ る

こ と、 独 自の シス テ ム で あ るた め操 作 性 が 共 通 で な い な ど、 利 用 者 側 の 使 い 勝 手 の 問

題 点 が 指 摘 さ れ る。 例 え ば技 術 交 流 や 受 発 注 目的 の利 用 の ケ ー ス を 想 定 した 場 合 、 絞

り込 み 作 業 に は 相 当 の 慣 れ が 要 求 され る こ と、 ま た 判 断 材 料 とす る た め に は 膨 大 な 情

報 量 が 必 要 と な り、 上 記 の デ ー タベ ー ス の 情 報 内容 だ け で は 不 十 分 な 点 で あ る、,あ る

企 業 の 人 か ら、 発 注 が 可 能 か ど うか は そ の 工 場 を み れ ば 大 体 分 か る と の 意 見 が 聞 か れ

た。 画 像 情 報 が 持 つ 情 報 量 は テ キ ス トベ ー ス と は比 較 に な らな い ほ ど 膨 大 で あ り、 当

該 デ ー タ ベ ー ス に は是 非 画 像 情 報 を盛 り込 み た い と考 え る。 但 し、 画 像 デ ー タ は デ ー

タ容 量 が多 く、 転 送 時 間 や ク ラ イ ア ン トマ シ ンの能 力 に 負担 が 生 じる 懸 念 が あ る。 ま

た、 残 念 な が ら現 在 の と ころ 画 像 情 報 を 扱 え る オ ブ ジ ェク ト指 向 の デ ー タベ ー ス は 開

発 途 上 に あ り、 今 後 の 開発 動 向 に柔 軟 に対 応 で き る もの と した い。
グ
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③ オ ン ラ イ ン 交 流 の 場 の 提 供

ア ンケ ー トの 結 果 か ら 明 ら か に な っ た こ と は 、 ネ ッ トワ ー ク 上 に 交 流 の 場 を 設 け る

こ と が 強 く 求 め られ て い る 点 で あ る。

電 子 メ ー ル 、 電 子 掲 示 板 な ど 顔 の 見 え な い 相 手 同 士 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン も な か な

か 有 効 な と き が あ る 。 オ ン ラ イ ン 会 議 室 で 得 ら れ る 情 報 は 、 相 談 事 の 回 答 よ り 同 じ 問

題 を 抱 え る 人 同 士 が 知 り合 え る だ け と い う 指 摘 も あ る が 、 こ れ も ま た 、 ネ ッ ト ワ ー ク

の 構 築 面 か ら考 え る と、 将 来 的 に は 異 業 種 交 流 や 人 材 の マ ッチ ン グ 機 能 を 果 た し、 新

た な 新 規 事 業 の 萌 芽 を 促 進 す る も の と 評 価 さ れ る 。

交 流 ネ ッ トを 構 築 す る こ と で 、 リア ル タ イ ム に ウ ェ ッ トな 情 報 を 盛 り 込 む こ ど が 可

能 と な る 。 具 体 的 な 交 流 テ ー マ と して は 、 「資 金 」 「人 材 」 「技 術 」 な ど が 利 用 面 で

期 待 さ れ よ う。

④ 人 の 情 報 の 重 視

日本 で もベ ンチ ャー を 個 人 的 に 支 援 す るエ ン ジ ェル と呼 ば れ る人 達 が 増 え て き て い

る。 主 に は事 業 経 験 の あ る個 人 投 資 家 が 中心 で あ るが 、 企 業 家 との 交 流 の 場 を 組 織 す

る な ど、 様 々 な支 援 活 動 を 始 め て い る。 例 え ば、 経 営 コ ンサ ル タ ン ト会 社 の 社 長 で あ

る 横 林 氏 は、 個 人 で 投 資 を 始 め た ほ か、 法 政 大 学 の 客 員教 授 で も あ る こ と か ら将 来 は

教 え 子 に も投 資 す る方 針 を 持 っ て い る,,横 林 氏 以 外 に も、 イ ン タ ー ネ ッ トで企 業 家 の

公 募 を始 め た メ イ テ ッ クの 関 口社 長 、 企 業 家 の 人 脈 作 りや 情 報 交 換 な ど を 支 援 す る 日

商 イ ンタ ー ラ イ フの 天 井 社 長 な ど が い る、,地 域 産 業 の 活 性 化 の 面 か らは 、 東 北 地 方 の

企 業3社(前 田製 管 、 北 部 通 信 工 業 、 由利 工 業)の 社 長 が 東 北 エ ン ジ ェル パ ー トナ ー シ

ップ とい う投 資事 業 組 合 を 設 立 、 東 北 地 方 で 創 業 す る ベ ンチ ャー企 業 に投 資 を 始 め た。

この よ うな 人 た ち と シー ズ を持 つ 人 た ち と の 出 会 い の 橋 渡 しが 出来 る よ うな シス テ ム

を 構 築 した い と考 え る。

ま た エ ンジ ェル の 他 に も、 起 業 化 促 進 の た め に キ ー パ ー ソ ン とな る よ うな 人、 例 え

ば メ ンタ ー と 呼 ば れ る相 談 者(多 くは 大 学 の 先 生)を 紹 介 で き る シ ス テ ム も期 待 され

る。

民 間 企 業 の イ ンタ ー ウ ォー ズ 社 は 、96年 春 か ら 「ウ ォー ズ ニ ュ ー ス 」 を発 行 し、 ベ

ンチ ャー企 業 の 成 功 者 に ス ポ ッ トを あ て た ケ ー ス ス タ デ ィ ー を 中心 に、 フ ラ ンチ ャイ

ジー 募 集 や エ ン ジ ェル(個 人 投 資 家)情 報 な どを 、 大 企 業 の 新 規 事 業 開発 部 門、 起 業

家 予 備 群 、 銀 行 ・生 損 保 の顧 客 な ど に 販 売 す る 計 画 が あ る。 数 千 部 の 発 行 を 予 定 して

お り、 相 当 高 い ニ ー ズ が 予 測 さ れ て い る こ とが 読 み とれ る。 この よ うな 人 と人 の 橋 渡

しが で き る よ うな シ ス テ ム を 、 当 該 デ ー タベ ー ス に も盛 り込 ん で い き た い。

⑤ シ ェ ア の'確 保

マ ク ロ の 視 点 か ら デ ー タ ベ ー ス の 価 値 を 評 価 す る と 、 そ の デ ー タ 量 と な ろ う 。 圧 倒

的 な シ ェ ア の 確 保 を 狙 う こ と も 重 要 な 戦 略 と して 位 置 づ け ら れ る。 ま た 、 宣 伝 効 果 を

高 め る た め に は 、 固 定 利 用 者 以 外 の ア ク セ ス を 取 り込 む 必 要 が あ る 。 「人 財 交 流 村 」
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や 「VINECyberSpace」 の 事 例 は 、 考 え 方 と して は 非 常 に 評 価 さ れ る 。

こ れ ら の ホ ー ム ペ ー ジ 以 上 に ア ク セ ス 頻 度 を 高 め る た め に は 、 こ れ ら を 参 考 に 、 当 社

独 自 の 情 報 や ノ ウ ハ ウ を 盛 り 込 み 、 面 白 さ と 独 自性 を 打 ち 出 して い く こ と が 事 業 成 功

の カ ギ に な る と 考 え る。

従 っ て 、 以 下 の よ う な 二 段 構 え の デ ー タ ベ ー ス とす る 事 が 理 想 で あ る。

L外 部 と の 接 触 に つ い て は 、YAHOOの よ う な 宣 伝 収 入 形 態 を 導 入 し利 用 者 の 利 便

性 を 高 め る こ と で 、 テ ー マ 別 に お け る 圧 倒 的 な シ ェ ア 、 評 価 を 確 保 して い く必 要 性

が あ る。 「ベ ン チ ャ ー に 関 す る 検 索 は 当 デ ー タベ ー ス に 限 る 」 と い う 固 定 観 念 を 植

え 付 け る 方 向 性 も 重 要 で あ ろ う 。

2.固 定 利 用 者(会 員)に は 、 情 報 交 流 の 場 と して ウ ェ ッ トな 情 報 を 提 供 す る こ と で 収

入 源 を 確 保 し て い く。
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5.2今 後 の 事 業 展 開 で 考 え 得 る 情 報 内 容

さ らに今 後 の 事 業 展 開 を考 え た 場 合 、 以 下 の よ う な情 報 内 容 を デ ー タ ベ ー ス と して

構 築 して い き た い と考 え る。

(1)ベ ン チ ャ ー 企 業 情 報

単 な る 企 業 情 報 で は な く、 厳 選 さ れ た ベ ン チ ャ ー 企 業 の 情 報 、 例 え ば 公 的 支 援 機 関

な ど の 支 援 決 定 を 受 け た 企 業 や 技 術 評 価 を 受 け た 企 業 だ け に 絞 り込 む こ と で 、 情 報 価

値 を 高 め 、 当 該 デ ー タ ベ ー ス に 掲 載 さ れ る イ ン セ ン テ ィ ブ を 獲 得 して い き た い 。

ま た、 そ の 企 業 の う ち 既 に ホ ー ム ペ ー ジ を 持 つ 場 合 に は リ ン ク を 張 り、 持 た な い 企

業 に は 低 廉 な ホ ー ム ペ ー ジ作 成 お よ び 情 報 発 信 代 行 サ ー ビ ス を 提 供 す る こ と で 、 プ ロ

バ イ ダ ー 業 へ の 進 展 を 図 っ て い く。

ベ ンチ ャ ー 企 業 情 報 で は 、 以 下 の よ う な カ テ ゴ リ ー 分 類 が 考 え ら れ よ う。

離i∵ 燃lllジ 品
〈 サ ンプ ル 例 〉

会 社 名 株式 会 社 ク リエ イ トイ シ カ ワ

評価機関 VEC

評価制度 債務保証プ ロジェク ト

認定年月 平成7年12月

認定 プ ロ ジ ェク ト名 『1.M.O.(国 際 海事 機 関)基 準準拠 船 舶廃 油燃 焼 装 置 の 開発 』
'

概要:当 社の廃 油燃焼装置は、国際海事機 関の基準を満 たすべ く開発 された もので、新 開発の

低圧 ノズル と特殊3層 構造の採用 によ り、廃油を1000度 以上の高温で燃焼 させ ること

ができます。排温を利用 した汚水処理装置 も備え、廃油 ・廃水の同時処理 が可能で、海洋

汚染 の 防止 に役 立 ちます,,ま た 、通 常 の廃 油 ・廃溶 剤 も燃焼 で き、廃 温 を熱 源 と して利用

す るとい う廃油等の資源化設備 と して、工場か らの引き合い も多 くあ ります。

住 所:・

TEL:

社 長:

資 本 金:

従 業 員:

そ の 他:

①人材募集 ・ 企 業 ホ ー ム ペ ー ジ ヘ リ ン ク

②業務 ・経理統計

③新製品

④技術登録

⑤移転斡旋

⑥設備

⑦その他'
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(2)支 援 機 関 情 報

新 規 事 業 創 出 を 支 援 す る 支 援 機 関 は 全 国 に 数 え 切 れ な い ほ ど 存 在 す る 。 同 時 に 様 々

な 形 態 が 存 在 し、 同 一 フ ォ ー マ ッ トで 情 報 提 供 す る こ と は 難 し い た め 、 キ ー ワ ー ド以

外 は ホ ー ム ペ ー ジ 形 式 に て 情 報 提 供 す る こ と が 望 ま しい 、,

ホ ー ム ペ ー ジ を 持 つ 組 織 は 今 の と こ ろ 数 は 少 な く、 ま た 各 事 業 主 体 は 情 報 発 信 を 事

業 の 柱 と 位 置 づ け て お り、 ベ ン チ ャ ー 企 業 情 報 と 同 様 、 プ ロ バ イ ダ ー 事 業 の 市 場 性 と

して は 今 後 の 発 展 性 が 期 待 さ れ る 。

〈 サ ン プ ル 例 〉

機 関 名 財 団法 人ベ ンチ ャー エ ンタ ープ ライズ セ ンター(VEC)→ ホー ムペ ー ジに リンク

性 格 当 財 団(VentureEnterprizeCenter)は 日本 の ベ ン チ ャ ー 企 業 の 発 展 を 支 援 す る た

めに昭和50年 に設立 された通産省の外郭団体です。

住 所 〒104東 京都 中央 区築地3-9-9ラ ンディ ック永 井 ビル4階

電 話 03-3545-4081

主な業務 内容:「 債務保証事業」 「情報交流事業」

VECの 事業は、金融機関か らの借入に対す る無担保債務保証制度、そ して意欲ある事業

を育む土壌づ くりのための各種セ ミナーなどの情報交流活動です。

①債務保証事業 について:

企 業 家 の ア イデ ィア と技 術 を応 援 す るのが 、VEC無 担保 債務 保 証 です、、革 新 的 な技 術 ・

製 品 の研 究 開発 や企 業 化 に取 り組 み た い!、 これ まで にな い斬新 なサ ー ビスを 実現 した い!

こんな意欲を もつ中小 ・中堅企業の皆 さんの資金調達の悩みをVECは 解決、応援 していま

す 。 昭和50年 以来 、VECの 債 務保 証 を受 けて 実現 され た プ ロ ジェ ク トは400件 以.ヒ。

大 きな事 業へ と成長 した の も少 な くあ りませ ん、,

→ 〈参 照 〉資金 支援 制 度情 報 ペ ー ジへ の リン ク(表5-2)

②情報交流事業:

VECで は新 たな事業を育むための土壌作 りとなるセ ミナーや交流会の開催を始め、闊達

な人材育成、海外に及ぶ調査研究、多様な情報提供などを行 っています。

→ 〈参 照 〉セ ミナー 等情報 ペ ー ジへ の リンク

その 他 の事 業 内容:「 会 議 室 ・サ ロ ンの貸 し出 し」

VECで は 当セ ンター の会議 室 、 サ ロンの貸 し出 しを行 って います 。

会議室、サ ロン利用 ご希望の方は事前にVEC宛 ご連絡を!

①会議室

利 用 時 間:AM10:00～PM8:00

料 金:¥5,000/時 間

広 さ:約30坪 、60名 収 容可 能

利用形態:会 議 、各種打 ち合わせ、後援会等 々

② サ ロ ン

利 用 時 間:AMlO:00～PM8:00

料 金:無 料

広 さ:5坪 、6～7名 収 容 の オ ーフoン応 接'

利用形態:簡 単な打 ち合わせ
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(3)セ ミナ ー 等 情 報

全 国 に 数 あ る 支援 機 関 で は、 各 種 セ ミナ ー や 交 流 会 な どが 企 画 実 施 され て お り、 こ

れ らの広 報 及 び 参加 申 し込 み代 行 を行 うこ と も考 え られ る。

〈 サ ンプ ル 例 〉

目的 人材育成

No 事業名 主催者 開催 日時 場所 費用 対象

1 創 業 支援 セ ミナー VEC

2 ベ ンチ ャー ビジネ ス新 人研 修 セ ミナ ー

3 ベ ンチ ャー留 学

4 ベ ンチ ャー ビジネス求人支援活動

5 ベ ンチ ャー ビジネ ス トップセ ミナー

6 ベ ンチ ャー ビジネ ス経 営講座
11

目的 交流会

No 事業名 主催者 開催 日時 場所 費用 対象

1 ベ ンチ ャー ビジネ ス社 長会 VEC

2 ベ ンチ ャーキ ャピタル社長懇談会

3 ベ ンチ ャー ビジネ ス経 営戦 略 セ ミナー

4 ベ ンチ ャー ビジネ ス交流 会

5 地 域 ネ ッ トワー ク会 議

6 金融機関説明会

→ 〈参照 〉事業 内容の詳細、主催者 照会、問い合わせ先、申込先 等につ いては別途 リンク参照

(4)イ ンキ ューべ 一 夕一 情 報

日本 に 初 め て ビ ジ ネ ス ・イ ン キ ュベ ー タ ー と い う概 念 が 紹 介 され た の は、 今 か らま

だ10年 ほ ど前 の こ と で あ る。 神 奈 川 サ イエ ンス ・パ ー ク(KSP)が 我 が 国 に お け る

組 織 的 な イ ンキ ュベ ー ター の 第 一 号 と して、 よ く事 例 と して 取 りあ げ られ る が、 施 設

が 完 成 したの は1989年7月 の こ と で あ る,,

イ ンキ ュベ ー タ ー の 目的 は、 新 しい企 業 を 起 こ す 創 業 の 支 援 、 あ る い は 既 存 の 中 小

企 業 ・中 堅 企 業 の 新 規 事 業 展 開 の 支 援 で あ る、、 低 廉 な ス ペ ー ス を提 供 す る こ と に よ っ

て創 業 時 の ス ペ ー ス コ ス トを 下 げ、 ま た 関 連 す る様 々 な ビ ジ ネ ス サ ー ビス を 提 供 す る

こ とに よ って 人 件 費 を 下 げ た り事 業 の失 敗 を 減 ら し、 成 長 を加 速 させ る仕 組 み で あ る。

我 が 国 の地 域 開発 、 産 業 振 興 施 策 は第 一 次 か ら現 在 の 第 四 次 に至 る 全 国総 合 開発 計

画 を 基 本 法 と し、 近 年 で は 先 端 技 術 産 業 の 地 方 分 散 を 図 り高 度 技 術 に 立 脚 した工 業 開

発 を 地 域 的 に 展 開す る こ とを 目的 と した 「高 度 技 術 工 業 集 積 地 域 開発 促 進 法 」(昭 和

58年 、 テ ク ノ ポ リス 法)及 び 「地 域 産 業 の 高 度 化 に 寄 与 す る特 定 事 業 の 集 積 の 促 進 に

関 す る法 律 」(昭 和63年 、 頭 脳 立 地 法)が 制 定 さ れ、 新 規 事 業 の創 出、 産 業 の イ ンキ

ュベ ー シ ョ ンの 支 援 事 業 が 展 開 され て い る。

一 方 、 昭和50年 代 に 入 り、 国 の 財 政 事 情 の 悪 化 や 対 外 経 済 摩 擦 の 激 化 か ら 内 需 主 導
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型 へ の 構 造 転 換 が 叫 ば れ るな か で 「公 的 な事 業 分 野 に 民 間 部 門 の有 す る資 金 、 経 営 能

力 等 を 導 入 す る 」 民 間 活 力 の 活 用 あ る い は 民 活 の諸 方 策 が 進 め られ る こ と と な った 。

民 間 資 金 を 活 用 して 公 共 的 施 設 の整 備 を 図 る た め に 「民 間 事 業 者 の 能 力 の 活 用 に よ る

特 定 施 設 の整 備 の 促 進 に 関 す る臨 時 措 置 法 」(昭 和61年 、 民 活 法)が 制 定 され 、 第1

号 施 設 と して 「リサ ー チ ・コ ァ」 の 整 備 事 業 が 展 開 さ れ た、,研 究 開 発 ・企 業 化 基 盤 施

設(リ サ ー チ ・コァ)は 、1)開 放 型 試 験 研究 施 設 、2)技 術 者 の研 修 施 設 、3)工 業 技 術

に 関 す る 展 示 施 設 ・会 議 場 施 設 、4)研 究 開発 型 企 業 育 成 支 援 施 設(イ ン キ ュベ ー タ ー)

か らな り、 公 共 的 な 事 業 の 性 格 を考 慮 して 民 間 事 業 者 に 対 す る各 種 の 公 的 助 成 措 置

(税 の 減 免 、 補 助 金 、 無 利 子 ・低 利 融 資 等)が 講 ぜ られ て い る,,ま た、 昭和62年6月 に

閣 議 決 定 され た 「第4次 全 国 総 合 開 発 計 画 」(四 全 総)を も と に63年6月 「多 極 分 散 型

国 土 形 成 促 進 法(多 極 法)が 制 定 され、 こ の 中 で も民 活事 業 者 に 対 す る支 援 策(民 活

法 特 定 施 設 、 政 令 中核 的 民 間 施 設 に 対 す る 公 的 助 成 措 置 等)が 盛 り込 ま れ て い る。 最

近 で は、 中小 企 業 庁 が 「遊 休 地 を活 用 した イ ンキ ュベ ー ト施 設 の 建設 促 進事 業(仮 称)」

を 打 ち 出 して お り、 今 国 会 に お け る審 議 を経 て、 詳 細 な事 業 計 画 が 発 表 さ れ る予 定 で

あ る。

●イ ンキュベー ター事業 を行 う リサーチ コア

① か ながわサ イエ ンス ・パ ー ク

② つ くば研 究支援 セ ンター

③千 里 ライ フサ イエ ンスセ ンター

④ 久留 米 テ クノ ・リサー チ ・パ ーク

⑤ 恵庭 リサ ーチ ・ビ ジネス ・パ ーク

⑥21世 紀 プラザ

⑦ とや ま新産業 基盤施 設

⑤ 長岡 リサ ーチ コ ア

⑨豊橋 サ イエ ンス コア

⑩ 尼崎 リサ ーチ イ ンキュベー シ ョンセ ン ター

⑪ 福 岡 ソフ トリサ ーチパ ー クセ ン ター ビル

● リサ ーチ コア以 外の イ ンキ ュベー ター

⑫ 札幌 エ レク トロニ クスセ ン ター

⑬ 室蘭 テ クノセ ンター

⑭松 本 ソフ ト開 発セ ン ター

⑮ ハイテ ク ミニ団 地

⑯ 京 都高度技 術研究 所

⑰ マ イコ ンテ クノHOUSE

⑬ 島屋 ビ ジネス インキュベ ー タ

⑲ ハ イテ クイ ンタフェ イス

⑳ 佐 伯 メカ トロセ ンター

(⑳ナガサ キテ クノポ リス

。τ つ ⑲

⑦⑮

⑪

(出所)日 興 リサーチ七ンター

図5-1 主 な イ ンキ ュ ベ ー タ ー 位 置 図
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〈 サ ン プ ル 例 〉

名 称:富 山 ハ イ テ ク ・ ミニ 企 業 団 地

事業 主体

所在地

連絡 先

施設規 模

付帯施 設

5卜56市今市山富

市

県

山

山

富

富

団 地 の 総 面 積18,245m:

工 場 用 地 面 積9,675mL'

工 場 数43棟

敷 地 面 積 建 屋 面 積 棟 数

型

型

設

S

M

施修研

185m2

285m2

1棟

92㎡31棟

144m212棟)

共 同排 水 設 備 、 共 同駐 車 場

入 居 条 件 対 象 業 種 金 属 製 品 ・一 般 機 械 器 具 ・電 気 機 械 機 器 ・輸 送 機 械 機 器

精 密 機 械 機 器 ・プ ラ ス チ ッ ク製 品 等 の 製 造 ・

そ の 他 市 長 が 特 に認 め る製 造 業

使 用 対 象 者 市 内 に 住 所 を 有 す る人 ・そ の 他 市 長 が特 に 認 め る 人

使 用 対 象 業 種 に勤 務 し、 又 は 勤 務 して い た 人

高 度 技 術 設 備 を導 入 で き る 人(リ ー ス も可)

使 用 者 の 事 業 活動 に お い て 公 害 防止 等 の 環 境 保 全 を 図 る

こ と が で き る 人

親 企 業 か らの 推 薦 を 受 け る こ とが で き る人

使 用 承 認 期 間 最 高10年(工 場 使 用 承 認 期 間5年 、 更 新1回 ま で)

使 用 料 月 額S型:51,500円 、M型:77,250円 、 敷 金 等 は 無 し

関連 施 策 富 山県:独 立 開業 者 に 対 す る融 資 制 度 及 び 損 失 保 証 制 度 あ り

中小 企 業 団体 中央 会:独 立 開 業 者 の情 報 収 集 及 び 技 術 面 ・経 営 面 の 指

導 、 助 言

中小 企 業 振 興 協 会:独 立 開 業 者 受 注 斡 旋 及 び技 術 面 ・経 営 面 の 指 導 ・

助 言

そ の 他 商 工 団体:独 立 開業 者 の 技 術 面 ・経 営 面 の 指 導 ・助 言

中堅 企 業:独 立 開 業 者 に 対 す る発 注、 設 備 の整 備 、 技 術 指 導 等 、 支 援

体 制 を 確 保

そ の 他 備 考 団地 入 居 者 に よ る 富 山 市 ハ イ テ ク ・ミニ 企 業 団地 運 営 連 絡 会 を 組 織

(5)ベ ン チ ャ ー キ ャ ピ タ ル 情 報

日本 の ベ ン チ ャ ー キ ャ ピ タ ル 企 業 数 は 米 国 の5分 の1程 度 と い わ れ て い る が 、 そ れ で

も121社(平 成6年)存 在 す る 。 ま た 、 各 ベ ン チ ャ ー キ ャ ピ タ ル と も得 意 分 野 を 持 っ て

い る 場 合 が 多 く、 一 概 に 全 て の ベ ン チ ャ ー 企 業 が 対 象 と な る こ と は 少 な い 。 さ ら に 対

象 と す る 投 資 企 業 ス テ ー ジ も異 な っ て お り 、 事 業 計 画 を 持 ち 込 む 前 に 絞 り 込 み を 図 る

必 要 が 生 じ よ う。

ま た 、 昨 今 ベ ン チ ャー キ ャ ピ タ ル の 活 動 も 活 発 化 し て お り、 投 資 事 業 組 合(基 金)

の 創 設 が 相 次 い で い る。 日本 合 同 フ ァ イ ナ ン ス を は じ め 主 要 ベ ン チ ャ ー キ ャ ピ タ ル7

社 の95年 度 の 設 定 額 は663億 円 と 、 前 年 度 の2.4倍 に 達 す る 見 通 しで あ る。 基 金 に つ い

て は 、 こ の 様 な 主 要 ベ ン チ ャ ー キ ャ ピ タ ル に よ る も の 以 外 に も、 銀 行 や 生 保 主 導 で 系
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列 べ ン チ ャ ー キ ャ ピ タ ル と 共 同 で 設 け る 例 も 目立 っ て お り、VC,都 銀 、 生 ・損 保 が

今 年 度 中 に 設 立 す る 基 金 は 計 画 を 含 め4年 ぶ り に1千 億 円 台 に 達 す る 見 込 み で あ る 。
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期

成

長

中

期

m銀 行系
園 証券系
図 地銀系
図 生損係累
囲 外資系

口 その他

'84'CSi
)'tKi'87'C・k'S'89'1・1〕'91'92'E-〕3'9:1

日本 の ベ ンチ ャー キ ャ ピタル 会 社 数

ベ ンチャー企業設立

技術支援
サイエ ンスパ ークH

スペース
一

イ ン キ ュベ ータ ー司

技術 ・経営ノウハウ
一

大学
、口

開業資金

事業計画書

融資岡

エンジェル滝

開発資金
SBIC SBAK

開発資金

資金晴 ♀ 資

MTDCK

開発資金憎

成長資金閑 役員派遣 ベンチャー

キ ャピタル

リミテ ッ ド ・

パー トナー

シップ

年

金

基

金

コンサルティング

成長資金司

司
IPO

(株式公開)

証券会社
コンサ ルティング 一

弁護士

▼

コンサルティング
一

公認会計士

ll

NASDAQ登 録企業
成長資金

投資家

NASDAQ

(出 典)公 正 取 引委 員 会 「わ が 国 に お け るVCの 実 態 調 査 報 告 書 」

図5-3ベ ン チ ャー ・キ ャ ピ タ ル の ス テ ー ジ 別 投 資(米 国 事 例)
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(6)資 金 支 援 制度 情 報

新 規 事 業 創 出 を 目的 とす る資 金 支 援 制度 は 、 自治 体 の 制 度 融 資 を は じめ 膨 大 な数 に

の ぼ り、 支 援 機 関 の ア ドバ イザ ー で も知 り得 な い 制 度 も多 い と思 わ れ る。 そ こ で各 制

度 を デ ー タ ベ ー ス化 し、 条 件 に 該 当 す る 制 度 を検 索 で き るサ ー ビス を 提 供 す る こ とを

目的 とす る。 た だ し制 度 内 容 だ け で な く、 「人 」 「実 績 」 「評 価」 の 情 報 を 盛 り込 む

こ と とす る。 更 新 等 が 頻 繁 に行 わ れ る懸 念 が あ るが 、 各 部 道 府 県 の ベ ンチ ャー 支 援 財

団 との ネ ッ トワー ク化 等 、 全 国 支 援 機 関 との 協力 関 係 の 下 、 分 散 型 デ ー タベ ー ス と し

て 構 築 を 図 る。

資 金 支 援 制 度 情 報 で は、 以 下 の よ うな カ テ ゴ リ'-1分 類 が 考 え られ よ う。'

政 府 系 機 関

自 治 体

VC

民 間 金 融 機 関

そ の 他(FORECS、KYUTEC等)

融 資

出資 ・投 資

債 務 保 証

利 子 補 給

補 助 、 等

設 備 投 資

{運転 資金

災 害 復 旧

{新 分 野 進 出、 等

表5-1 新規事 業創 出支援 関連 の資金支援制 度分類

×痴7/ぷぎノ"/ゲ/パ 「!一 〆'■4ワ/w-一 ノ'!月7!一/在 〆炉,㌘-」 字'ぺ

[三里芸遼!三型肥L製 三豊度_1

規 開 業11新

隔 助 金1

隔 虫 資i

順 務保証1

資11出

1税 制!

他11そ の

1研 究 ・技 術 開発1

1
業 化11事

i

1新 分 野 進 出1

i

1そ の 他1

1利 用 可 能 な地 域 が 限 定 され て い る制度1

(出 典)通 産 省 「新 規 事 業 支 援 施 策 利 用 ハ ン ドブ ッ ク」
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表5-2 資 金 支 援 施 策 デ ー タ の一 例

・翻 裟繊!l硫 渋 術 開発"一
4疸蕩膨 :支援の趣 旨㌶" ,,㌘ ㌘ ㌘㌘ シ綱 渡 名∴:.ノ//ジ:/'

高 い技術力を有 しなが ら資金調達力が VECに よる研究開発型企 業債務

全 国 債務保証 不足 しているため、研究開発の遂行が 保 証 制度(ベ ンチ ャー ビジネ ス)

出来ない中小企業のための支援
:彩2彩i髪件(限 度額影 利率 等ジ ∴レ 川 〆'/支 援対象 く対 象 者 ミ対 象 事 業 等)力 ・/㌘ ご

(1)保 証 限 度額:8000万 円 (1)対 象企 業及 び対象 プ ロ ジ ェク ト

(借入金額の80%) ・優れた新技術、新製品の研究 開発を 自ら実施 しよ う

(2)保 証料 年2% とする具体的な計画を持 ち、その遂行に必要な技術

(3)保 証期間8年 以 内 力、企業力を有する中小企業

(4)据 置 期 間1年 以 内 ・上記 の プ ロジ ェク トで現在 の水 準 か らみ て、 新規 性

(5)担 保:不 要 を有 し企業化の可能性が高 い もの

(VECが 補償 す る額 につ いて) (2)対 象資 金

(6)保 証人 必要 ・新製品、新技術な どの研究開発及びその企業化に必

(7)そ の他 成功報酬制度有 り 要な資金(土 地取得費は対象外)

(金額 につ いては相談)
'施 策利 用の ポイ ン ト

(1)決 算実績がな くても可

(2)VECが 保証す る金額 については無担保

(3)第 三者保 証人を必要 と しない

(4)長 期 プ ライ ム レー トに連動 した低金利 の借入 が 可能(金 利(固 定)=長 フ。ラ×0.25+1.575)

:粗豪庇合わ滋笏 ～ 財 団法人 ベ ンチ ャーエ ンター プライ ズセ ンター(VEC)TELO3-3503-3041

、潟 東請先・㌃ 民 間金 融機 関、 政府 系 金融機 関(一 部)、 ベ ンチ ャー キ ャピタル(一 部)

(出 典)通 産 省 「新 規 事 業 支 援 施 策 利 用 ハ ン ドブ ック 」

(7)そ の 他

そ の 他 、 以 下 の よ うな情 報 も重 要 と考 え る。 ただ しこ れ らの 分 野 で は 、 先 行 事 業 が

充 実 して お り、 新 た な参 入 企 業 が 成 功 す る可 能 性 は 少 な く、 既 存 デ ー タベ ー ス との ゲ

ー トウ ェ イ 接 続 に よ る サ ー ビス 提 供 の 形 態 を検 討す べ き と思 わ れ る。 さ らに は 、 テ キ

ス トベ ー ス で は な く イ ンタ ー ネ ッ トを 利 用 したGUI環 境 の サ ー ビス 形 態 を 図 って い

くべ き で あ り、 先 行 事 業 者 の 今 後 の 事 業 展 開 の 動 向 が 気 に な る と こ ろ で は あ る,、

(Di支f桁↑青幸艮

全 国研 究 機 関 紹 介

大 学 研 究 室 、 政 府 及 び 自治 体 研 究 機 関の 研 究 テ ー マ、 実 績、 人 材 デ ー タ

各 研 究 機 関速 報

世 界 の 最 新 技 術 情 報 、 研 究 状 況 等

新 製 品 情 報 、 技 術 開発 情 報

機 械 翻 訳 機 能

そ の 他

② 市 場 情 報

市 場 状 況

売 れ 筋 情 報

流 通 市 場 情 報

商 社 ・代 理 店 情 報

各 種 統 計 情 報(国 勢 調 査(年 齢別人時)、 工 業 統 計 、 商 業 統 計 、 事 業 所 統 計 等)

そ の 他
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5.3利 用 対 象 者

当該 デ ー タベ ー ス の 利 用 者 、 及 び 会員 制度 形 態 を と る 場 合 に 考 え 得 る 会 員 営 業 先 と

して、 個 人 以 外 に 下 記 の 諸 団 体 が 挙 げ られ る,,対 象 数 と して は、 収 益 性 を 考 え る上 で

十 分 な数 で あ る と思 わ れ る。

①VB企 業(情 報 提 供 者 で あ りか つ 利 用 者)

一 定 の 公 的機 関 か らVB支 援 を受 け、 イ ンセ ンテ ィ ブ を 付 与 さ れ た 企 業

(年 間200社 以 上)

② 全 国支 援 機 関(情 報 提 供 者 で あ りか つ利 用 者)

各 省 庁 ・行 政 機 関(通 産 省、 中 小企 業 庁 、 その 他)

地 方 公 共 団 体(47都 道 府 県 、 そ の 他 市 町 村 相 当数)

政 府 系 金 融 機 関(6中 央 団 体 、 そ の 他 支 店 相 当数)

・日本 開 発 銀 行

・中 小企 業 金 融 公 庫

・国 民 金 融 公 庫

・商 工 組 合 中 央 公 庫

・環 境 衛 生 金 融 公 庫

・社 団 法 人 全 国 信 用 保 証 協会 連 合 会

特 殊 法 人(5中 央 団 体、 そ の 他 支 部 相 当数)

・中小 企 業 投 資 育 成 株 式 会 社(東 京 、 名 古 屋 、 大 阪)

・新 エ ネル ギ ー ・産 業 技 術 総 合 開発 機 構(NEDO)

・情 報 処 理 振 興 事 業 協 会

・基 盤 技 術 研 究 促 進 セ ンタ ー

・産 業 基 盤 整 備 基 金

関 係 団体(4中 央 団体 、 そ の 他 支 部 相 当 数)

・日本 商 工 会 議 所

・全 国 商 工 会 連 合 会

・全 国 中 小企 業 団 体 中央 会

・財 団法 人 全 国 中 小 企 業 設 備 貸 与 機 関 協 会

関係 機 関(10団 体)

・財 団 法 人 九 州 ・山 口地 域 企 業 育 成 基 金(キ ュ ー テ ック)

・財 団 法 人 京 都 産 業 技 術 振 興 財 団

・財 団 法 人 札 幌 銀 行 中 小企 業 新 技 術 研 究 助 成 基 金

・財 団 法 人 三 和 ベ ンチ ャー 育 成基 金

・新 規 事 業 投 資 育 成 株 式 会 社

・財 団法 人 た くぎん フ ロ ンテ ィア 基 金

・財 団 法 人 中 小企 業 ベ ンチ ャー 振 興 基 金

・財 団 法 人 日本 テ ク ノ マ ー ト
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・社 団 法 人 ニ ュ ー ビ ジ ネ ス 協 議 会

・財 団 法 人 ベ ン チ ャー エ ン タ ー プ ラ イ ズ セ ン タ ー(VEC)

都 道 府 県 ベ ン チ ャ ー 財 団 等(将 来 的 に47団 体)

・財 団 法 人 石 川 県 創 造 的 企 業 支 援 財 団(石 川 県)

・財 団 法 人 大 阪 府 研 究 開 発 型 企 業 振 興 財 団(FORECS)(大 阪 府)

・財 団 法 人 熊 本 県 起 業 化 支 援 財 団(熊 本 県)

・etc

そ の 他 支 援 機 関

(通 産 省 「新 規 事 業 支 援 施 策 利 用 ハ ン ドブ ッ ク1の 掲 載 数 だ け一で55団 体)

・東 北 ベ ン チ ャ ー ラ ン ド協 議 会

・etc

③ ベ ン チ ャ ー キ ャ ピ タ ル(121社)

④ 民 間 金 融 機 関(相 当 数)

⑤ 民 間 関 連 ビ ジ ネ ス 企 業(相 当 数)

・法 律 事 務 所

・公 認 会 計 士 ・税 理 士 事 務 所

・広 告 ・出 版 ・印 刷 ・デ ザ イ ン ・放 送

・ リ ー ス 会 社

・情 報 サ ー ビ ス 会 社

・etc

⑥ そ の 他

起 業 化 を 考 え る 個 人 、 プ レス 関 係 機 関 等
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6.事 業 化 の 検 討

6.1事 業 形 態

「新 規 事 業 創 出 支 援 の た め の デ ー タ ベ ー ス 」 運 用 の た め の イ ン タ ー ネ ッ トシ ス テ ム

に つ い て 、 以 下 の よ う な 事 業 形 態 を 想 定 す る 。

(1)情 報 提 供 型 の 事 業

イ ン タ ー ネ ッ トサ ー バ ー を 立 ち 上 げ 、 プ ロ バ イ ダ ー と 接 続 す る こ と で イ ン タ ー ネ ッ

トへ の 情 報 発 信 サ ー ビ ス を 事 業 化 す る 。 こ の 場 合 、 す で に イ ン タ ー ネ ッ トへ 参 加 して

い る 方 へ の サ ー ビ ス の み と な る 。 収 益 は 、 サ ー バ ー へ 情 報 を 掲 載 す る 団 体 等 か ら得 る

こ と に な る 。

(2)プ ロバ イ ダ ー 型 の 事 業

プ ロ バ イ ダ ー と し て イ ン タ ー ネ ッ トサ ー バ ー を 立 ち 上 げ 、 情 報 提 供 サ ー ビ ス と 共 に

ダ イ ヤ ル ア ッ プ 等 に よ る イ ン タ ー ネ ッ ト接 続 サ ー ビ ス を 事 業 化 す る 。 こ の 場 合 、 す で

に イ ン タ ー ネ ッ トへ 参 加 して い る 方 へ の サ ー ビ ス の 他 、 新 た に イ ン タ ー ネ ッ トへ 参 加

し た い 方 へ の サ ー ビ ス も 実 施 す る 。 収 益 は 、 サ ー バ ー へ 情 報 を 掲 載 す る 団 体 等 か ら と 、

イ ン タ ー ネ ッ トへ 参 加 し た 方 か ら の 得 る こ と に な る。

(3)シ ス テ ム 提 供 型 の 事 業

イ ン タ ー ネ ッ トサ ー バ ー に よ る 情 報 提 供 シ ス テ ム を 設 計 、 構 築 し て 、 そ の シ ス テ ム

を 自 治 体 や 団 体 へ 提 供 す る サ ー ビ ス を 事 業 化 す る。 収 益 は 、 情 報 提 供 シ ス テ ム が 主 な
、

も の と な る。

(4)情 報 提 供 型 と シ ス テ ム 提 供 型 を 組 み 合 わ せ た 事 業

イ ン タ ー ネ ッ トサ ー バ ー を 立 ち 上 げ 、 プ ロ バ イ ダ ー と 接 続 す る こ と で イ ン タ ー ネ ッ

トへ の 情 報 発 信 サ ー ビ ス を 事 業 化 す る 。 か つ 、 こ の ノ ウ ハ ウ を ベ ー ス に イ ン タ ー ネ ッ

トサ ー バ ー に よ る 情 報 提 供 シ ス テ ム を 設 計 、 構 築 して 、 そ の シ ス テ ム を 自 治 体 や 団 体

へ 提 供 す る サ ー ビ ス を 事 業 化 す る 。 情 報 発 信 サ ー ビ ス だ け で は 、 す で に イ ン タ ー ネ ッ

トへ 参 加 して い る 方 へ の サ ー ビ ス の み と な る が 、 情 報 提 供 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と で

サ ー ビ ス の 拡 大 と 収 益 の 拡 大 を 狙 う。 収 益 は 、 サ ー バ ー へ 情 報 を 掲 載 す る 団 体 等 お よ

び 情 報 提 供 シ ス テ ム の 提 供 と 運 用 サ ポ ー トに よ り得 る こ と に な る 。
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6.2シ ス テ ム の 検 討

イ ン タ ー ネ ッ トヘ デ 一 夕 を 発 信 す る た め に は 二 つ の サ ー バ ー が 必 要 に な る,,ま ず 、

発 信 情 報 を 蓄 積 す る デ ー タ ベ ー ス サ ー バ ー と 情 報 を 発 信 す る た め のW酬 サ ー バ ー が 必 要

に な る 。 デ ー タ ベ ー ス の 規 模 が 小 さ け れ ば 一'台 の サ ー バ ー で 兼 用 で き る が 、 安 全 性 、

運 用 性 等 の 面 か ら そ れ ぞ れ 別 々 の サ ー バ ー と す る 方 が 良 い 。

以 下 で は 、 当 該 デ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス の 提 供 に 当 た っ て 想 定 さ れ る シ ス テ ム に つ い

て 検 討 を 行 っ た。

6.2.1DBMSの ハ ー ドウ ェ ア/ソ フ トウ ェ ア

当 該 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の 考 え ら れ る 機 能 お よ び 規 模 を 考 慮 す る と 、 オ ー プ ン プ

ラ ッ トフ ォ ー ム を ベ ー ス と す る デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム が 必 要 と 考 え ら れ る 。 ま た 、 大

容 量 デ ー タ の マ ル チ メ デ ィ ア デ ー タ を 効 率 よ く扱 え 、 分 散 デ ー タ ベ ー ス 機 能 や 高 機 能

な ミ ドル ウ ェ ア の 提 供 等 の 他 に 、 イ ン タ ー ネ ッ トか ら の ア ク セ ス 環 境 が 簡 単 に 提 供 で

き る ソ フ ト ウ ェ ア が 望 ま れ る 。 ま た サ ー バ ー と な る マ シ ン は 、UNIXやPC等 、 自

由 に 選 択 で き る こ と が 望 ま しい 。

(1)シ ス テ ム の 構 成

DBMSの シ ス テ ム 構 成 を 以 下 に 示 す 。

デ 一 夕ベ ー ス サ ー バ ー

サ ー バ ー ア プ リケ ー シ ョ ン データベース管理PC

DBMS
クライア ン ト

アプ リケーシ ョン

ミドルウェア ミドルウェア

通信ソフ トウェア ・通信 ソ フ トウ ェア

ネ ッ トワー ク

図6-1 DBMSシ ステ ム 構 成 図

① デ 一 夕 ベ ー ス サ ー バ ー

デ 一 夕 ベ ー ス サ ー バ ー と して 必 要 な 機 器 を 以 下 に 示 す が 、 デ ー タ ベ ー ス の 容 量

に よ りUNIXあ る い はPCを 選 択 す る 必 要 が あ る 。PCの 場 合 は 、OSに はU

NIxあ る い はMs-WindowsNTの 選 択 が ベ ー ス に な る と 考 え る 。

(a)デ ー タ ベ ー ス サ ー バ ー(UNIXワ ー ク ス テ ー シ ョ ン)

UNIXワ ー ク ス テ ー シ ョ ン 一 式

大 容 量 デ ィ ス ク 一 式

バ ッ ク ア ッ プ 機 器 一 式

無 停 電 電 源 装 置 一 式
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(b)デ ー タ ベ ー ス サ ー バ ー(MS-WindowsN'1')

NTサ ー バ ー

大 容 量 デ ィ ス ク

パ ッ ク ア ップ 機 器

無 停 電 電 源 装 置

(c)デ ー タ ベ ー ス 管 理 用PC

管 理 用PC

② デ ー タ ベ ー ス ソ フ ト ウ ェ ア

DBMSソ フ ト ウ ェ ア

C

℃

ド
M

C

三

王

エ

三

'

一

一 式

一 式

③ デ ー タ ベ ー ス ア ク セ ス ソ フ トウ ェ ア

DBMS用 ミ ドル ウ ェ ア

④ デ ー タ ベ ー ス ア プ リ ケ ー シ ョ ン

ア プ リケ ー シ ョ ン 開 発

⑤ そ の 他 の 機 器

ネ ッ トワ ー ク 機 器

プ リ ン タ

ス キ ャ ナ

ー 式

一 式

℃

℃

〔

三

ーエ

三

(2)導 入 費 用

導 入 に か か る ハ ー ド/ソ フ トの トー タ ル 費 用 は 、 そ れ ぞ れ 以 下 の よ う に 概 算 す る。

13,000,000円①UNIXワ ー ク ス テ ー シ ョ ン を 利 用 す る 場 合

②NTサ ー バ ー を 利 用 す る 場 合 11,500,000円

表6-1DBMS導 入 費 用 概 算 根 拠

NO 項 目 概 算費 用

1 UNIXワ ー ク ス テ ー シ ョ ン シ ス テ ム 一 式 4,500,000円

2 NTサ ー バ ー シ ス テ ム 一 式 3,000,000円

3 デ ー タ ベ ー ス 管 理 用PCシ ス テ ム 一 式 700,000円

4 DBIISソ フ ト ウ エ ア ー 式(含 ミド ルウェア、 開 発 ツール) 1,000,000円

5 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 開 発 一 式(約6人 月) 6,000,000円

6 ネ ッ ト ワ ー ク 、 プ リ ン タ 、 ス キ ャ ナ 等 機 器 一 式 800,000Fq
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6.2.2イ ン タ ー ネ ッ ト 接 続

(1)接 続 形 態

イ ン タ ー ネ ッ トを 利 用 す る に は 、 利 用 目 的 に よ っ て 下 図 の よ う な 接 続 形 態 が あ る。

た だ し、 イ ン タ ー ネ ッ トに 接 続 し て 情 報 公 開 す る た め に は 、 基 本 的 に は 専 用 線IP(

InternetProtocol)接 続 す る 必 要 が あ る。 専 用 線IP接 続 に よ り、 一 定 料 金 で24時 間

情 報 の 公 開 が で き る ほ か 、 自社 の ドメ イ ン名 を 持 つ こ と が 可 能 で あ る た め で あ る 。

利 用 目 的 接 続 形 態

一 個 入/ス タ ン ドア ロ ー ン 端 末 型 ダ イアルアッフ。IP接 続

(TCP/玉Pソ フトと モテ"ム/TA必 要)
〉

WWWで 情 報入手
メール での送 受信

音口開LANか ら接 糸売
LAN型 ダ イアルアッフ。IP接 続

(TCP/IPソ フトと ル ー タ ー 必 要
〉

一 全社LANか ら接続
〉

専用線IP接 続
〉

WWWで 情 報発信
WWwサ ー バ ー の レ ン タル

→WWWと 社 内システムの連 携

〉

(資 料)日 経BP社 「日経 オ ー プ ン ア ー キ テ ク チ ャ 」

図6-2イ ン タ ー ネ ッ トへ の 接 続 形 態

(2)専 用 線IP接 続 の 費 用

専 用 線IP接 続 の コ ス トは 、 大 き く次 の3要 素 が あ る,,① 専 用 線IP接 続 に 必 要 な

シ ス テ ム 構 築 と そ の 運 営 コ ス ト、 ② プ ロバ イ ダ ー に 支 払 う イ ン タ ー ネ ッ ト接 続 料 金 、

③ キ ャ リア に 支 払 う 専 用 線 の 料 金 、 で あ る。

シ ス テ ム 構 築 に か か る コ ス トは 、 基 本 的 な 構 成 と し て(64kビ ット/秒 の 専 用 線IP接

続 を 想 定)、 ル ー タ ー 、UNIXマ シ ン、UPS(無 停 電 電 源)な ど の 機 器 類 を 設 置

し 設 定 す る ま で の 総 額 で 、300万 円 前 後 で あ る、,

下 表 に 、 接 続 速 度(64kbps,128kbps)別 の 接 続 料 金 の 一 例 を 示 す 。

表6-2 専 用 線IP接 続 料 金一 例

品 目

費 用

IP接 続64kbpsサ ー ビ ス

加 入 時 料 金:220,800円

内 訳 プ ロ バ イ ダ ー 初 期 費 用60,000円

NTT工 事 費 一 式160,800円

月 額 使 用 料:330,520円

内 訳 プ ロ バ イ ダ ー 基 本 料 金285,000円

NTT専 用 回 線 サーヒ"ス料 金(15km以 内)42,000円

同 系泉接 続 装 置 ・[亘1余臭糸冬端}装 置 専 用 米斗3,400Fq

NTT屋 内 配 線 専 用 料120円

一81一



品 目:IP接 続128kbpsサ ー ビ ス

l
l

費 用: 加 入 時 料 金:220,800円

内 訳 プ ロ バ イ ダ ー 初 期 費 用60,000円

NTT工 事 費 一 式160,800円

月 額 使 用 料:547,520円

内 訳 プ ロ バ イ ダ ー 基 本 料 金468,000円

NTT専 用 回 線 サーヒ"ス料 金(15km以 内)76,000円

回 線 接 続 装 置 ・回 線 終 端 装 置 専 用 料3,400円

NTT屋 内 配 線 専 用 料120円

プ ロバ イ ダ ー の 料 金 は 、 プ ロ バ イ ダ ー 業 者 数 の 増 加 と と も に だ い ぶ 低 価 格 化 が 進 ん

で き て い る 。 国 内 最 大 手 の プ ロバ イ ダ ー 、 イ ン タ ー ネ ッ トイ ニ シ ア テ ィ ブ(IIJ)

の 場 合 、64Kビ ット/秒 で 月 額30万8,000円(ル ー タ ー の レ ン タ ル 料 含 む 、 初 期 費 用 は 別 途)

で あ る 。 一 方 、 大 手 プ ロ バ イ ダ ー を 経 由 し て イ ン タ ー ネ ッ トに 接 続 す る 二 次 プ ロ バ イ

ダ ー は よ り 低 価 格 で サ ー ビ ス 提 供 し て い る。 民 間 で は 、64kビ バ/秒 で5万Fi]か ら7万 円

と い う案 内 が 目 に 付 く よ う に な っ て き て い る が 、 自 治 体 が 関 与 す る 大 分 県 のNewC

OARAは95年 末 頃 か ら 月 額2万 円 と い う数 字 ま で 出 て き て い る 。

キ ャ リア に 支 払 う専 用 線 そ の も の の 料 金 は 、NTTの 「高 速 デ ィ ジ タ ル 伝 送 サ ー ビ

ス 」 の 場 合 、15km以 内 の64kビ ット/秒 回 線 の 基 本 回 線 専 用 料 は 月 額4万2,000円 で あ る(

初 期 費 用 な ど は 別 途)。 た だ し こ の 料 金 は 、 今 後 順 次 値 上 げ が 進 み 、 最 終 的 に は80%

以 上 の 値 上 げ に な る 予 定 で あ る,、

(3)イ ン タ ー ネ ッ ト接 続 ハ ー ドウ ェ ア 等 の 導 入 費 用

以 下 に 、 ① イ ン タ ー ネ ッ トへ 接 続 す る た め だ け に に 必 要 な シ ス テ ム 、 ② プ ロ バ イ ダ

ー 機 能 を 持 た せ た 場 合 の 小 規 模 シ ス テ ム 、 ③ 大 規 模 な シ ス テ ム の そ れ ぞ れ に つ い て 、

シ ス テ ム の 構 成 な ら び に 導 入 に か か る 費 用 を 検 討 し た 。 な お 、 こ こ で は 、 サ ー バ ー に

UNIXワ ー ク ス テ ー シ ョ ン を ベ ー ス に し た が 、PCサ ー バ ー と す る 場 合 に は 選 択 す

る 機 種 に も よ る が 、 ハ ー ドウ ェ ア 費 用 が 若 干 割 安 で す む も の と 思 わ れ る 。 ま た 、 こ こ

で は フ ァ イ ア ウ ォ ー ル を 含 め て い な い 。 フ ァ イ ア ウ ォ ー ル に つ い て は 別 途 検 討 を 行 っ

て お り、 そ ち ら を 参 考 に さ れ た い 。

① イ ン タ ー ネ ッ トへ の 接 続 に 最 低 限 必 要 な シ ス テ ム と そ の 費 用

専 用 線 に よ り上 位 プ ロ バ イ ダ ー と 接 続 し、 イ ン タ ー ネ ッ トへ 情 報 発 信 を 行 う。 こ の

場 合 で も、 メ ー ル 、 ニ ュ ー ス 、FTP、WwW等 、 イ ン タ ー ネ ッ トで 利 用 可 能 な 全 て

の 機 能 を 使 い サ ー ビ ス 提 供 が 可 能 と な る。

シ ス テ ム の 構 成 及 び 導 入 費 用 概 算 の 前 提 は 以 下 の 通 り で あ る。

・デ ー タ ベ ー ス サ ー バ ー

・WWwサ ー バ ー

・デ ー タ ベ ー ス 管 理PC

・ネ ッ トワ ー ク 機 器
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・ル ー タ(上 位 プ ロ バ イ ダ ー か ら の レ ン タ ル)

・専 用 線 の 導 入 費 用(工 事 を 含 む)

・専 用 線 使 用 料(プ ロバ イ ダ ー 、NTT使 用 料)

・コ ン テ ン ツ の 設 計 か ら 制 作 ま で

・シ ス テ ム 設 計 か ら 導 入 ま で の サ ポ ー ト費 用

テ"一 タへ"一 スサーバ

デ ータへ"一ス管 理PC

図6-3 イ ン タ ー ネ ッ ト接 続 構 成 図(フ ァ イ ア ウ ォ ー ル な し)

表6-3 導入 費用概 算

NO 項 目 概 算 費用

1 デ ー タ ベ ー ス サ ー バ ー 一 式 13,000,000円

2 WWWサ ー バ ー 一 式 5,500,000円

3 ネ ッ ト ワ ー ク 機 器 一 式 50,000円

4 128Kbps専 用 線 の 導 入 費 用(工 事 を 含 む)一 式 220,800円

5 専 用 線 使 用 料(フ 。ロバ イタ㌧ 、NTT使 用 料)一 ヶ 月 分 538,520円

6 コ ン テ ン ツ の 設 計 か ら作 成 ま で 一 式(CGI含 ま ず) 1,000,000円

7 シ ス テ ム 設 計 か ら導 入 ま で の サ ポ ー ト費 用 一 式 3,000,000円

合 計 23,309,320円

一83一



② 小 規 模 プ ロ バ イ ダ ー サ ー ビ ス の シ ス テ ム と そ の 費 用

ダ イ ヤ ル ア ップ 接 続 に よ る 小 規 模 イ ン タ ー ネ ッ ト接 続 サ ー ビ ス を 行 い 、 か つ デ ー タ

ベ ー ス サ ー ビ ス を 行 う た め に 必 要 と な る 構 成 と そ の 費 用 以 下 に 検 討 した 、、

ダ イ ヤ ル ア ップ サ ー ビ ス で は 、 公 衆 回 線 に よ るPPP接 続 の サ ポ ー トを 基 本 と す る 。

こ の 構 成 の 機 器 で は 最 大20回 線 ま で の 拡 張 が 可 能 で あ る が 、 は じめ は4回 線 の サ ポ ー ト

で サ ー ビス を 開 始 す る 場 合 を 想 定 し た 、、 ま た 、 オ プ シ ョ ン に よ りISDNを 利 用 し た

非 同 期1)PPの サ ポ ー ト も 可 能 で あ る,,

1-,

珊

図6-4 小 規 模 プ ロバ イ ダ ー 構 成 図
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シ ス テ ム の 構 成 及 び 導 入 費 用 概 算 の 前 提 は 以 下 の通 りで あ る。

・デ ー タ ベ ー ス サ ー バ ー

・WWWサ ー バ ー

・デ ー タ ベ ー ス 管 理PC

・ネ ッ ト ワ ー ク 機 器

・ル ー タ(上 位 プ ロバ イ ダ ー か ら の レ ン タ ル)

・専 用 線 の 導 入 費 用(工 事 を 含 む)

・専 用 線 使 用 料(プ ロ バ イ ダ ー 、NTT使 用 料)

・タ ー ミナ ル サ ー バ ー(最 大20回 線)

・V .34モ デ ム(10台)

・公 衆 回 線(10回 線)の 導 入 費 用(工 事 を 含 む)

・公 衆 回 線 使 用 料(NTT使 用 料)

・コ ン テ ン ツ の 設 計 か ら制 作 ま で

・シ ス テ ム 設 計 か ら導 入 ま で の サ ポ ー ト費 用

(オ プ シ ョ ン)

1.MOI)EM,TAを 合 わ せ て 最 大20台 ま で 接 続 が 可 能 で あ る 。

・MODEM(28 .8Kbps)

・TA(64Kbps ,ASYNC57.6Kbps)

2.さ ら に 以 下 の オ プ シ ョ ン の シ ス テ ム を 選 択 す る こ と が 考 え ら れ る 。

・ 課 金 シ ス テ ム

・ 認 証 サ ー バ ー

表6-4 尊 人 費 用概 算.

NO 項 目 概 算 費用

1 デ ー タ ベ ー ス サ ー バ ー 一 式 13,000,000円

2 WWWサ ー バ ー 一 式 5,500,000円

3 ネ ッ ト ワ ー ク 機 器 一 式 50,000円

4 128Kbps専 用 線 の 導 入 費 用(工 事 を 含 む)一 式 220,800Fq

5 専 用 線 使 用 料(プ ロ バ イ ダ ー 、NTT使 用 料)一 ヶ 月 分 538,520円

6 タ ー ミ ナ ル サ ー バ ー 一 式(モ デ ム10台 を 含 む) 2,030,000円

7 公 衆 回 線10回 線 の 導 入 費 用 一 式 803,000Fl]

8 公 衆 回 線10回 線 のNTT使 用 料(基 本 料 金) 26,000円

9 コ ン テ ン ツ の 設 計 か ら 作 成 ま で 一 式(CGI含 ま ず) LOOO,000円

10 シ ス テ ム 設 計 か ら導 入 ま で の サ ポ ー ト費 用 一 式 3,000,000Flヨ

合 計 26,168,320円
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③ 大 規 模 プ ロバ イ ダ ー サ ー ビ ス の シ ス テ ム と そ の 費 用

ダ イ ヤル ア ッ プ 接 続 に よ る 大 規 模 イ ン タ ー ネ ッ ト接 続 サ ー ビ ス を 行 い 、 か つ デ ー タ

ベ ー ス サ ー ビ ス を 行 う た め に 必 要 と な る シ ス テ ム の 構 成 と そ の 費 用 を 以 下 に 検 討 す る,,

ダ イ ヤ ル ア ッ プ サ ー ビ ス で は 、 公 衆 回 線 に よ るPPP接 続 サ ポ ー トお よ びISND

非 同 期PPP接 続 を サ ポ ー トす る,,ま たIP接 続 の サ ポ ー トも 行 う。 こ の 構 成 機 器 で

の 最 大 の サ ポ ー ト数 は 、 オ プ シ ョ ン機 器 や 回 線 を 増 設 す る こ と に よ り、

1.公 衆 回 線PPP接 続 の み で あ れ ば48回 線

、2.ISDN非 同 期PPP接 続 の み で あ れ ば48回 線

3.ISDNIP接 続 の み で あ れ ば92回 線

ま で 使 用 可 能 で あ る。 た だ し、 組 み 合 わ せ に よ っ て サ ポ ー ト回 線 は 変 わ る。

懸
ISN64回 話泉

図6-5 大 規 模 プ ロバ イ ダ ー構 成 図
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シ ス テ ム の 構 成 及 び 導 入 費 用 概 算 の 前 提 は 以 下 の 通 りで あ る。

・デ ー タ ベ ー ス サ ー バ ー

・WWWサ ー バ 〒

・デ ー タ ベ ー ス 管 理PC

・ネ ッ ト ワ ー ク 機 器

・ル ー タ(上 位 プ ロバ イ ダ ー か ら の レ ン タ ル)

・専 用 線 の 導 入 費 用(工 事 を 含 む)

・専 用 線 使 用 料(プ ロ バ イ ダ ー 、NTT使 用 料)

・ISDNル ー タ(V .34、V.110オ プ シ ョ ンを 含 む)

・INS五500回 線 導 入 費 用

・INS1500回 線 使 用 料(NTT使 用 料)

・コ ンテ ン ツ の 設 計 か ら制 作 ま で

・シ ス テ ム 設 計 か ら導 入 ま で の サ ポ ー ト費 用

(オ プ シ ョ ン)

1.ISNDル ー タ の 通 信 カ ー ド を 追 加 す る こ と が 可 能 で あ るc,

・8chV .34CARD(max6)

・8chV .llOCARD(max6)

2.さ ら に 以 下 の オ プ シ ョ ン の シ ス テ ム を 選 択 す る こ と が 考 え ら れ る 。

・課 金 シ ス テ ム

・認 証 サ ー バ ー

表6-5 尊人 費用概 算

NO 項 目 概 算 費用

1 デ ー タ ベ ー ス サ ー バ ー 一・式 13,000,000円

2 酬Wサ ー バ ー 一 式 5,500,000円

3 ネ ッ トワ ー ク 機 器 一 式 50,000円

4 128Kbps専 用 線 の 導 入 費 用(工 事 を 含 む)一 式 220,800円

5 専 用 線 使 用 料(フoロ バ イ ダ ー 、NTT使 用 料)一 ヶ 月 分 538,520円

6 ISDNル ー タ(V.34、V.100オ プ シ ョ ン を 含 む) 7,320,000Fq

7 INSI500の1回 線 導 入 費 用 一 式 122,300円

8 INSI500の1回 線 のNTT使 用 料(基 本 料 金) 125,500円

9 コ ン テ ン ツ の 設 計 か ら 作 成 ま で 一 式(CG}含 ま ず) LOOO,000円

10 シ ス テ ム 設 計 か ら 導 入 ま で の サ ポ ー ト費 用 一 式 3,000,000円

合 計 30,877,120Fq

(4)フ ァ イ ア ウ ォ ー ル の 構 築 と そ の 費 用

フ ァ イ ア ウ ォ ー ル は 、 イ ン タ ー ネ ッ トと 社 内(こ の 場 合 は デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム)

を 遮 断 し、 社 内 の セ キ ュ リテ ィ を 保 つ た め に は 、 必 須 の 機 能 で あ る 。 こ の 機 能 に よ り、

デ ー タ ベ ー ス サ ー バ ー を 外(イ ン タ ー ネ ッ ト側)に 出 さ ず にWWWサ ー バ ー だ け を 外

に 設 置 し て 情 報 提 供 が 可 能 に な る 、,た だ し、 フ ァ イ ア ウ ォ ー ル を 導 入 す る と 若 干 シ ス

テ ム の 構 成 が 変 わ る。
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図6-6イ ン タ ー ネ ッ ト接 続 構 成 図(フ ァ イ ア ウ ォ ー ル 設 置 例)

現 在 、 販 売 さ れ て い る フ ァ イ ア ウ ォ ー ル はUMXを ベ ー ス に 改 造 さ れ た も の が 多 く下

表 に 示 す よ う な 製 品 が あ る。

表6-6フ ァ イ ア ウ ォ ー ル 価 格 表

製 品 名i販 売 先1
価格

1)igita]フ 了イアウ:r－ルサーヒ"スiDigitalEqu]pmen[
|

380万 円
,

BorderWareFjrewallServeriBorderNetworkTechnologjes 75万 円 か ら

FireWa]L-lvl.2.1 CheckPoint 78.3万 円 力・ら

BlackHole NjlkywayNetworks 180万 円 力・ら

GFX-94 G!obalTechnologyAssociates 250万 円 力・ら

IIJフ ァイアウォールサーヒ"スVersion3.0 TrustedInformationSystem,IIJ 200万 円 力・ら

Goah/PrivatenetSVkit NEC 198万 円 力・ら

Goah/SecuritySVkit NEC 129万 円 力・ら

(資 料)日 経 オ ー プ ン シ ス テ ム(1995年10月 号)
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(5)DBMSとWWWサ ー バ ー と の 連 携 シ ス テ ム の 構 築 と そ の 費 用

DBMSとwWWサ ー バ ー を 連 携 す る シ ス テ ム は 、 共 通 ゲ ー ト ウ ェ イ ・イ ン タ ー フ

ェ イ ス(CGI)を 利 用 し て 連 携 を 取 る こ と が 基 本 的 な 方 法 で あ る,,し か し、 最 近 汎

用 の デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム と の 連 携 を サ ー ビ ス す る ア プ リケ ー シ ョ ン が 発 表 さ れ 、 発

売 さ れ る よ う に な っ て き た 。 そ れ ら のCGIプ ロ グ ラ ム 開 発 ツ ー ル を 利 用 し た 場 合 の

例 を 以 下 に 検 討 した 。

構 築 に 必 要 な ソ フ ト ウ ェ ア と 開 発 作 業

①CGI開 発 用 パ ッ ケ ー ジ

②CG]シ ス テ ム の 設 計

⑧CGIプ ロ グ ラ ミ ン グ(一 一部 コ ン テ ン ツ を 含 む)

④CGI動 作 の テ ス ト

表6-7 尊人費用概算

NO 項 目'}概 算 費 用
1

1 CGI開 発 用 パ ・ケ ー ジ 一 式}1・560・000}]]

2 CGIシ ス テ ム の 設 計 一 式 ],000,000円

3 CGIプ ロ グ ラ ミ ン グ(一 部 コ ン テ ン ツ を 含 む)一 式 3,000,000円

4 CGI動 作 の テ ス ト費 用 一 式 1,000,000円

合 計 6,560,000円
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6.3事 業 採 算 性 の 検 討

6.3.1事 業 概 要 前 提

新 規 事 業 創 出 支 援 の た め の デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム に は 、 以 下 に 示 す シ ス テ ム を 採 用

す る も の と し、 事 業 採 算 性 の 検 討 を 行 う も の と す る、,

(1)デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム

UNIXを ベ ー ス と し た リ レ ー シ ョ ナ ル デ ー タ ベ ー ス を 導 入 し、 デ ー タ ベ ー ス

構 築 の た め の ア プ リケ ー シ ョ ン な ど も 開 発 す る,、 概 算 費 用 は 、 約L300万1:1]で あ る、,

(2)イ ン タ ー ネ ッ ト シ ス テ ム

UNIXを ベ ー ス と し た 大 規 模 プ ロ バ イ ダ ー サ ー ビ ス の 提 供 を 行 う た め の シ ス

テ ム を 導 入 、 ま た フ ァ イ ア ウ ォ ー ル も セ キ ュ リ テ ィ の 面 か ら導 入 す る、,概 算 費 用

は 、 約3,200万 円 で あ る 、,

(3)そ の 他 付 随 す る ソ フ トウ ェ ア 開 発

ユ ー ザ ー に 対 し て 使 い 勝 手 の 良 い イ ン タ ー フ ェ イ ス をCGIア プ リ ケ ー シ ョ ン

に よ り提 供 す る た め 、 そ の 開 発 を 行 う。 概 算 費 用 は 、 約700万 円 で あ る、,

上 記 の 合 計 は 、5,200万 円 と な る 。

6.3.2事 業 投 資 と事 業 内容

初 期 投 資 額 、 運 営 費 、 お よ び事 業 の 内容 に つ い て 示 す 。 な お 、 当 事 業 は 当社 の 付 帯

事 業 と し、 人 件 費 に係 わ る会 社 負 担 そ の 他諸 経 費、 事 務 経 費 等 に つ い て は こ こ で は 見

込 ま な い、,

(1)初 期 投 資 額

1|設 備 お よ ひ 開 発 費 5,200万 円

(2)年 間 運 営 費

1 人件費 1,920万 円

内 訳 ① シ ス テ ム 管 理 者1名50万 ×12

② デ ー タ ベ ー ス 管 理 者1名50万 ×12

③ 営 業1名30万 ×12

④ サ ポ ー ト要 員1名30万 ×12

2 回線使 用料 804万 円

内 訳 ① プ ロ バ イ ダ ー 間 専 用 線(128Kbps)54万 ×12

②INSI50013万 ×12

3 ス ペ ー コ ス ト(10坪)60万 ×12 720万 円

4 そ の 他 費 用 2,160万 円

内 訳 ① 広 告 宣 伝 費100万 ×12

② デ ー タ ベ ー ス 更 新 費(外 注)60万 ×12

③ 雑 費20万 ×12

合 計15・604万 円

一90一



(3)事 業 内 容 と 料 金 体 系

事 業 と し て 以 下 の こ と を 検 討 す る、、

1 デ ー タ ベ ー ス 会 員 サ ー ビ ス

会 員 に の み 詳 細 な 情 報 を サ ー ビ ス す る

2万 円/.月

2 ダ イ ヤ ル ア ップ 接 続 サ ー ビ ス

イ ン タ ー ネ ッ トに 参 加 して い な い 個 人 向 け の 接 続 サ ー ビ ス

(公 衆 回 線 とISND回 線)

6万 円/一年

3 専 用 線 接 続 サ ー ビ ス

専 用 線(64Kbps)に よ る接 続 の 企 業 向 け サ ー ビ ス

20万 円/月

4 レ ン タ ル サ ー バ ー サ ー ビ ス

当Webサ ー バ ー 上 に 広 告 を 中 心 と した ホ ー ム ペ ー ジ掲 載 サ
ー ビ ス

5万 円ん月

5 ホ ー ム ペ ー ジ制 作 サ ー ビ ス

ユ ー ザ ー(企 業)ホ ー ム ペ ー ジ の 提 案 、 設 計 、 制 作 を サ ー ビ ス

50万 円/件 ～

6 サ ー バ ー 構 築 サ ー ビス

専 用 線 接 続 す る 場 合 に 必 要 と な る サ ー バ ー の 構 築 サ ー ビス

800万 円

/システム～

(4)ビ ジ ネ ス プ ラ ン

初 期 投 資 に お け る ハ ー ド分(4,500万 円)に つ い て は60ヶ 月 の リー ス 契 約 と し、

5年 間 で 償 却 す る こ と と す る 。 運 営 費 に つ い て は 年 度 毎 に 処 理 す る こ と を 前 提 に 以

下 の ビ ジ ネ ス プ ラ ン を 立 案 した 、、

※1ヶ 月 の 償 却 分;4,500万 円 ×L3(リ ース)÷60ヶ 月=97.5万 円/月

但 し 当 初 に お い て は 、 ソ フ ト ウ ェ ア 開 発 費(700万 円)を 計 上

当 初1年 間 の 事 業 シ ュ ミ レー シ ョ ン を 次 項 に 示 す 、,

(5)検 討 結 果 の ま と め

上 記 の ビ ジ ネ ス プ ラ ン に お い て 、 実 際 に は サ ー ビ ス 提 供 以 前 に 相 当 の シ ス テ ム

の 構 築 お よ び デ ー タ ベ ー ス の 構 築 期 間 と そ れ に 対 応 す る 支 出 が 必 要 と な り、 立 ち

上 が り期 間 は 苦 し い 事 業 内 容 と な ろ う,,今 後 の 検 討 課 題 は 残 る も の の 、 長 期 的 に

は 、 全 国 関 連 機 関 と の ネ ッ ト ワ ー ク 構 築 に よ る デ ー タ ベ ー ス 構 築 費 用 の 軽 減 や 安

定'的 な 会 員 収 入 を 前 提 に 、 当 該 デ ー タ ベ ー ス 構 築 ・運 営 に つ い て 、 成 立 可 能 性 が

認 め ら れ た 。
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鵠

表6-8 ビ ジネ ス プ ラ ン

当初1年 間の収支(単 位:千 円)

項 目 97/04 97/05 97/06 97/07 97/08 97/09 97/10 97/ll 97/12 98/Ol 98/02 98/03 合計

支 出
初期投資 7,975 975 975 975 975 975 975 975 975 975 975 975 18,700

人件費 1,600 1,600 1,600 1,600 1,600 1,600 1,600 1,600 1,600 1,600 1,600 1,600 19,200

回線使用料 670 670 670 670 670 670 670 670 670 670 670 670 8,040

スへ。一スコスト 600 600 600 600 600 600 600 600 600 600 600 600 7,200

その他費用 1,800 1,800 1,800 1,800 1,800 1,800 1,800 1,800 1,800 1,800 1,800 1,800 21,600

収 入
-

テ㌧ タへ㌧ ス会 員 100 200 300 400 600 800 1,000 1,200 L500 1,800 2,200 2,600 12,700

タ"イヤルアッフ。会 員 300 600 600 600 600 600 600 600 600 600 600 600 6,900

専用線接続 0 200 200 400 400 600 600 800 800 1,000 1,000 L200 7,200

レンタルサーバ㌧ 100 200 300 450 600 750 1,000 1,250 1,500 1,850 2,200 2,550 12,750

ホームへ㌧ ジ 制 作 500 500 500 1,000 LOOO 1,000 1,500 1,500 1,500 2,000 2,000 2,000 15,000

サーバ㌧ 構 築 0 0 0 8,000 0 0 0 8,000 0 0 0 8,000 24,000

収 支
支出合計 12,645 5,645 5,645 5,645 5,645 5,645 5,645 5,645 5,645 5,645 5,645 5,645 74,740

収入合計 1,000 1,700 1,900 10,850 3,200 3,750 4,700 13,350 5,900 7,250 8,000 16,950 78,550

粗 利 ▲ll,645 ▲3,945 ▲3,745 5,205 ▲2,445 ▲1,895 ▲945 7,705 255 1,605 2,355 目,305 3,810

累積損失 ▲lI,645 ▲15,590 ▲19,335 ▲14,130 ▲16,575 ▲18,470 ▲19,415 ▲ll,710 ▲lL455 ▲9,850 ▲7,495 3,810

契約件数(単 位:件)

テ㌧ タへ㌧ ス会 員 5 5 5 5 10 10 10 10 15 15 20 20
,

130

タ"イヤルアッフ。会 員 5 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 ll5

専用線接続会員 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 6

レンタルサーバ㌧ 2 2 2 3 3 3 5 5 5 7 7 7 51

ホームへ㌧ ジ 制 作 1 1 1 2 2 2 3 3 3 4 4 4 30

サーバ㌧ 構 築 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 3

契約累計(単 位:件)

テ㌧ タへ㌧ ス累 計 5 10 15 20 30 40 50 60 75 90 110 130 130

専用線接続累計 0 1 1 2 2 3 3 4 4 5 5 6 6

レンタルサーバ 累 計 2 4 6 9 12 15 20 25 30 37 44 51 51

販売単価(単 位:千 円)

テ'㌧タへ㌧ ス会 員 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20

タ"イヤルアッフ.会 員 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60

専用線接続 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200

レンタルサーバ ー 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50

ホームへ㌧ ジ 制 作 500 500 500 500 500 500 500 500 500 500 500 500

サーバ㌧ 構 築 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000



7.今 後 の 課 題

(1)今 後 の 課 題

新 規 事 業 創 出 支 援 の た め の デ ー タ ベ ー ス構 築 に 先立 ち、 ニ ー ズ 調 査 、 事 例 調 査 並 び

に事 業 化 の 検 討 調 査 な ど を 実 施 した こ と で、 目指 す べ き 方 向 が よ り明 確 に提 示 で き た

こ と は 大 き な 成 果 で あ っ た。

しか し一 方 で は 、 今 後 の デ ー タ ベ ー ス構 築 お よ び事 業 化 に あ た っ て、 以 下 の よ うな

多 くの 課 題 もま た提 起 され た。 今 後 引 き続 き、 よ り詳 細 な 検 討 を 踏 ま え 、 事 業 化 を 目

指 して い く もの と した い 。

① ユ ー ザ ー サ イ ドに 立 っ た デ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス 事 業 の 課 題

当 シ ス テ ム の 構 築 に あ た っ て は 、 利 用 者 で あ る 全 国 の ベ ン チ ャ ー 起 業 家 に と っ て

本 当 に 役 立 つ デ ー タ ベ ー ス を 提 供 す る こ と を 第 一 に 考 え る こ と と した い 。 情 報 内 容

も 重 要 で あ る が 、 周 辺 サ ー ビ ス の 充 実 、 ま た 更 に は 将 来 性 を 考 慮 し、 シ ス テ ム 自 体

に も 当 初 よ り 汎 用 性 と 拡 張 性 を 考 慮 す る 必 要 が あ ろ う。

・機 能 の 汎 用 性

・エ ン ドユ ー ザ ー に と っ て 容 易 な シ ス テ ム 利 用

・広 範 な 情 報 提 供

・広 い ゲ ー トウ ェ イ 接 続

'豊 富 な 情 報 サ ー ビ ス 機 能 と の 連 携 〔グ ラ フ作 成 、 統 計 解 析 、 時 系 列 予 測 、

経 営 モ デ ル に よ る シ ュ ミ レー シ ョ ン 等 〕

② デ ー タ ベ ー ス 構 築 に あ た っ て の 課 題

当 調 査 に お け る 検 討 結 果 を 踏 ま え 、 新 規 事 業 創 出 支 援 の た め の デ ー タ ベ ー ス を 構

築 す る に あ た っ て は 、 特 に 以 下 の よ う な 課 題 が 提 起 さ れ る 。

・キ ー パ ー ソ ン と な る 人 の 協 力 確 保 と ネ ッ トワ ー ク の 形 成

・技 術 開 発 動 向 、 ソ フ ト ウ ェ ア 開 発 動 向 の 適 切 な 把 握

・情 報 の セ キ ュ リ テ ィ

・関 連 機 関 と の ネ ッ ト ワ ー ク 構 築 に お け る リス ク シ ェ ア の 明 確 化

③ 事 業 主 体 と して の 課 題

当 調 査 結 果 で は 一 応 の事 業 成 立 可 能 性 を 認 識 した が 、 情 報 内 容 と して は 公 的 色 彩

が 強 く、 今 後 民 間 企 業 と して の 収 益 性 を どの 程 度 優 先 で き る か は 大 き な 課 題 で あ る。

事 業 展 開 に お け る 資 金 調 達 等 の ス キ ー ム を 十 分 検 討 し、 ま た一 定 の 営 業 目処 も確 保

して お く必 要 が あ る。 支 出面 で は 、 特 に 負 担 と な る の が 情 報 の 収 集 と更 新 手 間 で あ

る。 情 報 の 質 を確 保 す る た め、 極 力 連 携 機 関 の 協 力 を 求 め て い か な け れ ば な ら な い。

・公 的色 彩 と事 業 採 算 の 両 立

・事 業 資 金 の 調 達 、 リス クの 軽 減

・安 定 会 員 の 確 保
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・情 報 の 質 の 維 持 と情 報 収 集 ・更 新 費 用 の 軽 減

・全 国 支 援 機 関 との 連 携

(2)今 後 の 展 開 と 予 想 さ れ る 効 果

本 年 度 の 基 礎 調 査 と事 業 化 の 実 証 を 踏 ま え 、 次 に は プ ロ トタ イ プ の 構 築 、 事 業 化 へ

と展 開 して い き た い と考 え て い る。

今 後 予 想 され る効 果 に つ い て は 、 当 デ ー タベ ー ス の 構 築 を通 じ、 起 業 家 層 の 底 辺 を

拡 げ、 ま た 併 せ て創 業 間 もな い ベ ンチ ャー企 業 や 中 小 企 業 に新 規 事 業 展 開 を 図 る に 必

要 な"人 の 情 報"や 資 金 面 及 び そ の 他 の 支 援 情 報 を 提 供 す る こ と で 、 わ が 国 に お け る

新 規 事 業 創 出の 促 進 を 図 る。

支 援 機 関側 に は よ り有 効 な 支 援 措 置 の 照 会 や、 被 支 援 者 の 発 掘 に 積極 的 に利 用 して

も らい た い,,ま た、 地 方 自治 体 を は じめ 全 国 各 地 の 関連 支 援 機 関 に 対 して積 極 的 な 提

案 活 動 を行 う こ と で、 支 援 施 策 の 一 環 と して デ ー タベ ー ス を 利 用 した 支 援 事 業 へ の 取

り組 み が 促 進 され る と期 待 さ れ る。
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資料一1 『ベンチャー起業家を対象にしたアンケート調査票』

当ア ンケー ト調査は 、財 団法人ベ ンチ ャーエ ンタープ ライズセ ンター(VEC)の 協力 を頂 き、共 同で

実施 した。

「新規事業創出支援事業における情報而 での支援施策に関するニーズ調査」ご協力のお願 い

我が国の産業は、既存産業の成熟化と新規産業展開の遅れ、急激な円高の進展とそれに伴 う空

洞化 の懸念、本格 的な リス トラクチ ャリングの進展に伴 う雇用不安など、大きな曲が り角にある

と思われます。このよ うな厳 しい環境において、独 自の優れた技術や経営 ノウハ ウを武器にその

旺盛 な企業家精神 で積極的に事業活動を展開するベ ンチャービジネスには、新たな市場を 切り開

く先駆者あるいは経済活性化の活力源と して、ますます期待が高まってお ります。

VECで は、昭和50年 の設立以来、様 々な事業活動をおこなってまい りま したが、本年発足20

周年 を迎え、今後 もベンチ ャービジネスの育成振興のために さらなる一層の努力とともに業務の

充実 ・拡充に鋭意努力 してまいりたいと、心新たに しておるところでございます。

その一環 としま して、この9月 か らインターネ ッ ト上での情報発信事業を始めてお ります。現

状まだ未整備の部分もございま して、皆様 のお役に立てる情報を揃え られているとい う自信はご

ざいません。本調査は、当センターのホームページづ くりなど情報発信事業 に活かさせていただ

くと同時に、全国各地で設立が検討 されてお ります様 々な関連支援機 関の今後の活動方針の一つ

の指針と して、 さらには今後の我が国のベ ンチャー ビジネス活性化につながることを期待 し、皆

様か らのお声を出来 る限 り反映させていきたいと考え実施することといた しま した。

つきま しては御多忙中のお り誠に恐れ入 りますが、アンケー ト調査にご協力貝易りたくお願 い申

しあげます。

平成7年11月

1.以 下のア ンケー ト票にご記入の うえ、同封の返信用封筒にて_囎 ～までに

ご発送下 さいますようお願い申 しあげます。

2.全 て○をつ け る形式 ですが、 その他 の場合 には 、お手数 ですが具 体的 にお書 き ください。

3.

4.

ご回答票は、当調査本来の趣 旨にそ ぐわない利用 目的には一切使用せず、またご回答者の

皆様には一 切ご迷惑をお掛け しないことをお約束申し上げます。

本調査に関するお問い合わせば、下記の ところまでお願い致 します。

株 式会社 日本 イ ンテ リジェ ン トトラス ト

開発総合 研究所

(担 当者)太 田、須 藤 まで

tel.(03)-3288-9851fax.(03)-3288-9852
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Q1.貴 社の製品 ・業務内容から最 もあてはまる業種を二2選 びQを つけて ください・

1.農 林水産 業2.鉱 業3.建 設業

4.製 造業 の うち生活 関連型業種(食 料品,飲 料 ・飼料,繊 維.衣 服,家 具 出版 ・印刷,皮 革 等)

5.製 造 業の うち基礎素 材型業 種(木 材,紙 パ.化 学.石 油.窯 業 ・土石,鉄 鋼,非 鉄 金属)

6.製 造 業の うち加工 組立型業 種(一 般機械,電 気機械,輸 送用機 械,精 密機械)

7.情 報 関連 ハ イテ ク産業8.バ イオ 関連ハ イテ ク産 業

9.そ の他 のハ イテ ク産業(具 体的 に;)

10。 情 報 関連 サ ー ビス業(含 む ソフ トウェア業)

ll.流 通 販売 業 、商業、 輸入 販売業等

12.そ の 他のサ ー ビス業(リ ー ス業 、広告業等)

13.ニ ッ チ 業 種(具 体 的 に'

14.そ の 他(具 体 的 に;

Q2.貴 社 の業 態につ いて どの様 にお考 えで すか。あ てはま るものJJ21i99を つ けて くだ さい。

1。 既存業 態 → 次 の間 にお進み くだ さい。

2.新 業 態

〈一>

1.ネ ッ トワーク活用 型

2.ア ウ トソー シング活用型

3.フ ランチ ャイズ ・チ ェー ン化

4.無 店舗経 営

5、 その他(

)

)

→Q2-2.あ ては まるキー ワー ドがあ りま した ら下記 の選択 肢か らお選 び ください。

)

Q3.起 業者(創 業者)の ご経歴 につ いてお伺 い します。一 つ撰び をつ けて下 さい。

1.企 業 の事務 系職 種か らのス ピンア ウ ト

2.企 業 の技術 系職 種(研 究職除 く)か らの ス ピンア ウ ト

3.企 業の研 究職 種か らのス ピンア ウ ト

4.企 業の トップマネ ジメ ン ト層か らのス ピンア ウ ト

5.自 由業 か ら現職 へ

6.主 婦 か ら現職 へ

7.公 的機 関の研 究者(大 学教授等 を含む)

8・牲 一[li[1:叢'高 校;:1藁
)3'大 学院)

9.そ の 他( )

Q4.ご 回答者が起業者 である方にお伺 いします。事業を始めようと思 った動機は何ですか。

ては の てに○ をつけ、 、にth－か った のにつ いて まoを つ け て下 さい。

1.勤 めて いた ときよ り高 い所得 を得 られる

2.努 力 に応 じて収入 が増 える

3.人 に指図 されず 自分の裁量 で仕 事が でき る

4.自 分 の能力 を発揮 したい

5.定 年 がな い

6.事 業 経営 の面 白 さを味 わい たい

7.勤 務 先 での昇進見 通 しが暗か った

8.勤 務 先 か ら勧 め られ た(の れん分 け)

9

0

1

2

3

4

5

6

1

1

1

1

1

1

1

社会とのかかわ りを持てる

生活に時間的余裕が持てる

自分な りのライフスタイルを実践 したい

転勤がないので希望する場所に定住 できる

趣味を生か したい

家族と過ごせる時間が増える

資産を有効に活用 したい

その他
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Q5.起 業化あたって相談された先があ りますか。力草 主}を つけて ください。

1.だ れ に も相 談 してい ない → 次 の 問にお進 み くだ さい。

2。 相談 した →Q5-2.相 談 した先 は どこで したか。

下記の選択 肢か ら全て お選び くだ さい。 〈 はい つ で 〉

1.勤 務先 、取 引先 な ど

2.商 工会議 所、商工 会な ど

3.自 治体 の相 談窓 口な ど

4.VECな どの政府 系 もしくは 自治体 系支援機 関

5.金 融機 関

6.ベ ンチ ャー キ ャピタル

7.税 理士 、経 営 コ ンサル タ ン トな ど

8.大 学の先 生、学校 の先生

9.研 究機 関、研究機 関等 に勤 め る技 術者 な ど

10、 友 人 ・知人 、家族 ・親戚 な ど

ll.そ の他( )

Q6.起 業化にあたって集めた情報はありますか。またその情報はどこか ら入手 されま したか。

ては の てに○をつけてください。〈○はい くつでも〉

＼ (1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) (9) (]0) (]1) (12)
＼＼＼ 手先

入手情報 ＼

、

勤

務取

先引
・先

な

ど

商
工商

会工

議会

所な
・ど

些
兀

の

自

治な

体 ど

V支

E援

C機

等関

のな

ど

金
融
機
関

ベ

ンキ

チ ャ

ヤ ピ

1タ

ル

経税

営理
コ士

ンな

サど

ル

大学
学校
のの

先先
生生
等

研技

究術
機者
関な
又ど
は

知家
人族

■ ■

友親
人戚
等

出

版
物
な
ど

そ

の

他

1.関 連支援機関に関する情報 1. 2. 3. 4, 5. 6. 7. 8. 9. 10. ll. ]2.

2.資 金支援に関する情報 1. 2. 3. 4. 5, 6. 7. 8. 9. 10. ll. 12.

3.商 品市場に関する情報 1. 2. 3. 4. 5. 6. 7. 8. 9. 10. 11. 12.

4.顧 客に関する情報 1. 2. 3, 4. 5. 6. 7. 8。 9. 10. 11. 12.

5.取 引先に関する情報 1. 2. 3. 4. 5, 6. 7. 8. 9. 10. 11. 12.

6.販 売 ル ー トに 関す る情 報 ユ. 2. 3, 4. 5. 6. 7. 8. 9. 10. 11. 12.

7.法 律に関する情報 1㊨ 2. 3. 4, 5. 6. 7. 8. 9. 10. 11. 12.

8.人 材に関する情報 1. 2. 3. 4. 5. 6. 7. 8. 9. ユ0, ll. 12,

9.技 術に関連する情報 1. 2. 3. 4. 5. 6. 7, 8. 9. 10. ll. 12.

10.不 動産に関する情報 1. 2. 3. 4. 5. 6. 7. 8. 9. ]0. ll. 12.

ll.設 備 に 関 す る情報 1. 2. 3、 4. 5. 6. 7. 8. 9. 10. H、 12.

12.上 記以外の営業に関する情報 1. 2. 3, 4. 5. 6. 7. 8、 9. 10、 ll. 12.
L

13.上 記以外の経営に関す る情報 1. 2. 3. 4. 5. 6. 7. 8. 9.

← 一

]0、 ll. 12.

14.そ の他() 1. 2. 3. 4. 5. 6. 7. 8. 9. 10. ll. 12.

15.() 1ヴ 2. 3. 4. 5. 6. 7、 8. 9. lo、 ]1. 12.
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Q7.新 規事業展開の障害について以下の様な回答が多いのですが、その克服にあたってどのような機 関

か らの支援が望まれますか。 ては る の…てに を付けて ください。〈○はい くつでも〉

自 己 親企業や 取引企業
努 力 出身企業

商工会 自治体 公的
支援機関

、

銀 行 へ"ンチャー そ の 他

キャヒ.タル 民 間 機 関

出版物

その他

1.資 金 不 足

2.販 売 力 不 足

3.人 材 不 足

1.2.3.

1.2、3.

1.2.3.

4.5.6.

4.5.6.

4,5.6.

7.8.9.

7.8.9.

7.8.9.

ぺ

10.

10.

10.

4.技 術 不 足

5経 営力 不 足

6.ノ ウハ ウ不 足

1.2.3.

1.2.3.

1.2.3.

4.5.6.

4.56.

4.5.6

7.8.9.

78.9.

7.8,9.

10.

10.

lo.

7.情 報不 足 ユ.2.3. 4,5.6. 7.8.9. 10.

Q8.全 国各地で地域型の新規創業等に関 した支援機関設立の気運が高まっております。

地域型支援機関は必要 とお考えですか。 て1ス の一つ こ を付けて ください。

また1,必 要、2,あ った方がよいと答えた方は、地域型支援機 関に求め られるものは何 だとお考えに

な りますか。

1。必 要で あ る 2。あ った方が よい 3。地域型支援機関は特にいらない

Ψ

Q8-2.支 援機 関 に何 を求め ます か。 ては る の てに をつ けて くだ さい。

〈○ はい くつで も〉

1.資 金支援

2.経 営 コ ンサル テ ィ ング(支 援)

3。 マーケテ ィング(営 業)支 援

4。 人材 支援

5.人 材育 成支援

6.情 報 支援

7.技 術 支援 、開発支援

8.交 流 支援(交 流会の 開催等)

9.そ の他( )

Q9.昨 今、再びベ ンチャー ビジネスが注目を集めていますが、今後関連支援機関による啓蒙活動 と して

の情報発信事業や情報面での支援事業 について、どのよ うにお考 えにな りますか。

あてはまるもの一つに○をつけて ください。

1.情 報発 信や情 報面 での支援 は必要 だが現状 で十分

2。 もっと積極 的な情報発 信 ・情 報支援を望 む

3.情 報発 信 や情 報支援 は必要 ない>Ql1.へ お進 み くだ さい。
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Q10.前 聞 で1.と2.にOを つ けた方 にお伺 い します 。

以下の情 報発信 の 中で必要 と思 われ るもの全 て に○ をつ けて くだ さい。 〈○は い くつ で も>

1.セ ミナー 開催 状況や イベ ン ト案 内な どの情報

2.支 援機 関の情報

3.支 援施 策の情報

4.相 談 窓 口の情報

5。 ベ ンチ ャー企業情 報

6.ベ ンチ ャー成功例 の紹介 や成功者 の経 歴紹介

7.成 功者 との相談室 の提供

8.業 界専門家 やキーパ ーソ ンとの相 談室の提 供

9.そ の他必要 と思 われ る ものがあ れば教 えて くだ さい,,

()

Q11.情 報発信のツールとして望まれるもの(あ なたが入手するに便利と思われるもの)螂Qを

つ けて くだ さい。<○ はい くつ で も>

1.機 関誌n

2.新 聞広告 や雑 誌広告 な ど

3。FAXに よ るフ ァク シ ミリ情報 サ ー ビス

4.パ ソコ ン通 信(イ ンターネ ッ トを含む)

5.地 元の相 談窓 口の充 実

6、 その他()

Q12.オ ンライ ン(通 信)情 報 の活用 を 図 って いますか 。"か 一つ に を付 けて くだ さい。

また、1.利 用 してい る、2.今 後利用 したい、 と答 えた方 は、 その利用 目的 は何 ですか 。

ll・ 糊 して いる
2.今 後利用 したい 3、 利 用 していな い し、その意向 もない

▽

Q12-2.利 用 目 的 は 何 で す か 。 あ て まま の て こ を 付 け て くだ さ い 。<○ は い くつ で も>

1。 ビ ジ ネ ス ユ ー ス

1.生 産 営 業 部 門(1.生 産 管 理2.販 売 管 理3.在 庫 管 理4.物 流 管 理5.そ の 他)

L 2事 務部門(1従 業員情報2経 理 ・財務関連の利用3そ の他)

3.商 用データベースを利用 した情報収集

4.そ の他の情報収集

5.情 報交換(電 子メール等)

2.個 人ユース(趣 味と しての利用等)

3.そ の他()

Q12-3,イ ンター ネ ッ トを利用 していますか 。"か 一 つ に を付 けて くだ さい。

1.利 用 して いる2.今 後 利用 した い3.利 用 していな い し、その意 向 もない
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Q13.商 用 デー タベ ー スを利 用 していますか 。

また、1.利 用 してい る、2.今 後 利用 したい、 と答 えた方 は、 どの よ うな情報 の収集 に利用 してい

ます か。

L利 用 してい る2.今 後利用 した い3.利 用 して いない し、その意 向 もない

▽

Q13-2.利 用 目的は何 です か。 あて まま ス の 全て こ を付 けて くだ さい。<○ は い くつ で も>

1.顧 客 や企 業の情 報

2.商 品情 報や市場情 報

3.経 営情 報

4.技 術情 報

5.特 許情 報

6.統 計情 報

7.そ の他()

Q14.イ ンター ネ ッ トを利用 した企業 の情 報発 信が盛 ん に行われて います。貴社 自らイ ンタ ーネ ッ トを

利用 した情報発 信 の意 向 はあ りますか。

意向 があ る場 合 には、 どの よ うな 目的に利用 していきた いとお考 えです か。

「1.既 に行 って いる3.今 後 の動向 と検討 しだい

i2.行 いた い4.そ の よ う憶 向eま全 くな い

Q14-2.利 用 日的は何です か。あ て まま の.,て に○を付 けて くだ さい。<○ は い くつ で も>

1.顧 客 開拓 や取 引先 開拓

2.商 品PR

2.資 金 支援 先募 集

3。 技術 交流希 望や技術 、特許 の売 り買い情 報など

4.人 材 募集情 報

5.そ の他()

Q15.外 国 との ネ ッ トワー ク(情 報交 流)構 築 につ いてのお考 えを お聞かせ くだ さい 。

1.必 要 と思 う

L・{
1外 国企業 との取引について前向きに取 り組んでいる

2外 国にも顧客を広げていきたいと考えている

3外 国の技術情報や特許情報が欲 しい

2.必 要 とは思 うが、言葉の障害があ り難 しい

3.必 要な し
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Ql6.御 社 の 概 要 に つ い て お 教 え 下 さ い 。

① 会 社 設 立 後 年 数 を 下 記 か ら お 選 び くだ さ い 。

1.1～2年4.7杢F～10勾 玉

2.3～4年5.ll年 以 上

3.5～6年

② 従 業 員 数(パ ー ト等 を 含 む)規 模 を 下 記 か ら お 選 び く だ さ い 。

Ll～9人4.100～299人

2.10～49人5.300～1,000人

3.50～99人6.1,000人 以 上

③ 資 本 金 規 模 を 下 記 か ら お 選 び くだ さ い 。

1.LOOO万 円 未 満

2.1,000～3,000万 円 未 満

3.3,000～1億 円 未 満

4.1億 円 以 上

④ ご記 入 く だ さ い 。

貴 社 名

記入者御氏名

1

部署御役職

～ 以上 で ござい ます 。 ご協力 いただ きま してあ りが とうござい ま した。 ～
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資料一2 『ベンチャーセミナー参加者を対象にしたアンケート調査票』

「新規事業創出支援事業における情報面での支援施策に関するニーズ調査」 ご協力のお願い

我が国の産業は、既存産業の成熟化 と新規産業展開の遅れ、急激な円高の進展とそれに伴 う空

洞化の懸念、本格的な リス トラクチャリングの進展に伴 う雇用不安 など、大きな曲がり角 にある

と思われます。このような厳 しい環境 において、独 自の優れた技術や経営ノウハウを武器にその

旺盛な企業家精神で積極的に事業活動を展開するベンチ ャー ビジネスには、新たな市場を切 り開

く先駆者あるいは経済活性化の活力源と して、ますます期待が高まってお ります。

VECで は、昭和50年 の設立以来、様 々な事業活動をおこなってまい りま したが、本年発足20

周年を迎え、今後 もベ ンチ ャービジネスの育成振興のためにさらなる一層の努力 とともに業務の

充実 ・拡充に鋭意努力 してまいりたいと、心新たに しておるところでございます。

その一環と しま して、この9'月 か らインターネ ット上での情報発信事業を始めてお ります。現

状まだ未整備の部分 もございま して、皆様のお役に立てる情報を揃えられているという自信はご

ざいません。本調査は、当セ ンターのホームページづ くりな ど情報発信事業に活か させていただ

くと同時に、全国各地で設立が検討されてお ります様 々な関連支援機 関の今後の活動方針の一つ

の指針 として、さらには今後の我が国のベ ンチ ャー ビジネス活性化につながることを期待 し、皆

様からのお声を出来る限 り反映させていきたいと考え実施す ることといた しま した。

つきま しては御多忙中のおり誠に恐れ入 りますが、アンケー ト調査 にご協力賜 りた くお願 い申

しあげます。

平成7年10月

下記のQ1か らQ12ま でご回答 ください。 【裏 面 もご ざい ま す 】

全て○をつける形式ですが、その他の場合には、お手数ですが具体的にお書 きください。

Ql.起 業化について、 どのようにお考えですか。最 もあてはまるものをxJ2wwas2を つけて ください。

1.す ぐにでも起業 したい

2.1～2年 以内には起業 したい

3.近 い将来の起業化を 目指 している

4.具 体的には考えていないが、起業化に前向きに取 り組みたい

5.起 業化には関心はあるが、実際にはわか らない

6.と りあえずセ ミナーに出てみた

7.そ の他()

Q2.起 業家 を 目指す あなたが 設立 を考 え る企業 の業 種はなんです か。

最 もあ てはま る業 種を⊇ をつ けて くだ さい。

1.農 林水産 業2.鉱 業3.建 設業4.製 造業

5.情 報 関連 ハ イテ ク産業6.バ イオ 関連ハイ テ ク産業

7。 そ の他 のハ イテ ク産業(具 体 的に;

8.情 報 関連 サ ー ビス業(含 む ソフ トウ ェア業)

9.流 通販売 業、商業

10.そ の他 のサー ビス業(リ ー ス業 、広告業等)

ll.ニ ッチ業 種(具 体 的 に;

12.そ の他(具 体 的に;

)

)

)
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Q3.あ な たの現 職につ いてお伺 い します。xJEIil119S9を つ けて下 さい。

1.企 業 の事務 系職種

4.企 業 の トップ マネ ジメ ン ト層

8'学生{i驚 校{;:

9.そ の 他(

2.企 業の技 術系職種(研 究職 除 く)

5.自 由業6.主 婦

理 系
文系

)

3.企 業の研究職種

7、公的機関の研究者
(大学教授等含む)

Q4.起 業化 を考 え始 めた動機 は何 ですか 。
て ま の てに○ をつけ、 圭に輪か った

1。 勤 めていた ときよ り高 い所得 を得 られ る

2.努 力 に応 じて収入 が増 える

3.人 に指図 されず 自分 の裁量 で仕事 がで きる

4.自 分 の能力 を発揮 した い

5.定 年 がない

6.事 業 経営の面 白さを味 わい たい

7.勤 務 先 での昇進見通 しが暗か った

8.勤 務 先か ら勧 め られ た(の れん分 け)

の につ い ○をつけ て下 さい。

9.社 会 とのか かわ りを持 て る

10.生 活 に時 間的余裕 が持て る

11.自 分な りの ライフスタ イル を実践 したい

12。 転 勤が ないので希望 す る場所 に定住 でき る

13.趣 味 を生 か したい

14.家 族 と過 ごせ る時 間が増え る

15.資 産 を有効 に活用 した い

16.そ の他

Q5.起 業化を 目指すにあたって相談 された先がありますか。WWを つけて ください。

1.だ れにも相談 していない → 次の問にお進み ください。

12、 相談 した1

　 　

Q5-2.相 談 した先は どこで したか。

下記の選択肢 か ら全 てお選 び くだ さい。 〈、 はい つ で 〉

1.勤 務先 、取 引先な ど

3。 自治体の相談 窓 口な ど

5.金 融機 関

7.税 理士 、経 営 コ ンサ ル タ ン トな ど

9.

10.友 人 ・知 人、家族 ・親戚な ど

11.そ の他(

9
乙

4

6

8

商工会議所、商工会など

VECな どの政府系 もしくは 自治体系支援機関

ベ ンチャーキ ャピタル

大学の先生、学校の先生

研究機関、研究機関等に勤める技術者など

)

Q6.全 国各地で地域型の新規創業等に関 した支援機関設立の気運が高ま ってお ります。
地域型支援機関は必要 とお考えですか。 ては の一つ こ を付けて ください。
また1.必 要、2.あ った方がよいと答えた方は、地 型支援機関に求められるものは何だとお考えに
な りますか。

il.必 要 であ る2.あ った方が よいi3.地 域型 支援 機 関は特 にい らな い

Q6ピ 支離 関 に何 を求め ますか 。 ては る の.,て に をつ けて くだ さい。
〈○ は い くつ で も〉

1.資 金支 援

2。 経 営 コ ンサル テ ィング(支 援)

3.マ ーケテ ィング(営 業)支 援

4.人 材 支援

5.人 材育 成支援

6.情 報支援

7.技 術支 援、 開発 支援

8.交 流支 援(交 流 会の 開催等)

9.そ の他( )
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Q7.起 業化 目指すにあたって集めた情報はあ りますか。またその情報はどこから入手 されま したか。

ては の てに○をつけて ください。〈○はいくつでも〉

(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) (9) (10) (ll) (12)

勤 商 地 V支 金 べ 経税 大学 研技 知家 出 そ

入 手 先 務取
先引

工商
金工

元
の

E援
C機

敵
機

ンキ

チ ャ
営理
コ士

学校
のの

究術
機者

人族
・.

版
物

の
他

・先 議会 自 等関 関 ヤ ピ ンな 先先 関な 友親 な

入 手 情 報 な
と

所 な
・と

治な
体ど

のな
ど

1タ

ル

サど
ル

生生
等

又ど
は

人戚
等

と

1.関 連支援機関に関する情報 1. 2. 3. 4. 5, 6. 7. 8. 9. 10. ]1. 12.

2.資 金支援に関する情報 1. 2. 3. 4. 5. 6. 7. 8. 9. 10. ll。 12.

3.商 品市場に関する情報 1. 2、 3. 4. 5. 6. 7. 8. 9. ]0. ]1. ]2.

4.顧 客に関する情報 1. 2. 3. 4. 5. 6. 7、 8. 9. 10. ll. ]2.

5.取 引先に関する情報 1。 2. 3. 4。 5. 6. 7. 8. 9. 10. ll. 12.

6.販 売 ル ー トに関 す る情 報 1. 2. 3. 4. 5. 6. 7. 8. 9. 10. ll. 12.

7.法 律に関する情報 1. 2. 3. 4. 5, 6, 7. 8. 9。 10. ]1. 12.

8.人 材に関する情報 ]. 2. 3. 4. 5. 6. 7. 8. 9. 】0. H. 12.

9、技術に関連する情報 ]. 2. 3, 4, 5, 6, 7. 8. 9, 10. ]1. 12.

10.不 動産に関する情報 ]. 2、 3. 4. 5. 6. 7. 8. 9, 10, ll. 12.

ll.設 備 に関 す る情 報 1. 2. 3, 4. 5. 6. 7. 8. 9. 10. ll. 12.

12.上 記以外の営業に関する情報 1. 2. 3, 4. 5. 6. 7. 8. 9. 10. ll. ]2.

13.上 記以外の経営に関する情報 1. 2. 3. 4. 5. 6. 7. 8. 9. 10. ll. 12.

Q8.新 規事業展開の障害について以下の様な回答が多いのですが、その克服 にあたってどのよ うな機 関

か らの支援が望まれますか。 ては る の てに を付けて ください。 〈○はい くつで も〉

自 己 親企業や 取引企業
努 力 出身企業

商工会 自治体 公的
支援機関

銀 行 ベ ンチャー その 他

キャヒ。タル 民 間機 関

出版物
その他

1。 資 金 不 足

2、 販 売 力 不 足

3.人 材不 足

1.2.3.

1.2.3.

1.2.3.

4.5.6.

4,5.6、

4.5.6。

7.8.9.

7.8.9.

7.8.9.

10.

10.

10.

4.技 術不 足

5.経 営 力 不 足

6.ノ ウハ ウ不 足

1.2。3.

1.2.3.

1.2,3.

4.5.6、

4.5.6,

45.6.

7.8.9.

7.8。9.

7.8.9.

10.

10.

]0,

7,情 報 不 足

ト 弓

1.2.3,:4.5,6.17.8,9.
ll

10.

Q9.昨 今、再びベ ンチ ャービジネスが注 目を集めていますが、今後関連支援機関による啓蒙活動と して

の情報発信事業や情報面での支援事業にっいて、どのようにお考えにな りますか。

あてはまるもの一つに○をつけて ください。

1.情 報 発信 や情報面 で の支 援は必要 だが現 状で十分

2.も っと積極 的 な情 報発信 ・情報支援 を望む

3.情 報 発信 や情報支 援 は必要 な い 一ー一>Qll,へ お進 み くだ さい。
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Q10.前 間で1.と2,に ○をつ けた方 にお伺 い します 。
以下 の情報発信 の 中で"・ 思 る の て に をつ けて くだ さい。<○ はい くつ で も>

Lセ ミナー 開催 状況や イベ ン ト案 内な どの情 報

2.支 援機 関の情 報

3.支 援施 策の情 報

4.相 談 窓 口の情 報

5.ベ ンチ ャー企業情 報

6.ベ ンチ ャー成功 例の紹介 や成功者 の経歴 紹介

7.成 功者 との相 談室の提供

8.業 界 専門家 やキーパ ーソ ンとの相 談室 の提供

9.そ の他必要 と思われ る ものがあ れば教 えて くだ きいb"1E・1'J　 '+-X't't〆

()

Ql1.情 報発 信 のツール と して望まれ る もの(あ な たが人 手す るに便利 と思 われ るもの)JIIJSEIQを
つ けて くだ さい。<○ はい くつ で も>

L機 関誌

2.新 聞広告 や雑 誌広告 な ど

3.FAXに よ るフ ァク シ ミリ情報 サ ー ビス

4.パ ソコ ン通 信(イ ンターネ ッ トを含む)

5.地 元の相談 窓 口の充実

6.そ の他()

Q12.オ ンライ ン(通 信)情 報の活用 を図 って いますか 。"か 一 つ に を付 けて くだ さい。
また、1.利 用 して いる、2.今 後 利用 したい、 と答 えた方 は以 下 の問に もお答え ください。

ll.利 用 して いる
2.今 後利 用 したい 3.利 用 して いな い し、その意 向 もな い

↓Ql2
-2 ,利 用 目 的 は 何 で す か 。 あ ま

1.ビ ジ ネ ス ユ ー ス

2.個 人 ユ ー ス

3.そ の 他(

の て こ を付 けて くだ さい。 〈○ はい くつで も〉

)

Ql2-3.商 用 デー タベ ースを利 用 していますか 。"か 一一つ に を付 けて ください。

1.利 用 してい る2.今 後利 用 したい3.利 用 して いない し、その意 向 もな い

Q12-4,イ ンター ネ ッ トを利用 しています か。

11.利 用 して い る 2.今 後利用 したい

"か 一 つ に を付 けて くだ さい。

3.利 用 して いな い し、その意 向 もな い

　

Ql2-4-2.VECの ホ ー ム ペ ー ジ を ご 存 じ で す か 。

1.見 た こ と が あ る →(1.面 白 か っ た

→(1 .ま た 見 た い

2.あ る こ と は 知 っ て い た が 見 た こ と は な い

3.知 ら な い

2.面 白 くなか った)

2.も う見 な い)

～ 以上 で ござい ます。 ご協 力 いただ きま してあ りが と うご ざい ま した。～
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